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第一章　最低最悪な出会い









　幼馴染の侯爵令息シュヴァイン・オルドレイクは嘘つきだった。

　少女時代の私は、第一王女という身分にも関わらず、自分の護衛騎士である彼によく騙されてばかり……。

　からかわれていたことに後から気づいて、いつも頬を膨らませていたけれど、優しい瞳で微笑み返されると、どうにも許したくなってしまう。

　そんな、かけがえのない存在だった。

　彼が私についた最後の嘘がずっと脳裏に焼き付いている。

「リリー、どうか僕の幸運を祈っておいてください。必ずや武勲を立てて、貴女を妻に迎えてみせる」

　あんな最低最悪な嘘をついて……。

　私はただ、彼に私の元へと無事に帰ってきてほしかっただけなのに。





　　　＊　＊　＊






　大陸の北にあるランドルフ王国。王城の南の敷地内に教会が建っている。

　小高い丘にある赤茶けたレンガ造りの建物の中、幾重にも並ぶ座席の間に敷かれた赤い絨毯の奥向こう──司祭の立つ祭壇の前で、私は緊張した面持ちを浮かべたまま立ち尽くしていた。

（もうすぐ婚姻の儀の刻限ね）

　色とりどりのステンドグラスには斜陽が差しこみ、室内を橙色に染め上げている。

　成人して数度目の誕生日である本日を迎えた私は、夫となる敵国の将の登場を待っていた。

　ギギィ。

　荘厳な木の扉が開かれると、席に座る皆の戸惑いのさざ波が広がっていく。

　司祭よりも奥向こうには、年老いた父王と壮年の宰相が座していたが、二人して愕然とした表情を浮かべていた。

「白百合の聖女、第一王女リリス・ランドルフ殿下を貰い受けにきた」

　白百合の聖女というのは、癒しの力を持って生まれた私の異名だ。

　背の高い青年が、控えていた私の元へと向かって、カツンカツンと軍靴の音を鳴らしながら近づいてくる。

　金色の滑らかなウェーブを描く髪がさらりと揺れ動くと同時に、彼の纏う騎士団の黒い上衣がヒラリと翻った。

　敵国ロクス帝国の将軍を表す紫竜の徽き章しょうが襟元でキラリと煌めく。

　逆光でしばらく顔が見えなかったが、あと数歩のところで手が届くという位置になると、相手の顔がはっきりと分かるようになる。

「あ……」

　男性らしさはあるが甘さも宿す端正な顔立ち、すっと通った鼻梁の下には薄い唇。

　右の瞳は黒い眼帯で覆われて見えないが、もう片方の瞳からは、獰猛な獣のような鋭く碧い瞳がのぞいていた。

　静けさの中に色香を孕んだ声音が、耳に響く。

「死人でも見たような顔をして、どうした？　へえ、嫁き遅れてるって話だが、噂以上に綺麗なお姫様じゃないか。類まれなる癒しの力を行使できる、消えた聖女の再来と言われてるだけあるな。俺としてはありがたいってもんだ」

「……どうして？　シュヴァイン……」

　こちらへの歩みを止めない男の顔を見て、思わず声が上ずった。

　心を鎮めるべく、私は自身の両腕を擦る。

　もう手を伸ばせば届くという位置に来た美青年──かつての婚約者であり護衛騎士を務めてくれていたシュヴァイン侯爵令息にそっくりな面差しをした人物を見ていると、カタカタと震えが走る。

（帝国騎士団の若き将軍・通称「隻眼の騎士狩り」ガイウス。髪の色素こそ違えど、なぜ、こんなにも死んだシュヴァインに似ているの……？）

　一騎当千で名を馳せているガイウス将軍。

　彼一人いれば一個師団は即全滅と言われている実力の持ち主であり、対峙した騎士を全て屠る姿から「騎士狩り」の異名をつけられていた。

　そんな彼が、私の目の前に立つと、揶揄するように薄い唇の端をゆるりと吊り上げる。

「シュヴァイン？　ああ、あんたの婚約者だったとかいう男の名前か？　もしかして俺が殺したのか？　狩った首の顔まで見ないんで、残念ながら覚えちゃいないがな」

　私の頬がぴくりと動き、ふつふつと体の内側から相手への不快感が湧いてくる。

　そう、シュヴァインは死んだ。

　十年前の戦地で。

　最後にシュヴァインを目撃した人物曰く、私の目の前にいる敵将ガイウスと対峙したのだという。

（ガイウス将軍、何て嫌な言い方をする男なの？）

　そんな私の気持ちを知ってか知らずか、彼が高らかに告げてきた。

「へえ、あんたたちの反応を見るに、どうもシュヴァインとかいう男が俺に似ているというのは本当らしいな。だから俺が皇帝陛下直々に、白百合の聖女様の旦那に選ばれたってわけか」

　なぜ敵国皇帝が、ランドルフ王国の騎士だったシュヴァインとガイウス将軍の顔が似ていることを知っていたのだろうか？

「まあ、そんなことはどうでも良い」

　ガイウス将軍が低い声でそう告げると、ざわついていた場がしんと水を打ったように静まり返る。

　揶揄うような笑みを浮かべていたガイウスは、すっと醒めた表情を浮かべていた。

　彼が左目を伏せると、長い金の睫毛が震え、碧色の瞳に影を作る。

　視界の端──彼が装着した黒眼帯に、見覚えのある細工がみえた。

（翡翠が散らばった、あの細工は、私が昔シュヴァインに渡した腰帯のもののはず）

　ドクンドクンドクンドクン。

　心臓が勝手にピッチを速めていく。

「きゃっ……」

　私の困惑に気づいているかは知らないが、彼の掌が私の手首を掴んでくる。大きな掌からすれば、私の手首など子どもと同じだ。

　ガイウス将軍が息がかかるぐらいに顔を近づけてきた後、口の端をゆるりと持ち上げた。

「なあ、間違えるな、お姫様。俺の名前はシュヴァインじゃない。ガイウス。姓はない。お前の夫になる男の名だ、よおく覚えておけ」

　狙った獲物は逃さないと言わんばかりの獰猛な瞳に絡めとられ、その場から動けなくなる。

　けれども、乱暴な男の言いなりになるのが嫌で、瞼をそっと閉じた。

（ガイウス将軍は、真面目で誠実だったシュヴァインとは全然違う人物だわ）

　昂る鼓動を静めるべく、意識を過去に戻す。

『リリー』

　ガイウス将軍によく似た声音が頭の中で聴こえてくる。

　もう十年経つのか。

　緊迫した場にもかかわらず、ずっと心の大半を占め続けている、死んだ婚約者であり護衛騎士だったシュヴァインとのやり取りが、洪水のように頭に思い浮かんできたのだった。
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　十年前──ランドルフ王国首都。

　王城の離れにある花園にて。

　かぐわしい花々の香りに包み込まれる中、少女時代の私は自身と同じ名を冠する花を手に、歌を歌っていた。

　瞳と同じ翡翠色のチュール素材のドレスがふわふわと揺れ動く。

　その歌を聞きつけた鳥たちが楽しそうに、私の周囲を踊っていた。

　一羽の鳥が、ふわふわの白金色の髪に留まると、ピチチと鳴く。

「鳥さん達も楽しそうね」

「リリー!!」

　そんな中、七歳年上の青年が私の愛称を呼んだ。

　大胆不敵にも、王女である自分のことを気安く呼ぶのは、この国で唯一人。

「シュヴァイン？」

　赤みがかった黒髪をサラサラと揺らしながら、国で誰よりも足の速い彼が、こちらに向かって駆けてくる。

　私の前に立ち止まった美青年は、第一王女である私の護衛騎士を務めている侯爵家の長男シュヴァイン・オルドレイクだ。

　品行方正な彼は律儀にも襟を正しながら、私に向かって告げた。

「今日もここにいたんですね」

「ええ、そうよ。王城の中でも、ここが一番好きなの。貴方とよく来るこの場所が、一番心が安らぐわ」

　同じ年頃の女性たちを虜にする爽やかな笑みの中に、ふっと一欠片の揺らぎがみえる。

　不思議に思った私は彼に問いかけた。

「シュヴァイン、どうしたの？」

「リリー、実は、帝国との戦争に向かうことになったんだ」

「え？」

　一瞬鳥たちの歌声も止まった。

　彼のその言葉は、まるで世界の死を意味しているかのようだった。

（最近は特に帝国から王国への侵略も多い。調停はうまく行かなかったのね）

　シュヴァインが憂いを帯びた表情で続ける。

「父が交渉に臨んだから、こうなるだろうとは覚悟していた」

「オルドレイク宰相閣下はなんて？」

「父は僕を戦地に行かせたくないようだったが、貴族の宿命だ。仕方がないと言っていました」

　シュヴァインの父である宰相オルドレイク侯爵は、とても穏やかな人物だ。だが、昔、ランドルフ王国の気高き聖女として名高かった宰相の姉であるシルヴィアが嫁ぎ先の皇兄に殺されてしまった一件を契機に、帝国に対して強い憎悪を抱いている。

　そのため、和平を望む父王とたびたび喧嘩になっているところを目撃していた。

（戦争になってしまうことは、仕方ないと言われればそうだけれど、本当はこんな日を迎えては欲しくなかった）

　幼馴染の彼に何かあったらと思えば、不安で仕方ない。

　私は俯いたまま、震える体を落ち着けるかのように、ぎゅっとドレスの胸元を握った。

　そこには、心を落ち着けるためのアイテムがあるのだ。

　私の緊張を和らげようとしたのか、彼がふっと口元を綻ばせた。

「ところで、リリー、小さい頃、僕が貴女に渡したオモチャの指輪を覚えていますか？」

「べ、別に、そんなもの大事にとってなんかないんだから……!!」

　そんなの嘘だ。

　不安を落ち着けるため、たった今、私が握りしめているもの。それこそが、昔彼にもらったオモチャの指輪そのものなのだから。

　黄金の鎖にそれをペンダントトップとして通していることを、シュヴァインにもバレてしまっている。

「そうか。まあ、良しとします」

　彼がクスリと笑うものだから、頬が勝手に赤らんでいく。

　先ほどまで抱いていた不安はどこかに飛んでいってしまった。

「リリー」

　そうして、彼が真剣な表情に戻ると、私の掌に掌を重ねてくる。

（あ……）

　昔はなんとも思っていなかったのに、年頃になってからは、どうしようもなく胸が苦しくなって仕方がない。

「あと二年もすれば、貴女は成人の十五を迎える」

「そうね。私も十三ですもの」

　ドキドキしながら彼の次の言葉を待つ。

「だから、戦地から僕が帰ってきたら、貴女に本物を渡したいと思っています」

「え……？」

　柔らかな風が吹いて、二人の髪をサヤサヤと揺らした。

　そっと重ねていた掌が離れると、なんだかいつも以上に風が冷たく感じる。

　シュヴァインが懐から何かを取りだすと、私に向かってそっと差し出してきた。

　一輪の咲きたての百合。

「綺麗ね」

　その時──。

　大人びた香りが鼻腔をつくと同時に、頬に彼の指が沈み込んできたかと思えば、唇の端に柔らかなものが触れた。

　そこから全身に微熱が広がっていくような錯覚に陥っていると、そっと熱源は離れていく。

　ドクンドクン。

　鼓動がどんどん速くなって止まらない。

「綺麗なのは貴女だ、リリー」

「え？」

　そうして、真剣な声音でシュヴァインが告げてきた。

「続きは、僕が帰ってきてからです。貴女にずっと抱いてきた僕の想いを伝えたい」

「な、なにを言ってるの……!?　私、昔っから言っているでしょう？　お父様に言われたから仕方なく貴方をそばに置いているけれど、貴方のことなんて、好きでもなんでもないんだから……!!」

　少しだけ寂しそうに彼が微笑んだ。

「そんな風に言われるとさすがに傷つくな。貴女が素直じゃないのは分かっているけれどね」

「なんで、そういう意地悪言うのよ」

「はは、なんででしょうか」

　ひとしきり彼が笑ったのを見届けた後、ドレスの腰に下げていた布袋の中からとあるものを手渡した。

「シュヴァイン、これ、護衛騎士の貴方への餞別よ」

　勝利を祈る帯。ランドルフ王国には、戦地に向かう騎士や兵士たちに、女性たちが帯を手渡す習慣がある。彼に手渡したそれは黒い帯であり、翡翠を編み込んだ細かい細工が施されていた。

　戦争にはなってほしくなかったが、おそらく開戦になるだろうと思っていたので、時間のある時に密かに作って潜ませていたのだ。

「もしかして手作りですか？　不器用な貴女様にしては器用に作っていらっしゃる」

「不器用だなんて、失礼ではなくって？」

　きっと眦を吊り上げると、相手は困ったように笑った。

「ああ、これは失礼。大事にします」

「せっかく作ったのだから、大事にしてちょうだいね」

「もちろんです」

「だったら良いわ」

　私はツンとした態度で答える。

「それにしては、本当に我が姫は素直じゃないな」

　そうして、彼が私の両手を包み込んできたかと思うと、そっと指先に口づけてくる。

　二人だけの誓いの儀式。

　シュヴァインの唇が離れた。

「リリー、どうか僕の幸運を祈っておいてください。必ずや武勲を立てて、貴女を妻に迎えてみせる」

　彼の言葉がさざ波のように胸の中に広がっていく。

　優しい鼓動が胸を支配していった。

　少しだけ涙が滲みそうだったが、きゅっと唇を噛み締めて返す。

「ええ、シュヴァイン、ちゃんと私の元に帰ってきて。そうして、死ぬまで私のことを護りなさいよ。死んだら一生許さないんだから」

「怖い御人だ。もちろん、貴女のことだけをずっと護り続けます。我が姫、リリー」
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　本当に、本当に、幸せな幼少期を過ごしていたのだ。

　彼が戦地に向かって心配だったけれど、それでも彼との未来を信じて過ごしていた。

　そう、戦地で「消えた聖女の怒り」が起きたと知らされるまでは──。




（シュヴァインは無事なの？　先の報告では死亡者名簿には上がってはいなかったけれど……）

　シュヴァインの父であるオルドレイク宰相閣下から、戦地での状況を聞かされる度に、気が気ではなかった。

　長年に渡り、冷戦状態だった帝国と王国。

　一度は和平のための政略結婚がおこなわれたこともあるが、反故になって二十年近く経つ。

　そんな中で勃発した戦争。

　帝国の力は無尽蔵に近く、小国ランドルフ王国は赤子同然だった。

　誰もが予想した通りの戦力と数で勝る帝国軍の圧倒的勝利。

　ランドルフ王国の敗戦が間近に迫る中、だがしかし、予想外の出来事が起こる。

　戦場で謎の閃光とともに大きな爆発が起きて、雲が渦を巻いた後、緩衝地帯一体が消失したのだという。

　戦場は抉れ、まるで窪地のようになってしまった。

　どちらの国も甚大な被害を被ったため、なしくずしのまま終戦を迎えることとなった。

　そうして、閃光を見た人々の中で、まことしやかに噂が流れるようになる。

　閃光の正体は、皇兄に消された聖女シルヴィアの怒りだ、と。

（聖女シルヴィア様の怒り……？）

　戦後になっても、王都から残った兵や衛生兵たちが馬車に乗り込んで緩衝地帯に送りこまれる場面を王城から眺めた。

　何日経っても、シュヴァインはおろか、他の兵たちの安否も分からない日々が続いた。

　なぜだか妙な胸騒ぎに襲われた私は、父王を説得し、宰相閣下に頼み込んで、国境付近にシュヴァインを迎えに行くことになった。

　もちろん、彼のことだけではなく、癒しの力を活用して、まだ助けられる国民たちへの支援をしたかったこともある。

（人はおろか生命の息吹すら感じない……）

　中心地へと近づけば近づくほど、人の気配は途絶え、緑が見えず、露出した岩肌が見えるだけだ。

　馬車の中でも落ち着かず、何度も椅子から立ち上がっては座る動作を繰り返してしまった。

　そうして──。

　瓦礫に車輪が足を取られる中、なんとか戦地だった場所へと辿り着くと、凄惨な光景を目の当たりにしたのだった。

「これは、いったい……」

　得体の知れない何かが、この戦地で起こったのだということは理解できた。

（確かこの場所は草原ではなかった……？）

　昔通った時はそうだったはずだが、もうそこは荒れ果てた土地になってしまっていた。

　一緒に来ていた兵たちも戸惑いの声を上げる。

「これはいったいどうなって……姫様、お待ちを!!　ここは危険です!!」

　だが、彼らの制止を振り切って、私はその場を駆けた。

（シュヴァイン!!）

　むき出しになった岩々の中、そこかしこに焼け焦げた跡が残る。

　ツンと鼻を突くような匂いと煤の香りが漂っていた。

　焦燥が勝っていたのか足を踏み出した瞬間にもつれ、よろりと体が傾ぐ。

「あ……」

　何かを足で蹴り飛ばしてしまった。それが腐乱した死体だと気づくのに、そんなに時間はかからなかった。

（終戦から数日が経つ。私の覚悟が足りなかったわ）

　元々感受性が強いことも影響してか、目に見えない不穏な何かが体に入り込んでくるような違和感を肌で覚える。

　死者たちへの祈りを胸の内で捧げながら、纏わりついて離れない嫌な感覚を振り払うかのように、懸命に歩を進めた。

（体が重い。まるで英霊たちが「先に向かってはいけない」と告げてきているようだわ）

　きょろきょろと周囲を見回しながら歩くが、シュヴァインの姿はない。

　折り重なった死体の群れの中、彼の姿がないことに、不謹慎ながらも安堵してしまっていた。

　まだ息をしている者たちがいるのであれば、できるだけ治癒の魔術をかけてやりたかったが、そんな者たちは存在しなかった。

　まるで重たい泥の中に体が沈みこんでしまったかのようだったが、懸命に前へ前へと進んだ。

（シュヴァイン……）

　彼が最後に目撃されたと言われる場所へとなんとか辿り着く。

　その時、視界の端に何かが煌めいた。

（あれは、私が渡した……!!）

　シュヴァインに渡した帯飾りの一部が落ちていることに気付く。

　光っていたのは、帯に散りばめた翡翠だ。

　ザワリ。

　虫が背中を這いずってくるかのような嫌な感覚が駆ける。

　ぶわりと鳥肌が立ち、顔面から血の気が引いていくようだ。

　続いて眦が熱くなり、胃から喉元まで酸っぱいものがこみ上げてきたが、なんとか唾液をゴクリと飲み込んで耐える。

「シュヴァインは死んでなんかいない。私は信じないわ。彼の体を見るまでは、絶対に」

　黒い帯の一部をぎゅっと手で握りしめる。

　近くに彼と思しき遺体がないことを確かめた後、重たい足を引きずりながら前進する。

　幾人もの死者と瓦礫の合間を潜り抜けていく内に、いてもたってもいられなくなり、前へ前へと駆けはじめた。

　どんどん息が上がっていく。

　肺がつぶれそうだとか、そんなことを思う暇もない。

（なんだろう、違和感がある）

　先ほどまで遺体が転がっていたのだが、中心地に向かうにつれて、なぜか衣服や鎧の残りだけが泥にまみれて沈み込んでいるのだ。

　なぜか兵たちの身体は存在しない。

　とても奇妙な光景だった。




　しばらくすると、ぽつぽつと雨が降りはじめた。

　煤まじりの生ぬるい粒が、頬を濡らして黒い跡を残していく。

（雨で視界が悪くなる前に、早く探さなきゃ）

　ちょうど、その時、焦りで周囲が見えなくなってしまったのか、足がもつれ、ぬかるんだ地面に倒れこんでしまった。

「あっ」

　生成りの外出着が汚れてしまう。

　ぬめりとした泥の感触が布に染みてきて、なんだかすごく気持ちが悪い。

　ふと、視界の端に光る徽章が見える。

「あれは、シュヴァインの!!」

　間違いない。

　第一王女の護衛騎士であることを証明する紋章だ。

　良かった、こんなところにいたのかと安堵したが、そこにあったのは──。

「嘘よ、シュヴァイン、どう……して……」

　──血のこびりついた銀の鎧と、ゴロリと転がった兜。

　みるみるうちに、血の気が引いていく。

「なんで……？　どうして、なの……？」

　風が吹いてきたせいで冷たくなってしまった指先から全身に向かって、小刻みに震えが走る。

　どんよりとした雲の合間から降る雨が、雪交じりのものへと変わった。

　跪いたまま呆然と呟く。

「だって……帰ってくるって……ずっと私のことを護ってくれるって……言ったじゃない……」

　彼が自分にかけてくれた言葉が、頭の中で何度も何度も木霊しては消えていく。

『続きは、僕が帰ってきてからだ。貴女にずっと抱いてきた僕の想いを伝えたい』

『それにしては、本当に我が姫は素直じゃないな……』

『リリー、どうか僕の幸運を祈っておいてください。必ずや武勲を立てて、貴女を妻に迎えてみせる』

『怖い御人だ。もちろん、貴女のことだけをずっと護り続けます。我が姫、リリー』

　涙が零れ落ちると、嗚咽が漏れ出た。

　涙に呼応するかのように、一瞬だけ蛍のような光がシュヴァインの身体から溢れると、私の身体の周囲を舞って、ふっと消えた。

「……嘘つき……嫌いよ……貴方なんか、大っ嫌い……なんだから……」

　戦場で起きた閃光の原因が何かは分からない。

　だが、彼がこの世から消えてしまったことだけは分かった。

　かろうじて残っている兜と胴の鎧、真っ黒に燃えた跡へと縋る。

　ちらつく雪の中、呻くように泣き続けたのだった。
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　それからの毎日は、まるで生ける屍のようだった。

　けれども、追い打ちをかけるかのごとく、さらに悲劇は続く。

（人の遺体が完全に消失することなんてないはず。きっとシュヴァインの首は敵将が持っているのよ）

　そう信じて、二年の月日が経った。

　シュヴァインの遺体を返還してもらうように交渉に向かっていたシュヴァインの父オルドレイク宰相が帰ってくると、私の部屋を訪ねてきた。

　シュヴァインに似て端正な顔立ちをした宰相閣下の目元には皺が増え、少しだけやつれてしまっている。

「申し訳ございません、リリス様、必死に交渉に及んだのだが……シュヴァインの首など知らないと敵側は言い張るのです。生き延びた兵から、確かにシュヴァインが敵将と交戦して首を刈られたのを見たと言っていたのですが……すまない、せめて首だけでも返してもらえればと思ったのに……」

　たった一人の息子を亡くした彼の声音は沈んでいく。

「いいえ、宰相閣下、仕方のないことですから」

（どこまで王国のことを馬鹿にすれば気がすむの、帝国は……？）

　ふつふつと怒りが湧いてきて、口元から飛び出してきそうだ。

　ギリリと血が滲むぐらい、下唇を歯噛みする。

　そんな中、申し訳なさそうにしていたオルドレイクが口を開く。

「だが、朗報と言ってよいのか分からないが、シュヴァインを殺したと噂されていた敵将の名は分かったのです」

「え？」

　見上げると、彼がゆっくりと口を開いた。

「騎士狩りのガイウス」

「騎士狩り？　そんな異名を持つ騎士がいるなど、初めて聞きました」

「それもそうでしょう。今回の戦争から投入されたのだといいます。私も初めて聞いた名だ」

「ガイウス……ガイウス……」

　最愛の人を殺した男の名を、ぶつぶつと何度か繰り返し呟く。

「対峙した瞬間に首が失われていると噂の最強の騎士。今の今まで帝国が秘匿していたらしい。そんな強い男と対峙するはめになったなんて……シュヴァインにとって不運だったな」

　それ以上は宰相が何を言っているのかが聴こえなくなった。

　気づけば、いつの間にか彼の姿は室内からは消えてしまっていて、夜の帳に包まれている。

（騎士狩りのガイウス。シュヴァインの仇）

　何度も何度も反芻する。空っぽになった胸の中を相手の名が支配してきたのだった。
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　しばらくは気が狂いそうな毎日を送っていたが、第一王女の身分だ。

　日々の公務はこなさないといけない。

　生きているのか死んでいるのか分からない毎日を過ごしている間に、年だけを重ねていった。

　王女だったこともあり、何度も縁談が来たが全て断った。

（王族としての役割を果たせずに申し訳が立たないわ）

　結果的に嫁き遅れてしまったが、宰相閣下も弟王も何も言ってはこなかった。

　治癒の力を持っていたこともあり、その力を使って人々を助けることで、自身の心の安寧を保った。

　誰かを助け続けることで、虚ろに空いた穴を埋めて、なんとか生きる糧にしていたのだ。

　慈善事業どころか自身の心の安寧のためにおこなっていたにも関わらず、「白百合の聖女」として人々から称賛され、その活動ぶりは、次第に近隣諸国にまで広がっていった。

（皮肉なものね）

　聖女と言われたところで、仕事はそんなに楽なものではない。

　ひたすら相手に尽くし──命を懸けて──。

　それでも零れ落ちる人々の命。

　下手をしたら、流行り病にかかって死亡してしまう危険性だってある。

　そもそも全ての治癒を無償で提供するわけにもいかないため、ある程度収入がある層から金銭を受け取って国庫収入にしているのだが、そのせいで誤解が生まれてしまうこともあった。

「治癒の力を持った特権階級だからって、命に値段をつけて、金のないやつらにはちゃんとした治療を施してくれないんだろう？」

　そんなつもりはないのに、そう非難されることもあれば、手の施しようのない相手から金を積むからどうにかしてくれと縋られることもある。

「金に糸目を付けないからどうにか治してほしい」

　癒しの力と言えば便利な響きだが、相手の治癒力を促進するだけに過ぎない。

　本人に生命力が残っていなければ、魔術をかけたところで意味をなさないのだ。

　どれだけ必死に手を尽くしても助けることが出来ず、家族から罵声を浴びせられることもある。

　理不尽な噂を流されることだってある。

　報われないことの方が多い。

　だけど──そんな極限状態に自身を置くことで、自身の存在を保っていたのだ。

「しらゆりのせいじょさま、ありがとうございます」

　治療を終えた少女が私に向かって声をかけてくる。

　時折、家族連れの姿を見ると、無性に何か胸に来るものがある。

　シュヴァインが死んでいなかったら、自分も夫や子どもに囲まれて幸せな日々を送っていたのだろうか？

　ありもしない現在が澱のように深く胸の中に積もっていくのだ。

　だけど、自分の気持ちに気付かないふりをして、叫びたい気持ちに蓋をして、自分を震い立たせて、まるで死地へ向かうように救護院へと赴くのだった。
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　そんな日々を送る中、彼を殺した敵将ガイウスの噂が耳に届く。

　家族を奪った敵国の将軍にも関わらず、彼に対する関心が高まっているのか、人々が面白おかしく噂を流した。

「とってもハンサムな美青年だそうよ」

「女性にすごくおモテになって、いつも女性たちを侍らせているそうよ」

「特定の女性を傍に置かずに、とっかえひっかえと言うじゃない？」

　品行方正なシュヴァインとは真逆な敵将。

　愛する幼馴染を殺し、のうのうと生きているばかりか、女遊びに興じているのだという。

「許せない……」

　どす黒い怒りが胸の内を支配していく。

（だけど、シュヴァインは私が彼に復讐するのは望んでいないはず）

　怒りで胸が満ちていきそうなときは、大きく深呼吸をする。

「敵将のことを考えたって仕方がないわ。そんなことよりも、『消えた聖女の怒り』について調べるのよ、リリス」

　そう、私は「消えた聖女の怒り」について調べるようになっていたのだ。

　シュヴァインの遺体が消失した原因だと思われる、謎の閃光。

　あの日、戦地で何が起きたのか知れば、心の憂いも晴れるかもしれない。

　もし、帝国の新魔術なのだとしたら、油断できない。

　戦後十年近い時が流れた頃には、戦地で起きた閃光の原因探索を進めることが、新たな心の支えになっていったのだった。

「前を向かないといけない」

　心の傷は深く、抉られた跡は疼く。

　だけど、真っ暗な中に思いを沈めたまま、時の流れから置き去りにされることなど、シュヴァインの本意ではないだろう。

「貴方に誇れる自分のまま生きて、そうしておばあちゃんになって死んだら、シュヴァインが私のことを迎えに来てくれる、そんな気がするから」

　時々死んだ彼のことを思いながら、彼の死因を究明することこそが、彼にとっても民にとっても──何よりも自分自身の慰めになるのだと、それこそが自分に与えられた宿命なのなど言い聞かせ、癒しの術を行使しながら研究に挑む。

　治癒と研究。

　本心では泣きたくなる日々だって多かったが、王女として笑顔で堪えた。

　シュヴァインに護ってもらっていた時よりも大人になった私は、人と喋る時に取り繕うのが上手になってしまったように思う。

　そんな毎日を送っていたら、先日、父王に呼び出された。

「帝国と王国との懸け橋になってほしい」

　父王からガイウス将軍との縁談話が来たのだった。

　シュヴァインのことを思い出し、込み上げてくる怒りをぐっと喉元で堪えた。

　震える指先をぎゅっと握りしめ、小さくなった父王を見据える。

（シュヴァインを殺したかもしれない敵将……だけど、敵国に行けば、「消えた聖女の怒り」に関する情報が手に入るかもしれない）

「お父様、行きます。今まで自由を許してくださいまして、ありがとうございました」

　ひとまず婚約関係を結び、正式な婚姻は帝国でおこなうことにすることを約束して、ガイウス将軍の迎えを待ったのだった。
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　そうして──話は現在に戻る。

　教会の祭壇の前、対峙する将軍相手に怯むことなく私は告げた。

「見た目で人を判断するなんて愚か者のすることよ。私を娶れる幸運に感謝すると良いわ」

　その言葉を聞いた敵将ガイウスの口の端がにやりと吊り上がった。

「威勢がいいな。悪くない。だったら、あんたの言うとおりにしようじゃないか」

　彼の指が頤おとがいにかけられ、顔を上向かされる。

「──っ……!!」

　唇に柔らかな何かが無理やり押し当てられた。

（ガイウス将軍の唇……？）

　強引に唇を奪われたかと思うと、口の中に舌がねじ込まれた。

（な……に……？）

　分厚い舌に歯列をなぞられると全身にゾクゾクとした感触が走る。そのまま相手に蝕まれていくうちに、頭の芯がぼうっとなっていく。

「は……あ……」

　ひとしきり口中を犯された後、ゆっくりと銀糸を引きながら、相手の唇が離れた。

　互いの熱い吐息が交じり合って、冷たい空気の中に溶けていく。

　かぶりつくようにして私の鎖骨を食んだ後、相手の唇が胸元に辿り着く。

「こんな場所でやめてください!!」

　すると、人の皮を被った獣が獰猛な笑みを浮かべながら告げた。

「もう怖気づいたのか、お姫様？」

「違うわ」

　相手に隙を見せたくなくて、きっと眦を吊り上げながら返す。

「だったら、なあ……さっそく今から婚約した俺のことを悦ばせてくれよ、白百合の聖女様」

「急になんだというのです？　貴方を？　どうやって？」

　すると、ガイウス将軍がにやりと笑んだ。

「もちろん、あんたの身体でだ」

　私の代わりに父王が悲痛な叫びを上げる。

「待ってください、ガイウス将軍!!　娘との婚約を了承したばかりで……!!　帝国に向かった後に正式な婚姻関係を結ぶ約束です!!」

「つまり、もう婚約自体は成立だ。ロクス帝国の始祖のおかげで、あっちの決まりじゃあ、別に婚姻前の婚約の段階で体の関係になっても問題ないんだ。この場で首を刈られたくないんなら、貴方も覚悟を決めてくれよ、ランドルフ国王さんよ？」

　父王の顔が真っ青になっていく。

（なんて自分勝手な男なの？　シュヴァインと似ていると思った私がバカだった……!!）

　父王を挑発する将軍に向かって言い返す。

「父上におかしな話を吹き込まないでちょうだい!!　さっさと貴方の望みどおりにすると良いわ」

「ああ、そうか。だったら……」

「きゃっ……!!」

　彼の逞しい両腕で乱暴に抱きかかえられる。

　彼の顔が私の眼前に近づくと、不敵に告げられた。

「あんたの部屋で良い。言葉通り、お楽しみと行こうじゃないか」







　　　＊　＊　＊






　少女の頃、優しい彼との初夜を夢見ていたのに、現実とはこんなものなのか。

　教会を出て、そんなに時間はたっていない。

　書面での形式的な婚約が成立しただけなのに、こんなに性急に求められるなど──。

　すっかり夕暮れを迎えた後、カーテンを閉め切った部屋に連れてこられた私は、振り絞るようにして叫ぶ。

「やめてください、ガイウス将軍!!　まだ湯浴みもしていなくて……!!」

「湯浴みしないと行為に及んではいけない決まりはない。それに、あんた、自分の立場をわかっているのか？」

　白いベッドの上に放り投げられると、ベッドの弾力で体が一度だけ跳ね上がった。

　ギシリと木が軋む音が聞こえたかと思うと、体の上にガイウスが乗り上げてくる。

「さてと、さっさとはじめようか」

　そうして、彼が性急な動作で自身の上衣と白シャツを脱ぎ捨てる。

　骨ばった鎖骨、歴戦の猛者だということが分かる鍛え抜かれた胸板、しなやかな筋肉に覆われた二の腕が露わになった。

　私の上半身に覆いかぶさるようにしてきた後、剣蛸のできた節くれだった指が、私の胸元に伸びてくる。

「あ」

　無理やり衣服を脱がそうとしてくる相手に抵抗しようと手を伸ばすが、厚い胸板に触れただけだった。

　抵抗空しく胸元を暴かれ、ドレスをたくし上げられてしまう。

　首筋に唇が埋められると同時に、彼が熱い吐息交じりに告げてきた。

「さて、帝国からこっちの国に来るまで、女を抱かずに過ごしたんだ。せっかくの美人相手だ。楽しませてもらおうじゃないか」

「そんなの貴方の都合で……あっ……んっ……」

　露わになった双房に長い指が沈み込んでくると、何度も変形させられた。

「んっ……やあ……」

「ああ、いい感じに掌の中で弾んでくるじゃないか。それと、さっきまでの威勢はどうしたよ？　お姫様」

「──っ……」

　悔しくて唇をぎゅっと引き締めた。

　だが、乳房と同時に太ももを大きくなぞられると、勝手に甘ったるい声が漏れ出てしまう。

「……あっ……ん……」

「良い声で啼くな。女が啼くのはめっぽう好きなんだよ、俺は。だから、声を我慢するな。それに──」

　彼の指先が先端を執拗にいじり続けてくるものだから、全身にさざ波のような快楽が駆け抜けていき、うまく抵抗できなくなっていった。

　ぎゅっと閉じていた両脚に力が入らなくなっていき、だらりと弛緩していく。

「強気だった女が、俺に抱かれていく内に、従順になっていく様も好きなんでね」

「な……──！！？」

「どんなに色々言ってくるやつでも、俺に抱かれたら、勝手に服従してくるようになる。だいたいは一回で堕ちるが、まあ、最高で三回だな。そんなつまらない女ばかりだが……さて、あんたは何度目で俺に手折られてくれる？」

　相手の言い回しに沸々と怒りがわいて仕方なくなる。

「ほら、こんなに俺の手の中で尖らせてきて……なあ、気持ちが良いんだろう？」

「違います!!」

　かっとなって言い返すと、ふっと相手が不敵な笑みを浮かべた。

「素直じゃない女だ。なあ、素直になれよ」

　──素直じゃない。

（シュヴァインもいつも同じことを言っていた。だけど、同じ言葉でもこんなに不快に感じるなんて……）

　ふと、彼がゆるりと口の端を吊り上げると、その顔がやけにシュヴァインに似ていて、ますます戸惑ってしまう。

（この人は……ガイウス将軍はシュヴァインを殺した敵将なのに……なのに、どうして、よりにもよって、この人の顔が……）

　──こんなにも幼馴染の彼に酷似しているのか。

　まとまらない思考のまま、相手に体をいじられ続けていたが、彼の手が乳房から離れた。

　相手の長い指に顎を掴まれた後に上向かされると、彼の唇がふっと不敵に綻んだ。

「なあ、気持ちが良かっただろう？　どうだ？　俺に最後まで抱かれる覚悟はできたか？」

「……っ……」

　初めて快楽を覚えたのは確かだが、相手に易々と体を許してやりたくはなかった。

「ああ、そういえば、確かあんたには元々婚約者がいたんだったか？　今まで操を立てて生きてきたってのに、残念だったな、俺みたいなのに嫁ぐことになって」

　いちいち癇に障る言い方をしてくる男だ。

　相手の視線を避けるように、そっぽを向いた。

「父王が決めたことですので、私に拒否権はございません」

「だったら、俺に最後まで抱かれても良いんだな」

「……」

　あまりにも急に決まった婚約だった。

　数日前まではシュヴァインに操を立てて死ぬのだと思っていたのに──。

　突然敵将に嫁ぐことが決まって、急に体を求められるなど、正直なところ戸惑いを隠すことはできない。

　だが、王族として、そうして、自分のことを想ったまま死んだシュヴァインへの畏敬として、自身の想いは、はっきりと伝えないといけない。

「ここから先、貴方に抱かれるのは、国のためです。貴方のためではない」

「へえ……」

「そして──」

　相手の碧い瞳を見据え直すと、きっぱりと告げた。

「貴方に体を捧げても、心までは渡さない」

　シンとした静けさが二人の間に漂う。

　相手からの反応がなかったが、しばらくするとクツクツと笑いはじめた。

「面白いな」

「え？」

　予想外の返答があって、ガイウス将軍が何を考えているのか分からない。

　ふっと真顔に戻った彼が、私を見下ろしながら告げてくる。

「さっきまでの反応を見た限り、あんたはどうやら生娘だ。それなら、残念ながら、あんたと最後までやるわけにはいかないな。俺の流儀に反する」

　今まで血気盛んだった相手が急に物分かりが良くなった気がして、私は戸惑ってしまう。

「とはいえ、せっかくだ。あんたが俺に少しでも関心を持つように、今から奉仕してやろうじゃないか」

　ガイウス将軍の左眼に仄暗い焔が宿った気がした。

「奉仕？　何を言って……やあっ……!!」

　彼の頭が動いたかと思うと、くの字に曲げられた私の両脚の間に入ってくる。

　秘所に息がかかって、ぞくりとした感覚が走ると同時に、舐めるような視線を受けて羞恥が駆け巡る。

　ひやりとした長い指が花弁に触れると、ゆっくりと開かれた。

「……綺麗な色だ。見られるだけでも悦いのか、真っ赤に膨れて誘ってきてるな。嬲り尽くしたくなる」

「やめっ……」

　抵抗しようとガイウスの金の髪を掴んだが、それに怯むことなどない。

　開かれた粘膜に直接唇が触れてきて、ビクンと体が反応する。

「そんな場所に、ダメっ……」

　ペロリと尖った芽を舐められた後、柔らかく食まれる。続いて、秘孔にざらついた舌が差し入れられると意識がどこかに飛んでいってしまいそうだった。

「やあ……んっ……」

「あんた、声が綺麗なんだから、我慢せずに出せよ」

　彼の舌が執拗に蜜口への抽送を繰り返した。

　相手に屈したくないという思いとは裏腹に、体が勝手に反応してしまう。

「そんなところ、やめてっ……ひあっ……」

「やめろって言われて、やめられる性分じゃないんでね」

　芽と蜜口を嬲られ続け、彼の舌に翻弄されるがままだ。

　ガイウスの金の髪がさやさやと動くのを両手できつく掴むと、足指の先に力がぎゅっと入って、白いシーツが一緒に縒れた。

「……っ……」

「ほら、もう余裕をなくしたのか？」

　舌の抽挿運動がどんどん速くなっていって、だんだんと頭が白んでいく。

　初めて訪れる感覚に心身ともに翻弄されてしまい、抗えなくなっていった。

「あ……もう……ダメ……ああっ……──!!」

　背筋から脳髄までビリビリとした快楽が駆け上がると、背がのけぞり、肢体がしなやかに跳ね上がった後、体が勝手にびくびくと震えた。

　秘所から溢れ出した蜜を、ガイウス将軍がじゅるじゅると啜り上げる音が響き渡った。

　戦慄きが落ち着いた頃には脱力して、指先にもまったく力が入らない。

「は……ふ……ぅ……」

　ガイウス将軍は顔を上げると、わざとらしく舌なめずりをしながら、こちらを見下ろしてきた。

「ああ、うまいな……さあ、どうだ？　もう堕ちてくれたか？　俺の花嫁さん」

「……っ……」

　疲れてはいたが、不敬な相手に対して眼光鋭く睨み返した。

「その瞳、その気概。将軍の妻に相応しい」

　そう口にした後、ベッドがギシリと鳴って頭が離れたかと思うと、端に座り直した彼が、床に放り投げていた白シャツを羽織りはじめる。

「将軍は、どこへ……」

「なんだ？　もっと俺に触れられたくなったのか？」

「なっ、違います!!」

　挑発するような言い回しに思わず語気を荒げて返してしまった。

「は、冗談だよ。えらい嫌われようだな。それにしちゃあ、疲れただろう？　あんたの身体を全て貪り尽くすのは、妻にしてからにすると決めた。じゃあ、またな」

　最後までは事を成すことはなかったが、ある意味初めて肌を触れ合わせた日であり、初夜のようなものだ。

　だが、そんなの関係なしに彼は立ち去ろうとしている。

　初対面で大事な日だというのに、相手にとってはどうでも良いのだろう。

（そうよ、リリス。これは所詮、政略結婚でしかないのだから……）

　心の中に想う人物がいるのだし、そもそも相手を真の夫だと思ってはいけない。

　体を許したぐらいで、心まで許してはいけないのだ。

「国に帰ったら、あんたの俺への敵意が失せるくらい、毎晩抱き潰してやるよ」

　不敵に微笑んだ相手に対して不快感を覚えていた時、シャラリと音が鳴った。

（あ……シュヴァインに貰った……）

　長年愛用している物だからだろうか、首につけていた鎖が外れてオモチャの指輪がコロリと転がった。

　だが、ガイウスは指輪に気付かずにその場所に手をついた。

「あ……!!」

　声を上げた瞬間。

　パキリ。

　乾いた音が鳴る。

「なんだ？」

　ガイウス将軍が怪訝な声音で手をどかす。

　ざわり。

　心中にさざ波が立った。

　身体の奥深くで、大事な何かが一緒に壊れてしまったような感覚に陥る。

「悪いな、壊しちまった。って、なんだ？　安物のオモチャじゃないか。ああ、もしかして、あんたが死んだ婚約者から貰ったやつか？」

　ガイウス将軍が言う通り、壊れたそれは安物だが、シュヴァインに貰った大切なものだ。

　頭の中が真っ白になったというのに、目の前の将軍は、大したことなど何もないといった雰囲気で揶揄うような笑みを浮かべながら告げてきた。

「婚約者さんは、閃光に巻き込まれる前、俺に殺されたっていう話だったか？　結局、弱いから死んだってことだ。なあ、俺ならば、あんたにもっと良いものを渡すことができる」

　体は疲れ果てていたが、頭の芯が一気に醒めていく。

　言いようのない怒りが全身を支配していき、わなわなと体が震えた。

　全身を押さえつけたが、何かがプチンと切れる。

「ふざけないで!!　貴方にとっては安物でしょうけれど……私にとってはかけがえのないものだったの……!!」

　知らぬ間に大声を上げていた。

　──絶対に許さない……!!

（どんなに彼に顔が似ているからって……絶対に許してはいけない……!!）

　相手の顔がシュヴァインに似ているからこそ、彼とは別人だとまざまざと理解させられる。

　しばらく睨み合いが続いたが、ふと、彼が目を逸らした。

「は……興が醒めたな。未来の奥方の不興を買いたくはない。やはり、この場は失礼するとしよう」

　そうして、彼が腰かけていたベッドから立ち上がると、扉に向かって歩を進めはじめた。

「ガイウス将軍!!　待って、その指輪を返して!!」

「あんたは俺のものになったんだ。あんたの所有物も全て俺のもの。今言ったばかりだが、こんな指輪よりも、もっと良いものを準備してやろう。それに──俺以外の男のことを思い出されてばかりでも不愉快だからな。過去の男のことなど、さっさと忘れてしまえ、じゃあな」

　扉のドアノブを回した後、憎々しい男は広い背をこちらに向けたまま、扉の向こうへと消えていった。

「──っ……!!」

　シュヴァインに貰った大切な指輪。

　どんなに安物だろうと、大事に、大事にしていたのに──。

「──っ……」

　弱気になった翡翠の瞳から、一筋の涙が零れ落ちる。

「シュヴァイン……シュヴァイン……」

　亡き婚約者のことを思い出す。

　胸の内が苦しくて苦しくて、たまらなく苦しい。

　震える指先で白いシーツをきつく握った。

　ギリギリと歯噛みしながら、相手への復讐の業火を燃やす。

「許さない……ガイウス……」

　オモチャの指輪を奪われようとも、思い出だけは奪われない。

　絶対に奪わせない。

　誇りも矜持さえも、全てを奪われたような気がして、涙が止まらなくなったのだった。





　　　＊　＊　＊






　その夜。

　リリスの部屋を出たガイウスは、城の外れにある花園にいた。

（似合わない場所に来てしまったな）

　百合が咲き誇るその場所でかぐわしい香りを嗅ぎながら、ドカリと木の幹に体を預ける。

「なぜだ？　なんでこんなにも、あの姫のことが気になる？」

　王に命じられて娶るだけの女性だと思ったのに──。

　見ただけで血が滾って落ち着かなくなった。

　なぜか頭の中に百合の花と少女の姿が浮かんでは消える。

『──』

　少女が自分の名を呼ぶが、聴こえない。

　だけど──。

「リリー……」

　ガイウスの口から、ふいに出た言葉。

「なんだ？　今のは……ちっ……あの第一王女に出会ってから、調子がおかしいな……」

　懸念を振り払うかのように、ぎゅっと拳を握った。

　そこには先ほどリリスから奪うようにして手に入れたオモチャの指輪がある。

　それを見ていると、やけに右目が疼いて仕方がなかった。

「なんなんだよ、くそっ……」

　そうして再びオモチャの指輪を掌中に収める。

「リリー……」

　高潔な白百合のような聖女の顔がふっと浮かんだ。

「白百合の聖女……リリス、か……」

　苦悩に満ちたガイウスの声を、風が攫っていったのだった。





　　　＊　＊　＊






　翌朝。

　閉ざされたカーテンの隙間から差す日差しで目が覚めた。

（夢じゃないのね）

　気だるい体を起こしてベッドの端に腰かけると、昨晩のことが夢ではなかったのだと悟る。

　空虚な気持ちが自分の中を支配していく。

（仕方ないわ）

　愛する彼の死因である「消えた聖女の怒り」について全身全霊で調べることに集中しろという、神からのお告げなのかもしれない。

　そう自分に言い聞かせたが、失ったものがあまりにも重く、胸に大きな重しとなってのしかかってくる。

　どうにかして気持ちを穏やかにしたいと思って、シュヴァインとの思い出の地である百合の咲き乱れる花園へと足を運ぶ。

　芳しい香りに包まれ、一瞬だけ気分が良くなったものの、どんよりとした気分が晴れることはない。

「……っ……」

　勝手に涙が零れ落ちる。

「シュヴァイン……」

　幾筋も涙の跡が残る頬を両手で覆うと、声を上げて泣きむせぶ。

　まるで彼が死んだと分かった日のようだ。

　堰き止めようとしても、溢れ出した涙を止める術はなかった。

　目がじんじんと痛むほどに泣き続けると、次第に頭の中がぐわんぐわんと回るようだ。

「あなたに貰った大事なものだったのに……ごめんなさい、シュヴァイン、ごめん……」

　優しかったシュヴァイン。

　天に召された彼へ申し訳が立たなくて、滂沱の涙を流し続ける。

　どれぐらいの時間が経ったのだろうか。

　日差しが強さを増してきて、頬を熱しはじめた頃。

　突然、強い風が吹き、緩やかに白金色の髪を揺らす。

　さっと暗い影が差し、びくりと身体が震えた。

「誰……!?」

　影へと視線を向ければ、そこにいたのは、亡き幼馴染にそっくりな顔をした人物。

「ガイウス将軍」

　昨日玉座の間に現れた時よりも衣服が乱れており、少しだけ余裕がない表情を浮かべているのはなぜだろうか。

　何も言葉を発さないままの彼が近づいてきて、私の前に立つと、さっと私の手を奪う。

「何を……？」

　そうして、彼の指が私の掌を開くと、コロリと何かが乗せられる。

「これは……？」

　思わず瞠目した。

　掌の上に乗せられたものは、昨日壊れたはずの指輪だ。

　目を凝らしてみれば、綺麗に直っている状態だった。

「どうして？」

　腰かけた私は跪いた彼を少しだけ見下ろす格好だ。

　一度嘆息した彼が、こちらを見つめながら告げてくる。

「俺は手先が器用なんだ。これぐらいすぐに直せる。今の時間わかってるか？　もう昼だ。朝起きて適当に直したんだよ」

「え？」

　彼の顔を見やれば、黒いクマがくっきりと浮かぶ。

（まさか、この人、私の元を立ち去ってから夜の間中ずっと、細工を施していたの？）

　そうして──。

「ちっ、俺のせいで泣いてるのか」

　眉をひそめた彼が、ぼそりとつぶやいた。

「悪かった……」

　ガイウスはバツが悪そうな表情を浮かべていた。

「あ……」

　心が揺れ動く。

　意外と素直な人物なのかもしれない。

　自分よりも年上のはずの彼が、イタズラをして咎められた少年のように見えてしまった。

　彼に直してもらった指輪をぎゅっと掌で握りしめる。

　壊した相手に非があると言われればそれまでだが、御礼を言った方が良いだろう。けれども、どう伝えて良いか分からず、しばらく言いあぐねていると、彼がぽつぽつと口を開く。

「お前の婚約者を殺した男だが──」

「え？」

「俺かもしれないし、俺じゃないかもしれない」

　意外な返答があった。

「……どうして、今そんな話をするのですか？」

（突然、この人は何を言いはじめたの？　だって、宰相様ははっきりと言っていたわ）

　シュヴァインを殺したのは「騎士狩りのガイウス」だと。

　落ち着かない胸のざわつきを感じながら、相手の方へと視線をじっと向けると、彼がぽつぽつと話を続ける。

「実は……この国との戦争中の記憶が、俺にはないんだ」

「え？」

　彼の言葉を聞いて、私の視界が揺らいだ。

（ガイウス将軍に戦時中の記憶がない？）

　ざわつきはどんどん広がっていく一方だ。

　焦燥で震えはじめた手をもう片方の手で抑え、彼の話の続きを待った。

「戦時中の記憶が曖昧なんだ。いいや、そもそも、戦争が起こった頃よりも前の記憶が俺にはない」

「戦争が起こるより前の記憶がないのですか？　本当に？」

「本当だ。俺は人をからかいはするが、おかしな類の嘘はつかないようにしているからな」

　言われてみれば、ガイウス将軍の名が近隣諸国で話題になりはじめたのは、我が国との戦後だった気がする。

　ガイウスが続ける。

「もしかしたら、あんたの婚約者を俺が殺しているのかもしれないが……俺には自分によく似た相手を殺した記憶がない。相手が兜をかぶっていたから分からないと言われてしまえば、それまでだがな──」

　ガイウスの眼帯に施された細工が視界に入る。

　──婚約者だったシュヴァインによく似た姿の男。

　彼が死んだと思しき戦争よりも前の記憶がないガイウス将軍。

（まさか……そんな奇跡みたいなことが起こるはずが……）

　おかしな期待が胸をよぎる。

（だけど、髪の色は違うけれど、他人の空似にしては、どうしてこんなに似ているの？）

　ドクンドクンドクンドクン。

「言い訳だな……あんたを傷つけたいわけじゃなかった。許してほしいとは言えないが、互いの国のためにも、戦争中に俺を救ってくれた国王陛下のためにも、どうか我が国についてきてほしい。悪いような扱いはしないから」

「そうですか」

「あとは他にも理由がある」

「他にも？」

　ガイウス将軍が碧い瞳に熱を孕ませ私を見つめる。

「ずっと、俺が探していた女にあんたはとてもよく似ている。記憶がない中、ずっと探していた女に」

「ずっと……探していた……？」

「ああ。白金色の長い髪をした少女だ。なぜだか分からないが、彼女のそばに戻らないといけないって、この十年そればっかり、俺は思っていて。あんたを見たら、ないはずの右眼が疼いて……ああ、何言ってんだろうな、俺は……」

（それは……）

　逸る気持ちを落ち着けながら、高鳴る鼓動を押さえつけるかのように一度胸を押さえつけた後、リリスがゆっくりと口を開こうとしたところ──。

「ガイウス将軍……何……を……？」

　指輪を握りしめた私の両手を、彼の両手が包み込んでいたのだった。

（この仕草は、シュヴァインが私によくしてくれた）

　トクン。

　心臓が跳ね上がる。

「リリス」

　ガイウス将軍が私の名を呼んだ後、そっと彼が私の指に口づけてきた。

　彼の金の髪が風でさやさやと揺れ、碧い瞳が光に煌めく。

　トクントクントクン。

　指先から柔らかな温かさが広がっていく。

『リリー』

　幼馴染のシュヴァインが自身の名を呼ぶ声が聴こえてきた気がした。

「……っ」

　眦が熱くなっていく。

（ガイウス将軍、いいえ……シュヴァイン……貴方なの……？）

　だけど、その言葉を紡ぐことは出来なかった。

「妻になってもらう以上、お前のことは俺が最後まで護ってやる」

　シュヴァインなら言いそうな言葉だ。

　長い長い時間が止まったように感じた。

　彼の手がそっと離れる。

　少しだけ寂しさが募るのは──。

　どことなく懐かしいのは──。

（神様、こんな奇跡があるのでしょうか？）

　だけど、冷静になった方が良い。

　一度深呼吸をした後、それでも胸を期待に震わせながら、私は返した。

「……貴方は、私よりも先に死んだりはしませんか？」

「当然だろう？　俺は騎士狩りの異名を持つガイウスだ。あんたよりも先に死んだりはしない」

　そっと涙を拭うと、相手と視線を絡めた後、ふっと微笑んだ。

「わかりました」

　すると、なぜだか硬直した彼がそっぽを向いて告げてきた。

「……笑うとか反則だろ……まあ、良かった。それに、その方があんたにとっても、婚約者の仇かもしれない俺を殺す機会が増えるってもんだしな……」

（なぜかしら、顔は赤くないけれど耳が真っ赤だわ）

　改めてガイウス将軍のことを見据えて告げた。

「私はこれまでシュヴァイン死亡の原因を探るべく『消えた聖女の怒り』について調査してきました。シュヴァインにそっくりな貴方の記憶を取り戻すことは、真実にたどりつくために有用な手段だと思っています。そして、貴方の妻になるために帝国に向かうことも」

　すると、ガイウスが面食らった顔をした。

「おいおい、目的は俺との結婚そのものじゃないのかよ？　それに、そんなに素直に自分の目的を俺に話して良いのか？　一応まだ二国間は緊張状態にあるんだぜ？」

「消えた聖女シルヴィアの一件もあります。貴方がたに私を殺すメリットはないと思っていますから。それと──」

　私は力を込めて告げる。

「シュヴァイン死亡の原因に直接関係があることが分かり、我が国に害を及ぼすと分かった時には、妻である私が貴方を殺します」

　すると、ガイウスがますます困ったように笑った。

「怖いな、俺の嫁になる女は……全然俺に興味ないどころか……下手したら殺されちまうのかよ」

「貴方のいう落としがいのある女になるし、貴方の記憶を取り戻す一助になるかもしれません。だったら、互いに利益があると言えるのでは？」

　不敵に笑むと、こちらを向いた彼が困ったような笑顔で返してくる。

「こんな強気な女、初めて見たよ。まあ、今はそれでいいとするか。せいぜい、あんたに寝首をかかれないように気をつけないとな。さあ、準備が終わったら出発だ」

　彼が手を差し伸べてきたが、さっと躱した。

「よろしくお願いいたします」

「おいおい、そりゃないぜ。冷たいな、俺の姫君は」

「まだ夫婦ではないので、あまり馴れ馴れしくしないでください」

「…………待てよ、俺を置いて行かないでくれ」

　私の後ろを大の大人がまるで少年のように追いかけてくる。

　そうして──シュヴァインの死の真相に辿り着くために、シュヴァインそっくりなガイウス将軍と夫婦になることを決意した私は、敵国へと向かうことになったのだった。
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　真っ暗な室内の中、一人の男がぶつぶつと何かを呟いていた。

「どうして？　生きていたのか？　シュヴァイン？　タイミングが良すぎる。帝国は何を隠している？　……このままだと計画が全て破綻してしまう。リリス王女を敵国に渡すわけにはいかない。そうしないと──」

　──ほの暗い光を瞳に宿したまま、愛しい女性の名を呟いたのだった。








第二章　二つを隔てたもの









　早朝、王都を旅立ってしばらく経つ。

　国境沿いにある大河へと向かう途中、私とガイウスは馬で草原を駆けていた。

　栗毛の馬を繰る彼に抱きかかえられるようにして、私は座っている。

　まだ冷たい風が肌を嬲ってくる中、背後の彼に向かって告げた。

「共もつけずに二人っきりの旅になるとは思いもしませんでした」

「部下がいると機動力が落ちるんだ。あんた一人を守るには、俺だけの方が楽なんだよ」

「楽なのですか？」

　若くして名だたる名将の一人であるガイウス将軍。

　個人技に秀でていて、能力が高いからこそ出てくる発言だろう。

「まあ、そりゃあ、普通の兵士たちなら数が多い方が有利だろうが、俺みたいに単騎で強いんなら、数を増やす必要はないからな」

　彼の声音は自信に満ち満ちていた。

「ガイウス将軍は、一騎当千と言われているのでしたね？」

「ああ、あんたも俺の噂については知っているんだな」

　妙に喜々としはじめた彼に対して、私は淡々と返す。

「一応、夫になる人物の情報収集ぐらいはやっております」

「やっぱり反応が冷たいな……」

　しばらく相手のことを無視しながら馬上からの眺めを楽しむ。

「とはいえ、俺が何人もいたところで、将としては使い勝手が悪すぎるがな」

「どういうことですか？」

「俺好き勝手動くし、上の言うこと聞かないからな」

「はあ……」

　ついため息をついてしまった。

「なんだよ、あんたも決まりに従順な男がいいに決まってるとか、そんな風に思う類の女だったのか？」

「どうして、そんな話にすり替わったのですか？」

「いいや、そんな自由気ままな奴が将軍職なのが気にならないのかなって」

「はあ……」

　もう自分の中でうっすらと答えが出てしまっていた。

　将軍と言えば、軍を率いないといけないため、個人技だけでなく、集団を統率する力も必要だ。

　騎士単独としての個人技が優れていたのに、指揮官になると無能だということがザラにある。

　だが、彼を見ていて、しばらく一緒に過ごしていたら分かる。

「貴方には、圧倒的に人を引き付ける何かがある。それなのでは？」

（シュヴァインもそうだったけれど、人たらしというか……）

　いわゆるカリスマという奴だろうか──？

　そこにいるだけで、どうにかなるような存在感というか、安心感のようなものが、ガイウスには備わっていた。

「へえ、あんたも俺の魅力には気づいてくれてるみたいだな」

「自信過剰です。都合の良い解釈はやめてください」

　ぴしゃりと告げた後に背後をちらりと見ると、ガイウス将軍が口を尖らせているではないか。

（ガイウス将軍はシュヴァインに比べると少しだけ子どもっぽいところが目立つというか……小さい頃のシュヴァインの態度に似ている気がする）

　漠然とそう思うことがあった。

「姫さんに嫌われる前に、先を急ぐとするか」

　ガイウスが手綱をぐいと引き寄せると、馬の速度がぐんと加速した。

　衣服越しにもわかるほどに鍛えられた厚い胸板を背に感じながら、変わっていく風景を眺める。

（しばらくランドルフの田舎の風景も見納めね）

　遠くで農耕に励む農民たちの姿が見える。黄金の穂を収穫している彼らのような者たちは、帝国にも存在するのだろうか。

（それにしても、私が小さい頃以上に、民たちは困窮しているようね）

　身に着けている衣服はそもそもが簡素だが、遠目でもわかるほどにつぎはぎだらけで、繕いを何度も施されたものばかりのようだ。節約をしていると言えば聞こえはいいが、それだけではないだろう。

（先の戦争の後から、税金は上がる一方。王国の民たちの困窮は続く）

　敵将ガイウスと第一王女である私の婚姻が成り立ったことで、状況が改善すれば良いのだけれど──。

「なんだ？　お姫様、考え事か？」

「自国の民たちのことを考えては悪いのですか？」

「そうは言ってないさ。俺の妻になる人物は手厳しいな」

「はは」っと笑う彼への反応をためらっていると──。

「国境に向かうまではもう少しだけ距離がある。さあて、姫様、一緒に休憩と行こうじゃないか」

「分かりました」

　国境沿いの河のそばを駆けていたが、途中、二人で休むことになったのだった。
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　いったん休憩をすることになったのは、金の採掘場である鉱山がある街であり、階段状の斜面に石で囲まれた家々が並ぶ独特な場所だ。

「さあ、ついたぞ」

「ありがとうございます、ガイウス将軍」

　彼に抱っこされたような格好で馬に乗るのもそうだが、やはり気恥ずかしさがある。

「あんたは羽のように軽いな」

「……っ」

　朗らかに笑いながらそんな気障な台詞を言ってくるものだから、羞恥で頬が真っ赤になってしまった。

　してやったりといった表情を浮かべる彼に抱きかかえられたまま、馬からおろしてもらおうと思っていると──。

「渡り鳥か」

「え？」

　彼の視線の先である頭上を振り仰ぐと、白い鳥の大群が一斉に羽ばたいているところだった。一糸乱れぬ動きで鳥たちは羽ばたいていく。

　そんな彼らの様子をガイウスは黙って見ていた。

「ガイウス将軍？」

「ああ、悪い、ついつい見ちまってたな」

「鳥を？」

「そうだ」

　そうして、彼がぽつりぽつりと呟いた。

「俺はあいつら鳥のように、群れることが苦手だ。自分の記憶があやふやだから、漠然と、いつでもどこか一人のような、そんな気がしちまってな……」

「ガイウス将軍……」

　先ほど色々と失礼なことを考えてしまったことを申し訳なく思ってしまった。

　ふっと彼が寂し気に笑う。

「悪いな。珍しく感傷的な気分になっちまった」

「いいえ」

　彼に地面に下ろしてもらった後、二人して並んで歩く。

　途中、立て札を見つけて立ち止まったガイウス将軍をちらりと見た後、彼を置いて先へと進む。

「奥にはオアシスがあるみたいだ。そこで水をもらおうじゃないか」

「わかりました」

「そうだ、姫さん、採掘場で働く肉体労働者の男たちが多い場所だ。極力俺から離れないでくれよ」

「わかりました」

　相手の声を背中で聞きながら、私は前進する。

「本当にわかってるのかね……？」

　追いついてきた彼と再び並んで先へと進む。

　前方に南方に生えることの多い木々が立ち並んでおり、その中心に池が見える。

　池のほとりには屋台が数店舗並んでおり、美味しそうな匂いを漂わせていた。

「屋台、おいしそう」

「なんだ？　深窓のお姫様のわりには、わりと俗なものに興味があるみたいだな」

「俗なものって、おいしい食べ物に罪はないと思いませんか？」

「そりゃあ、違いないな。待ってろ」

　そういうと、彼が食べ物を買いに屋台に向かう。

（昔、王都で祭りがあった時、露店でシュヴァインが私にオモチャの指輪を買ってくれたのだったわ）

　リリスの脳裏に懐かしい思い出が蘇る。

　まだ十一か十二の頃だろうか？

『姫様、今はこのようなものしか買えませんが、いつか必ず、貴女に本物を渡してみせます』

『シュヴァインにそんな甲斐性があるようには思いませんけれど』

　今にして思えば、どうして自分は婚約者である幼馴染に対して、あんなに高慢でいられたのだろうか。

　幼い頃からずっと一緒で、離れることなどないと思っていて、当たり前だけれど大事なことを見失ってしまっていた。

　今にして思えば怠慢だったのだ。

（シュヴァイン……）

　ガイウス将軍の背を見守りながら、ふっと涙が零れ落ちてくる。

　胸に下げたペンダントの指輪をぎゅっと拳で握りしめた。

　恰幅の良い中年の男性と談笑を済ませた後、こちらを振り向いたガイウス将軍がぎょっとした形相を浮かべた。

「あんた、どうした!?」

　ガイウス将軍が慌ててこちらに向かって駆けてくるものだから、手を左右に振った。

「ごめんなさい、ちょっと思い出してしまっただけなんです」

「思い出した？」

　私の胸元に視線をちらりと送ったガイウス将軍が、何かを察したように嘆息をする。

「ああ、元婚約者殿のことか」

　ふいっと彼が視線を外したものだから、私は不安に駆られながら指で涙を拭った。

「それは否定できなくって……」

「そうか……まあ、勝手に涙が出てくるんだから仕方がないさ」

　そうして、彼が白い紙に包まれた何かを私に向かって差し出してきた。

「ほら、これ食えよ」

　鼻先に出された食べ物からふんわりと甘い香りが漂い、私の鼻腔をついてくる。

「これは？」

「ランドルフの辺境名物とかいう、食べ物だそうだ」

　ふわふわのパンケーキが棒に刺さったものを手渡される。

「そんなものがあるのですね」

「騙されたと思って食べてみな。上手いぜ」

「そう仰るのであれば、わかりました。では、そちらを私にくださいませ」

　オモチャの指輪から手を離し、言外に「ちょうだい」という意味で彼に向かって両手を差し出したのだが、彼は思わぬ行動をとってきたのだった。

「俺が手ずから食べさせてやるから、口開けろ」

「え……？　何を言ってらっしゃるの？」

「良いから、良いから」

　どうやら相手に引く様子はない。

　ずずいと差し出され、覚悟を決めたリリスがきゅっと唇をかみしめた後、大きく口を開いてぱくりと食べた。

　口の中全体にふんわりとした触感を感じると同時に、濃厚な甘みが舌を支配していく。

「おいしい!!」

「そうだろう？　帝都にも似たようなものがあるんだ。あんたが気に入ってくれて本当によかったよ」

　嬉しそうに笑うガイウス将軍の様子を見て、リリスの胸がきゅうっと疼いた。

（夫になるとはいえ、敵将で憎むべきはずのガイウス将軍。なのになんでこんなに優しいの？）

　記憶を失ったシュヴァインなのではないか、そんな疑惑が鎌首をもたげてくる。

「じゃあ、続きを食べておいてくれ。水を汲んできたら、また出発だ。夜になる前に河沿いにある街まで向かうぞ」

「はい、分かりました」

　そう促され、私は特産品をパクパクと全て食した。

（ガイウス将軍は口は悪いけれど、優しい人だわ）

　彼の優しさが胸全体を満たしていき、なんだか胸がいっぱいだ。

　感慨にふけっていると、なぜだかガイウス将軍が私の元に戻ってきていた。

「あ、お姫さん」

「え？」

　すると、彼が私の頬についているパンケーキの残りを指でつまむと、ひょいっと口に入れた。

「な……!!」

「お、うまいな、ごちそうさん」

　してやったりの表情を浮かべる少年のようなガイウス将軍を見て、私は顔が熱くなると同時に言い返した。

「貴方には衛生観念がないのですか!!」

「怒られる前に水を汲みにいくとするか!!」

　ガイウス将軍が、私の怒りを背に逃げ出すところを、思わず追いかけてしまった。

　子どもの頃にシュヴァインと追いかけっこをしたことを思い出してしまった。

　そうして、私たちは鉱山の街を後にすることになったのだった。

　まさか、予想外のことが起きて、二人の心と体の距離が一気に縮まるとは、思いもせずに──。
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　私とガイウス将軍は、帝国と王国にまたがって流れる河沿いの街を転々として国境の大門へと向かう予定だ。

　昼過ぎに鉱山の街を出てしばらく馬で駆けると、河の近くへと辿り着いた。

　巨大な大木の下、先に馬の背を降りたガイウスが私の体を抱き寄せると、そっと地面に降ろしてくれる。

「疲れただろう？」

「そんなことはございません」

「あんた、そんなこと言って、あんまり顔色がよくないぜ。もう少しで街に着きはするが……ちょっと近くに、甘い果実でもないか調べてくるから、待っててくれ。すぐに戻る」

　そうして、彼は一度そばを離れた。

　木の幹に寄り掛かった私は、ぼんやりと草原を見つめる。

　爽やかな風がそよぎ、草をそよそよと揺らした。

（言われてみれば想像以上に疲れたわね……）

　日々虚勢を張って生きてきたところがあるからか、本当は疲れていたのだとしても、元気なように振舞ってきていた。

　婚約者を失いながらも癒しの力を使い続けて心が消耗している自分のことを、周囲の人間は見て見ぬふりをしながら賛美の声をかけてきて、本当の私の状態に気づこうとはしてくれなかった。

　だけど、ガイウス将軍には嘘やはったりは通じないようだ。

（丸一日もかけて、こんなにも遠くに出たのは、戦後に国境沿いへと向かった時ぐらいね。そう、シュヴァインを探しに向かった時以来ね。あのときは三日以上はかかったけれど……）

　幼馴染にもらったオモチャの指輪を胸元からシャラリと取り出して、夕日にかざす。

「シュヴァイン……」

　すると、一瞬だけ光が溢れて自分の周囲を舞い踊った錯覚に陥る。

　──同時に。

　本当に突然だった。

　身体のない婚約者の鎧が頭の中にクリアに浮かんできた。

　同時に、全身から汗がどっと噴き出してきて、心臓がバクバクと鳴って、周囲の音がどんどん大きく聞こえてくる。

「……っ……」

　当時の重苦しい思いが胸を支配していき、焦燥で落ち着かなくなっていく。

「あ……」

　太陽がやけにまぶしく感じた。

　ぬかるんだ地面の記憶が浮かんでは消える。

　眼前の緑濃い光景が次第に精彩を失っていく。

「あ……ぅ……」

　胸が苦しくて、上半身がぐらついた、その時。

「どうした、お姫様!!」

　事態に気付いたガイウスがこちらに向かって駆けてくる。

　私のそばにしゃがみ込むと、上半身を支えてくれた。

　ぼんやりする視界に、幼馴染によく似た美青年の姿が映る。

　咄嗟に突いて出たのは──。

「あ……シュヴァイン……うぅ……」

「……っ……」

　一瞬だけガイウス将軍の表情が苦悩に歪んだ気がした。

　そんな彼を見ているうちに、呼吸が苦しくなってくる。

　息が出来なくなって死ぬんじゃないかと思いはじめていると──。

「悪いな」

　相手の顔が近づいてきたかと思うと、柔らかなものに唇がふさがれる。

「……っ……」

　しばらくしていると、肺に息が取り込まれ、次第に荒い呼吸が平坦なものに戻っていく。

「は……あ……」

　汗で張り付いた髪を彼の長い指が払った。

　次第に意識がはっきりとしていく中、自身を抱くガイウス将軍に向かって謝罪する。

「ごめんなさい」

「なんだ？」

「貴方はシュヴァインじゃないのに……見間違えてしまって」

「いいや、気にしないでくれ。ぱっと見では相当似てるんだなとは思ったよ。玉座の間でも、俺を見るやつらの顔が異常だったからな」

　そうして──。

「姫さんは、よっぽど大事に想ってたんだな、婚約者殿のことを……」

「あ……」

　切なげな表情を浮かべる彼の横顔を見ていると、なぜだか罪悪感が湧き上がってくる。

（私がずっと想っているのはシュヴァインだった。だけど、私がこれから一生そばにいる人はこの人よ。それは私がそう決めたんだから）

　ガイウス将軍のしぐさや表情がシュヴァインに似ているから、こんなにも混乱してしまうのだろうか。

　とはいえ、もしかしたら二人は同一人物かもしれない。

　そうであるならば、こんなにも二人を重ねて間違ってしまったことに対して罪悪感を抱かずに済むのだろうか？

　しばらく思考を放棄したまま、黙って彼の胸に抱かれていると、夕陽が気持ちよくて、そのまま眠ってしまいそうだ。

「あんたの婚約者殿を殺したのは俺じゃないって証明するためにも、俺がさっさと記憶を取り戻せればいいんだろうがな」

　私が抱いている悩みとは違うことでガイウスは悩んでいるようだった。

（思いきって、同一人物なんじゃないかって思っていることを伝えてみた方が良い？）

　そっと指を彼の硬い胸板に添えた時──。

「意外とあんたの婚約者殿と俺が同一人物だったりしてな」

　彼の言葉にはっとなった。

　こうなれば、今告げるしかないだろう。

「ガイウス将軍、実は！」

　その時──。

「ちっ……」

　彼が右目を抑えて呻き始めた。

「どうしたんですか？　目が……痛むのですか……？」

　とっさに上半身を起こし、今度は私が呻く彼の体を支え直す。

（苦しそう）

　そっと彼の背を擦る。

　一瞬だけ癒しの魔術をかけてみたが効果はなさそうだった。

（目自体に何かがあるわけではないということ？　そもそも右目はないわけだし、幻身体？）

　しばらくすると右目の疼きが落ち着いたのか、彼が冷静さを取り戻した。

「大丈夫ですか、ガイウス将軍？」

「ああ、悪いな」

「このようなことはいつもあるのですか？　初めて？」

「わりといつもだな。どうしても、過去の記憶を取り戻そうとすると、やたらと右目が疼くんだよ……もうないはずなのにな」

「そうなんですね」

（記憶……ガイウス将軍の記憶が戻りさえすれば、このやるせない気持ちともさよならできる？）

　シュヴァインを殺した帝国への憎しみも消え去ってくれるのだろうか。

「さて、姫さんの調子が悪くなったから戻ってきたが、俺の方が具合が悪くなっちまったな。今度こそ俺は果実探しに行ってくるぞ。逃げずに待っててくれよ」

「わかりました」

　そういうと、労わるようにリリスの体を幹に預けた後、ガイウスはその場を離れた。

（ガイウス将軍……シュヴァイン……）

　婚約者そっくりな彼の姿を見ていると、胸がざわついて仕方がない。

（同一人物じゃなかったんだとして、兄弟がいるという話は聞いていなかったけれど……）

　もしかしたら生き別れの兄弟という可能性もある。

（自分に似た人間が三人はこの世にいるというし……）

　やはり他人の空似で、その類の人物なのだろうか？

　宰相閣下に言われて敵将ガイウスを憎んで生きてきたが、実際の彼を見ていると、なんだかわからなくなってしまう。

（まだ出会ったばかりで、人となりがわからない。残虐非道で有名な彼だもの。もしかしたら、本性を現してくるのかもしれない）

　だけど、本人を見たり接したりしていると、どうにも、そんな極悪人物には見えない。

（一応妻になる人物相手だから優しいの？）

　思考に耽っている間に、もう陽は傾き始めていた。

　ガイウスが離れてしばらく経つ。

「やけに遅いわね」

　そんな中、茂みからざわめきが起こる。

「ガイウス将軍、遅かったですね。帰ってこられ──」

　だが、そこにいたのは──。

「いたぞ、第一王女リリス様だ」

　銀の甲冑に身を包む武装兵だった。

（我が国の武装兵がなぜこんな場所に……？）

　ランドルフ王国旧式の甲冑に身を包む彼らのいで立ちを見て、リリスは違和感を覚える。

　だが、彼らの持つ剣は我が国の軍でしか取り扱われていない類のものだ。

　刀狩が出没しているという話は聞かない。

　すっと相手から剣を向けられると、ゾクリと背筋に冷たいものが流れる。

（どうして我が国の騎士所有の剣を持った者が、私に剣を向けるの？）

「命さえあれば、傷をつけても大丈夫だと──様は言っていた」

　彼らに命じたと思しき者の名は、甲冑の音にかき消されて聞こえなかった。

「お待ちなさい、貴方たちはいったい!?」

　けれども、その問いに答える前に彼らは剣を抜き、こちらへと向かって駆けてくるではないか!!

　銀刃を振り下ろされ、私はその場に思わずしゃがみ込む。

「きゃあっ……!!」

　シュヴァインと一緒に山野を駆けたりはしたものの、剣術を鍛えたりはしたことがない。

　二撃目は避けられない!!

（シュヴァインの死の真相も分からず、ガイウス将軍との関係も曖昧なまま、こんなところで死んでしまうなんて!!）

　こうなったら自身の体に魔術を発動させて、ここで息絶えるしかないのではないか？

　その覚悟を決め、瞼をぎゅっと閉じた瞬間──。

　キィン。

　剣と剣とがぶつかり合う音が響く。

　ゆっくりと瞼を持ち上げると、目の前には大きくて広い背。

「あ……」

「俺のものに手を出すなよ、お前たち」

　振り下ろされた剣を受け止めていたのは、ガイウス将軍だった。

　ギリギリと切り結んだ後、剣を弾き返す。

　相手の兵がよろめいたところに、腹めがけて、ガイウス将軍が踵で蹴りを入れる。

「ぐうっ」

　続いて、横から来た相手を振り向きざま一閃して倒す。

「そんなに遅いんじゃあ、俺に一撃当てるなんざ、無理だぜ」

（すごい）

　馬上で一人の方が身軽だと言っていたのは確かだったようだ。

　そうして──。

「ほら、姫さん、こっちに来な!!」

「きゃっ！」

　私の体を外套ごと抱き寄せると、そのまま軽々と脇に荷物よろしく抱きかかえられた。

（こんな状況なのに、私を抱えた状態で、反対の腕で剣を扱って戦うなんて手練れね……!!）

　そうして、ガイウス将軍は向かってくる敵を簡単にいなしていく。

　目の前に立つ武装兵たちをすべて薙ぎ払っていった。

「しばらくは起きてこないだろうな」

　その場に静寂が訪れると同時にガイウス将軍がふうっと嘆息した後、横たわる武装兵の一人に向かって問いかける。

「やれやれ、なんで自国のお姫様を襲おうと思ったのか、吐いてもらおうか？」

　ちょうど、その時──。

「許さない!!　ガイウス将軍、覚悟……!!」

　兵の一人が立ち上がり、こちらに向かってよろよろと駆けてきた。

「雑魚が。誰でも良いから、さっさと俺が聞いていることに答えろよ。俺が聞いているのは、なんで自国の兵が自国の王女を……」

　そうして、ガイウスが剣を振り上げた、その時──。

「っ……」

　将軍が眼帯のある右目を押さえ、呻きはじめた。

「将軍……!?」

　先ほどと同じ症状が出現したようだ。

　このままだと攻撃される!!

　だが、直ちに反応したガイウス将軍は、相手の攻撃を一笑に付した。

（良かった。今度の発作はそんなに強くないみたいね）

　けれども、ほっとしたのも束の間、わらわらと他の武装兵たちが茂みの方から現れると、こちらに向かって追撃してくる。

「ちっ……この状況じゃあ、少しだけ厳しいか」

　先ほどよりも軽いようだが長い発作が起こっているようだ。

　どうしようかと考えあぐねていると──。

「姫さん……!!」

「はい!!」

　ガイウスの逞しい二の腕にぎゅっと抱き寄せられる。

　気づけば、川沿いの土手に追い詰められていた。

「俺を信じてほしい」

「え？」

「少しだけ寒いと思うが辛抱してくれよ」

　そうして、彼が耳元で囁いてくる。

「俺はあんたを絶対に離さない。もう二度とな。絶対に死ぬまであんたを護ってみせる」

（あ……）

　想いに胸を震わせる暇もなく──。

「行くぞ!!」

「きゃあっ……!!」

　冷たい川の中に二人して飛び込む。

　水面に体が勢いよくぶつかると同時に意識を手放したのだった。
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「う……」

　次に目覚めた時、真っ先に見えたのは、灰色の雲だった。

　どうして自分が野外にいるのか、まとまらない思考のまま考える。

　置かれている状況に思いを巡らせていると、次第に頭の中が鮮明になってきた。

（外……？　寒いのに、なんでだか温かいし、お腹の上が重い）

　なんとか動く右手が、ちょうど腹の上に乗る何かに触れる。

　ピチャリ。

　正体は、誰かの濡れそぼった髪。

「ここは……あ……!!」

　そうして、視線を動かした先、私の腹部の上には、ガイウス将軍の頭が乗っかっていた。

「ガイウス将軍……!!」

　懸命に声をかけたものの、彼からの反応はない。

　意識がない人間の体はこんなにも重いものなのか。

　どうにかして、自身の下半身を覆うガイウスの上半身から抜け出すと、重たい外套をまとったまま、彼のそばに跪く。

　眠る将軍の顔は青白く、唇は紫色だ。

　このまま外に放置すれば死ぬだろう。

（シュヴァインの仇で、復讐だって考えていた時期もある。だけど……）

　これまで数日一緒に過ごしてきて、ガイウス将軍がシュヴァインの仇であるどころかシュヴァイン本人かもしれず、そうでなかったとしても、ガイウス将軍が私に対して誠実な人物であることは分かってしまっていた。

　それに、今ここに二人で流れついているということは──。

（彼は約束通り自分のことを護ってくれたということ!!）

「こんなところで死なせない!!」

　無意識の内に体が勝手に動いていた。

　上向けにさせた彼の首筋に手を当てたが脈はなく、唇からは空気も漏れてこない。

　リリスは咄嗟に態勢を整えると、熱い胸板の中央に手を重ねて、何度も何度も深く沈みこませる。

「起きて、起きなさい……!!」

　いったいいつからこんな状態なのだろう。

　考えるが、まだ触れる彼の体は温かく、そんなに時間は経っていないはずだ。

　この数分が勝負の鍵となるだろう。

「起きて……!!　こんなところで簡単には死なせてあげないんだから!!」

　治癒の魔術を込めた拳で心臓を復活させるための処置を施した後、相手にそっと口づけ、ふーっと息を吹き込んだ。こちらにも治癒の力を込める。

（お願いだから、目を覚まして……）

　もう、寿命以外で、助けられたかもしれない誰かが死ぬのは嫌なのだ。

　何度か息を吹き込むと、相手がゲホゲホとせき込んで、うっすらと目を開けた。

「良かった……今度は何もできないままじゃない。ちゃんとこの人を助けられた」

　ほっとしたのか全身から力が抜けていき、その場にへたりこむような格好になってしまった。

　その時、ガイウス将軍の閉ざされていた瞼がゆっくりと持ち上がり、金色の睫毛がふるりと揺れた。

　そうして、少しだけ色みの差した唇がゆっくりと動く。

「ああ、リリー、ずっとそこにいたんだな」

　ドクン。

　心臓が大きく跳ね上がった。

（え……？　今、ガイウス将軍はなんと呼んだ？　リリーと呼ばなかった？）

　シュヴァインが呼んでいた私の愛称。

　ドクンドクンドクン。

　心臓が忙しなく動いて落ち着かなくなっていく。

　瞬きを繰り返す将軍の瞳に強い光が戻っていく。

「なんだ、姫さんが俺を助けてくれたのか？　復讐の良い機会だっただろうに……ああ、どうした？」

　ガイウスがいつもの調子で軽口をたたきはじめた。

　彼は私を見上げると怪訝な顔を浮かべながら、上半身を起こした。

「どうして、泣いているんだ？」

「え」

　言われてはじめて、私は自分が泣いていることに気付いた。

「これは、その……安心したのと……貴方が私の名前を……」

「あんたの名前？」

　だけど、それ以上はどう言葉にして良いのか分からず、ふいっと顔を背けたところに、彼の指が触れてきて涙を拭ってくる。

「俺はあんたに向かって何か言ったんだろうか？」

「いいえ、大丈夫ですから」

「そうか？　そんな言い方をされると、俺としちゃあ、逆に気になるんだがな」

　その時──。

　ちょうど雪交じりの雨が本格的に降りはじめた。

「このままだと風邪をひく。そこに山小屋があるな」

　彼の視線の先へと振り返ると、確かにそこには山小屋が立っていた。

　少しだけ年季の入った建物だが、雨風を凌ぐ分には問題がなさそうだ。

「せっかくだ、隠れさせてもらおう」

　先ほどまで死にかけていたというのに、彼はその場にすっくと立ち上がる。

（なんて生命力なのかしら）

　呆気に取られたまま、長身の彼のことを見上げていると──。

「どうした、お姫様。腰でも抜けたか？」

「違います」

　だが、本当は彼の言うとおりだった。

「ちっ、仕方ないな。いつまで経っても素直になれないお姫様だ。ほら、よっと」

「きゃっ……」

　濡れたドレスの重みを物ともせず、ガイウス将軍が私を横抱きにして歩きはじめる。

「っくしゅんっ……!!」

　くしゃみをした私を見て、彼が微笑みかけてきた。

「あんたも身体をあっためた方が良さそうだな」

　そうして、近くの山小屋で、二人して体を温めることになったのだった。
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　冬だったこともあってか、山小屋には誰もいなかった。

　しけった木材が多かったが、乾いた小枝を見つけて、暖炉に火をつける。

　寒々とした室内が、徐々に暖かくなっていった。

　彼に渡された非常用の肉を食した後、私たちは口論になっていた。

「やめてください、離してくださいったら!!」

「良いから脱げって、おかしなことはしない」

「まだ夫になりきれていない相手の前で、肌を晒すなんて出来ません!!」

　なんとガイウス将軍が私の濡れた衣服を無理やり脱がそうとしてくるのだ。

「冷たい衣服着たままで過ごしたら体温奪われるし、ただでさえ寒いんだから死ぬぞ」

「それは分かっていますが……」

「それともなんだ？　裸になったら俺が何かするって思ってるのか？　自意識過剰なお姫様だな」

　相手の言い回しにカチンと来て、思わず言い返してしまう。

「……脱ぎます」

「へえ、それは良かった」

　ガイウス将軍がニヤニヤと嫌な笑いを浮かべはじめる。

　こうなることを予見していたかのような相手の言い草に腹が立ったが、後の祭りである。

　ドレスを脱ぐと暖炉の近くに干して、近くにあった白いシーツを手にとった。

　裸に白いシーツという無防備な格好は羞恥が強く、そっと顔を覆い隠す。

「さて、どうして、あんたんとこの騎士達は、あんたのことを襲ってきたんだろうな？」

「確かに、どうして自国の姫である私を襲ってきたのでしょうか」

「姫さんにも心当たりはないのか」

　私は首を横にフルフルと振った。

「はい、心当たりはありません」

　けれども、兵士たちの発言を思い出すに、彼らは私のことをランドルフ王国の第一王女だと認識していたようだった。

「そうか。俺も帰り道、具体的にどこを通るのか、自国のやつらにも告げてなかったからな。もしかしたらだが、俺たちのことを城からつけてきていたのかもしれないな」

「城から、ですか？」

「ああ、そうだ。そうじゃないと説明しづらいことが多い」

　だとしたら──。

「いったいぜんたい誰が私を狙っているというの？　父と宰相閣下は、ガイウス将軍と私が一緒に過ごすことを心配はしていましたが、彼らに反発する何者かということでしょうか？」

　それ以上は、考えると分からなくなってくる。

　ガイウス将軍が口を開いた。

「まあ、今考えたって仕方がないことだ。同胞を殺して回った俺のことを嫌う輩も多い。その類の奴らがいるのかもしれないな。姫様まで一緒に殺す理由はさっぱり分からないが」

「そう、ですね」

　彼の言う通りだ。

　敵将ガイウスを狙う人物だと考えた方が都合が良い。

　その人質として私が狙われたのだとしたら説明もつくような気がする。

「さあ、姫さん、疲れただろう？　さっさと寝ようぜ」

「はい、分かりました」

「火が切れないように、適宜俺が途中で薪を足しておくから」

　そう促され、木で出来た寝台の上へと移動する。

　山小屋の隙間から吹いてくる風が冷たくて、仕方がなかった。

　すると──。

「風が寒いな」

「ええ、そうですね」

「悪いが、近くで眠らせてもらっても良いだろうか？」

「え？」

　いつの間にかガイウス将軍が私の近くまで来ていた。

　手を伸ばせば触れるほどの距離だ。

「先ほど、何もしないと仰ったではないですか!?」

　思わず顔を真っ赤にして返すと、彼がクスリと微笑んだ。

「反応が過剰だって。最後まで手出しするのは、嫁にした後だって約束しただろう？　とはいえ、このまま二人して風邪ひいて寝込んで数日を無駄にはしたくないってもんだ。近くで一緒に過ごして暖を取るだけだよ」

「……本当に？」

「ああ、本当だ。そもそも、婚約者同士があれやこれやで結ばれたんだとして、お天道様も怒りはしないさ」

「神が怒らずとも、私が怒ります」

「おおっと、これは簡単に手出しは出来そうにないな。怖い聖女様だ」

　揶揄ってくる彼に対してムッとしないでもないが、今は非常事態だ。

　少しだけ相手の呼吸が荒いのは、彼女に対して性欲が亢進しているというわけではなく──。

「ガイウス将軍、熱が出て具合が悪いのですか？」

「ああ……バレちまってるか。そうだな、少しだけ具合が悪い。風邪でもひいてあんたに移すわけにもいかないから、離れた場所で寝るとするよ。ほら、もう一枚布を渡すから」

　パサリ。

　私の体の上に、彼がもう一枚の布を落としてきた。

「将軍は、どうなさるのですか？」

「俺はその辺りの枯れ木にでも身を包んで眠るつもりだよ」

　そうして、彼が離れようとしているところ──。

「待ってください!!」

　思いがけず引き留めてしまう。

　彼がその場で立ち止まると、こちらを振り向いた。

「なんだ？」

　深呼吸をした後、思い切って伝える。

「一緒に眠りましょう」

「は？」

（言い方が直球勝負過ぎたかもしれない）

　自身の言動を恥じつつも続ける。

「やましい何かがあるわけではありません。ただ、お互いの利益が一致したと思っただけでして……」

「寝込みを襲うかもしれないぜ？」

「そんなことをしたら風邪が悪化しますので、全力で阻止します」

　すると、ははっと笑ったガイウスが私のそばへと潜りこんできた。

「意外と俺もあんたに信頼されてきてるみたいだな。じゃあ、お言葉に甘えて一緒に寝ようか」

　ガイウス将軍の熱い吐息を背に感じて、私の心臓がはちきれんばかりに高鳴った。

　お互い裸同士なせいで、どうしても相手を意識せずにはいられないのだ。

　しばらく二人して無言で過ごす。

　だが、なかなか眠れない。

　呼吸の具合だと、相手もまだ眠りに就いてはいないようだ。

（良い機会かもしれない）

　背後に向かって、ずっと気になっていることを思い切って問いかけることにした。

「ガイウス将軍」

「……なんだ、姫さん？」

　きゅっと唇をかみしめながら続ける。

「先ほど、私の愛称を呼んだことを覚えていますか？」

「先ほどっていうと？」

「目覚めた時です」

　一瞬相手からの反応がなかったが、しばらくすると返答があった。

「ああ、さっきの話の続きか。いいや、残念ながら覚えちゃいないな」

「そう、ですか」

　ガイウスとシュヴァインが同一人物かもしれない手がかりだと思ったが、少しだけ残念な気持ちになって、胸の前できゅっと手を組んだ。

　その時──。

「姫さん」

「え？」

　彼の逞しい二の腕が私の体に回されたかと思うと、ガイウスにぎゅっと抱きしめられた。

「ガイウス将軍、何を……!?　あっ……」

　そのまま彼の手が私の片乳を掴むと、ゆっくりと捏ねはじめる。

「んっ、ちょっとっ……嘘つきっ……ひゃっ……あっ……」

　胸の項に彼が顔を埋めてくると、熱を孕んだ声音でこう告げた。

「あんたの信頼を勝ち取りたいから、ちゃんと約束は守るつもりだ。だから、最後まではしない。とはいえ、今夜は寒いから、あんたの身体が火照るように俺が手伝ってやるよ」

「ちょっと、何もしないと言ったではないですか？」

「最後まではしない。そうだ、それと、さっきの話に戻るが、あんたの愛称だ」

「愛称？　こんな時に何を……？」

　しばらく逡巡した彼が、その後、ふっと口をほころばせた様子で告げてくる。

「リリー」

　懐かしい呼び名を囁かれ、彼女はピクリと反応した。

『リリー』

　シュヴァインの声が脳裏に響いた。

　反射的に涙がポロリと頬を流れる。

「……っ……」

　生真面目で誠実だった彼が、今自分のことを抱きしめてくれているような、そんな錯覚に陥る。

「姫さん……？」

　私の様子に気付いたのか、ガイウス将軍は無言になったが、しばらくすると口を開いた。

「ああ、やっぱり。もしかして、死んだ婚約者殿が呼んでいた愛称だったのか？」

　私の体がビクンと大きく跳ね上がった。そうして、彼が皮肉気に笑ったのを感じてしまい、罪悪感で胸がいっぱいになっていく。

「それは……」

「それなら──」

「あっ……あんっ……」

　背後から伸びてきた彼の大きな手に乳房を揉みしだかれると、彼の言う通り、どんどん体が火照っていく。疼きはじめた下肢に、彼の長い脚が絡んで動きを封じられた。

　彼の手の内で弾力のある乳房が弾むたびに、全身がびくびくと動く。

「あっ……結婚するまではって……は……せっかくここまで勝ち得た信頼を……ああっ……」

「最後まではしないって……言っただろう？　約束はちゃんと守ってる。なあ、リリー？」

　もう一度かつての愛称で呼ばれ、全身に衝撃が走った。

　うまく抵抗できないでいると、黙ったままのガイウス将軍の手はどんどんいやらしく蠢き続ける。

「ふあんっ、ああっ、あっ……」

　次第に喋れなくなっていく中、剣蛸のできた指で乳頭を丹念に弄られると、勝手に腰が動いてしまった。その時、彼の熱塊を臀部に感じてしまい、ビクンと大きく身体が跳ね上がる。

「ひゃんっ……は……あ……あっ……」

「でも、ほら、リリーだって気持ちが良さそうじゃないか」

　熱を孕んだ吐息が首筋にかかり、ガイウスの熱棒を双丘の間に何度か擦りつけられると、背が仰け反った。

　両脚の間からとろりと蜜が溢れ出して太腿を汚していく。腰を揺り動かされ、相手の肉槍を花唇の粘膜が敏感に感じ取り、どんどん頭の中が白くなっていく。

　彼の長い指が乳首を弄り倒した後、きゅっと一際強く摘ままれる。

「ほら、そろそろイケよ」

「ああっ……──!!」

　ガイウス将軍の腕の中に閉じ込められたまま、全身が一際大きく戦慄いた。

　だが、相手の猛攻は止まらない。溢れた蜜の上を相手の肉棒が器用にぬるぬると蠢く。

「なあ、ほら、俺なら、こんな風にあんたの身体を気持ち良くさせられるだろ？」

「え？」

　彼の指が花弁の間に伸びてきて、的確に芽を弄りはじめると、ゾクゾクと背筋に何度も快感が駆け抜けていく。

「あっ、ああっ……」

　背後から耳朶を甘噛みされた後、彼がポツリと呟いた。

「俺みたいに……自分が何者かもわかってないような男じゃ、死んだ婚約者とやらに敵うわけもない」

「え？」

　打ち寄せる快楽の波に呑まれて沈み込んでしまいそうだったが、一気に頭の芯がクリアになった。

　ガイウス将軍が続ける。

「だったら、どうにかしてあんたの気をひいた方がマシだって思ってな。体を重ねてるうちに、俺に興味持ってもらった方が良いと考えたんだ。俺としては誰かの代わりは嫌だ。だが、過去の記憶がない俺なんて、大した価値なんてない。自分自身が何者かさえわかってない、そんな男でしかないんだからな」

　大した価値なんてない。

　彼の言葉を拾った私の瞳が揺れ動く。

（とてつもなく自信に満ちているようで、この人は本当は……）

　どんどん頭が冴えていく。

　ガイウス将軍は戦争以前の記憶がないと言っていた。

　記憶を失って以降、どんな十年間を歩んできたのかは分からないが、ガイウス将軍がガイウス将軍として生きてきたのは十年。

　ある意味で──。

（十歳の少年みたいなもの）

　振り返れば子どものような言動が多かったようにも思う。

「それなら、前の婚約者のフリして、あんたの気が引けるなら、俺としては悪くはないと思っていて……」

　彼の指が狭穴に沈み込んでこようとした、その時──。

「もうやめてください」

　ひときわ低い声を出すと、相手の手の動きが止まった。

「なんだ？　機嫌が悪くなっちまったな。悪かったよ。あんたの大事な思い出を踏みにじるような真似ばっかりして……」

　言い淀む背後の彼に向かって、私は告げる。

「貴方はいつもこうやって、色んなことをはぐらかしてきたのですか？」

「──っ……!!」

　彼の指が静かに離れた。

「自分が何者か分からないから、誰かに愛されることはない。そう思って、わざと軽薄な男としてふるまうことで、自身の心を護ってきたのでは？」

　言い返せなくなった相手に向かって、私は断じた。

「誰かの代わりなんて、この世に存在しない」

　その言葉を聞いたガイウスが一瞬だけ怯んだ。

「姫さん」

「私が好きだった幼馴染のシュヴァインは、彼一人です。指輪をくれたのも、私を護ってくれたのも、ずっとずっと……」

　すると──。

「はいはい、そうかよ。あ～あ、俺がつけいる隙なんて、全くなさそうだな」

　軽口を叩きながら彼の両腕が解けると、私に背を向けるような格好で寝転がった。

　そんな彼に向かって続ける。

「そして、ガイウス将軍」

「なんだよ？　俺は生まれてこの方、女に振られたことはなかったが、今傷心なんだ。これ以上、俺の心を抉るような真似はよしてくれよ」

　不貞腐れた彼の背の方へと、私はごろりと向き直る。

　そっと彼の広くて硬い背中に指を添わせた後、ゆっくりと口を開いた。

「オモチャの指輪を直してくださったのは……ガイウス将軍、あなただけです」

「……っ」

「まあ、壊したのも貴方ですが。シュヴァインは婚約者でしたが、実際に私の夫となる人物はガイウス将軍。貴方なのです。私の夫になり得る人物は貴方だけで──きゃっ……!!」

　彼が勢いよくこちらを振り向いたかと思うと、私の身体を抱きしめてきた。

　とても、強い、強い力で。

　彼の黄金の髪が頬をさらりと撫でてくる。

　互いの胸元が触れ合い、心臓の音が響き合う。

　私の首元に再び彼が顔を埋めてきた後、呻くように告げてきた。

「なんでだか分からないけれど、出会った時から、俺はあんたの気を惹きたくてしょうがないんだ」

「え？」

「ずっと頭の中に、誰か知らない、あんたによく似た少女が浮かんでは消えてくる。俺のことを違う名前で呼んでくる」

「それは……」

　先日から考えているように、自分たちが共に過ごした頃の記憶ではないか？

　淡い期待が熱を帯びて胸を支配していく。

「なあ、姫さん。しばらくこうさせてほしい」

　切望する彼の声音が聴こえ、それ以上抵抗できなくなった。

　うなじのあたりに彼の吐息を感じて落ち着かない。

　彼の両腕が腰のくびれの辺りにあって、互いの肌同士が密着し合った。

　相手の心臓の音が背中ごしに響いてくる。

　彼が狂おし気に囁いてきた。

「俺が約束を違えることはない。あんたのそばを俺が離れることは絶対にない。あんたよりも先に死ぬことはない。ずっと護り続ける。約束だ」

「ガイウス将軍」

　彼の逞しくて広い背にそっと両腕を回す。

　その夜は一晩中、なぜだか苦し気な彼のことを、振り解くことができなかったのだった。
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　翌朝。

　少しだけ体が寒くて目を覚ます。

　はっとしたリリスは、がばりと体を起こした。

「ガイウス将軍……!?」

　まさかいなくなったのではないか？

　心配して山小屋の中、きょろきょろと視線をさ迷わせる。

　すると──。

「寝言で俺のことを呼ぶだけじゃなく、起きてまで呼んでくれたうえに、綺麗な体をこちらに見せてくれるなんて、これまた熱烈だな」

「え？」

　木で出来た寝台のすぐ真下で、彼は落ちていた薪を拾い集めていたのだった。

　私は、はっとして自身の姿を眺めた。

（まだ裸だった……!!）

　顔を真っ赤にしながら慌ててシーツで体を隠す。

「お姫様の綺麗な裸体を拝めて幸せだったよ」

　からかってくる彼に向かって反論する前に──。

「ガイウス将軍、いつもの調子に戻られたみたいですね？」

「いつもの調子？　俺はずっとこんな調子だろう？」

　軽口をたたく彼を見て安堵してしまう。

（あれだけシュヴァインのこと以外考えられなかったのに……もうすっかりほだされてしまっている、私はなんて流されやすい女なの）

　思わず俯いて、白いシーツをぎゅっと掴んでしまった。

　そんな私に向かって、彼が乾いたドレスをそっと差し出してくる。

「ほら、もう乾いてるぜ？」

「ありがとうございます」

　そうして、衣服に袖を通そうとしたのだが──。

「あの、じろじろこっちを見るのは止めてもらえませんか？　着替えられないのですが」

「昨日裸で一緒に眠った仲じゃないか。それに、これから先も、お互い裸を見せ合う機会はたくさんあるぜ」

「まだ嫌なんです!!」

「はいはい、分かったよ」

　彼が明後日の方向を向いた隙に急いで衣服を整えた。

　そうして、彼が非常食として携帯していた干し肉を二人で分け合って食べると、山小屋の火を消して出発することにする。

　ふと、ガイウス将軍が私に向かって声をかけてきた。

「なあ、お姫様」

「はい、なんでしょうか？」

　前を歩いていた彼だったが、立ち止まると、改まった様子でこちらを見つめてきた。

「あんたのこと、愛称で呼んでいいか？」

「え？」

　ドクンと大きく鼓動が跳ねる。

「それ……は……」

　昨晩、ガイウスから「リリー」と呼ばれてシュヴァインと混同してしまったことを思い出す。

　戸惑っていると、彼の長い指が彼女の顎を掴んで上向かせた。

　そうして──。

「リリ姫」

（ん？）

　彼がにやりとほくそ笑んだ。

　予想外の回答に思わず大きな声をあげてしまう。

「そんな間の抜けた愛称は嫌です!!」

　抗議の声と共に、相手にがしっと飛びついてしまった。

「なんだよ!!　可愛いじゃないか」

「ちょっと年上だからって、子ども扱いしないでください!!」

　相手をぽかぽかと叩いた。

「おいおい、俺の花嫁はえらく乱暴者だな。そこまでムキになるとは思わなかった」

「本当に噂通り女性慣れしてらっしゃるんですか？」

「まあまあ、あんたも元気になっただろう？」

　言われてみれば確かに元気になった気もする。

「それにだ、俺としてもプライドがあるんだよ。前の男と同じ呼び方はしたくないんだって」

　ふっと彼が寂しそうに告げてきた。

「それは……そうかもしれませんが……」

　思わず俯くと、彼が続ける。

「そうだな。前の男とは違って、俺はあんたの旦那になるんだ。だから……」

　そうして、彼がゆっくりと口を開いた。

「リリス」

　名前を呼び捨てで呼ぶ人なんて、今まで父王以外にはいなかった。

　トクントクン。

　鼓動が高鳴っていく。少しだけ気恥ずかしくて、ふいっと顔を背ける。

「その、それは愛称というか、単なる呼び捨てではないですか？」

「あんたの言うとおりだが、それぐらいしか思つかなかったんだよ。さあ、リリス、行こうか」

　ガイウスが、さっと掌を差し出してくる。

「ああ、この間は繋いでくれただろう？　今日は嫌なのか？」

　手を重ねるかどうかしばらく迷った後、リリスは、おずおずと手を差し出した。

　二人の掌が重なる。

「いいえ……行きましょう」

　そうして、相手の瞳をまっすぐに見つめて返す。

「ガイウス」

　すると──。

「そうくるとはな……俺としたことが一本とられたぜ」

　リリスがそっと顔を上げると──。

（え？）

　ガイウスが耳だけでなく顔まで真っ赤にしているではないか。

「ああ、悪い……破壊力強いな」

「え？」

「……特定の女性に名前で呼ばれることだよ」

「そんなの、貴方なら、たくさんいたでしょう？」

「俺と対等に、呼び捨てにしてくるような女はこれまでにいなかったからな」

　対等に接する女性がいなかった。

　自分でも彼の初めてになることがあるのか──。

　なんだか胸がむずがゆくなっていく。今はまだ正式な婚姻は結んでいないが、今後夫婦になるのだ。

「ガイウス将軍の対等な女性」

「ああ、そうだ。色んな女を見てきたはずなのに……って、あれか……まあ、俺の方がただの将軍だから、立場は下で対等でもなんでもないか」

　色んな女。

　私は一気に現実に戻されてしまった。

　まだガイウスがシュヴァインなのではないかという説は捨てきれないが、こういう不誠実なところを見ると、やはり別人なのだと思い知らされるようだ。

「はあ……さあ、行きましょうか」

「ああ、リリス」

　そうして──。

「今まで誰と一緒にいても、どこか空虚だったんだ。だけど、あんたと出会ってからは、あんた以外の女は俺には必要ないって、心の奥で何かが叫んでる」

「え？」

「いや、なんだ、頭のおかしな発言だったな。悪い、今のは忘れてくれ」

　そうして、彼が私の前を歩きはじめた。

（ちゃんと聞こえてた。私以外の女性は必要ない。それは……）

　まだ仮初の夫婦だが、もしかしたら、本当の夫婦に将来的にはなれるかもしれない。

　そんな淡い期待が胸を灯す。

　それに──。

（この人がガイウス将軍として生きてきたのは、たった十年。身体だけ大きくて、心はまだ少年だと思った方が良さそうね。結婚するまでに再教育が必要なのかもしれない）

　そんなことを心の中で思った。

「どうした、リリス？」

「いいえ、特には何も」

　ふっと彼が柔和な笑みを浮かべる。

「ああ、やっぱり綺麗だな、俺の奥さんになる女は」

「まだ婚儀は済ませておりませんので、その前に消えた聖女の怒りの真実が分かったら、夫婦にはならないかもしれませんよ」

「そんな風に俺を脅さないでやってくれよ」

　困ったように笑っていたガイウス将軍だったが──。

「リリス」

（あ……）

　彼が私の手をぎゅっと握りしめてくるものだから、トクンと鼓動が高鳴った。

「さあ、行こうか、リリス」

「はい、帝国領へと向かいましょう、ガイウス」

　名を呼ぶと照れくさそうに彼が笑い返してくる。

　その後、いつの間にかガイウスのそばに戻ってきていた馬の背に乗って、我々は目的地へと駆けた。

　道中、王国からの刺客が来ることはなく、無事に帝国領へと辿り着いた。

　そうして、シュヴァインとガイウスの秘密の一端に触れることになるのだった。








第三章　シュヴァインとガイウス









　帝国の辺境都市グルーシア。

　かつては帝都だったこともあるこの地で、ガイウス率いる帝国軍は普段から防衛にあたっているという。

　岩に囲まれた城砦は、遥か天まで届きそうなほど高くて堅牢だった。

　駿馬で駆け続けたガイウスとリリスの二人は、数日駆けてこの辺境都市に辿り着いたのだった。

「すごく高い……」

　上方に目を向けると、眩しい光と青空が目に染みる。

「疲れていないか？　リリス」

「ええ……ありがとうございます、ガイウス」

　是と答えはしたものの、疲れ知らずの彼とは違い、私は少しだけ疲れていた。

「おいおい、俺の婚約者は相変わらず素直じゃないようだ。早く城に向かおうか？　といっても、まだ到着まで、あと半刻ほどかかるがな」

「そうなのですね」

　近くに見えるが遠いらしい。それだけ城塞都市が大きいということだろう。

　それにしても、日差しがやけに眩しく感じるのはなぜだろうか。

（何かしら、ふらふらしてきたわ……）

　頭の中がぐるぐると渦巻きはじめ、声を出そうとしたが出なかった。

「さあて、凱旋気分だな。白百合の聖女リリス様といえば、この国でも噂になってて大人気だ。さあて、行こうか。って、おい、リリス、どうした!?」

　ガイウスの声が妙に遠くで聞こえる。

「おい、リリス!!　リリス!!　……ちっ、こんな時に右目が疼きやがって……!!」

　必死に名を呼ぶ婚約者の声を遠くに聞きながら、リリスは意識を手放したのだった。
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　暗闇の中、懐かしい元婚約者シュヴァインの声が聴こえる。

　声の方を見れば、光の玉が浮遊していた。

『リリー、そんなところで何をなさっているのですか？』

『え？　何って、それは、もちろん、祈りを捧げているのよ』

『祈りの時間は終わったじゃないですか？』

『祈りを捧げるのに、時や場所など関係ないわ。私が祈りたいから祈るのだから』

　すると、相手が感嘆の声を上げた。

『リリーは自由で気高い人だ』

『え？』

『百合のように気高い貴女のことを誇りに思っています。リリー』

『シュヴァイン？』

　光がふっと消えて、リリスの身体の中に消える。

　そうして、彼の声は聞こえなくなったのだった。
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　とても懐かしい夢を見た気がする。

（ここはどこ……？）

　薄ぼんやりした空間の中で、男女の話し声が聴こえてくる。

　しゃがれた女性の声と耳に心地の良いバリトン。

（見知らぬ女性とガイウス将軍……？）

「おい、ばあや、理由は分からないのか？」

「土地や空気が合わないだけなのかもしれません。それよりもガイウス将軍、気になることがございます」

「なんだ？」

　ガイウスの声が鋭さを増す。

「彼女の体の内に得体の知れない何かを感じます」

「リリスの体の中に、得体の知れない何かが？」

「そうです。聖か邪かは分からない。ただ、とてつもない力を持った何かを感じます。そう、あの日、戦場で起きた謎の閃光、あれを彷彿とさせる何か」

「それは、リリスが追い求めてる『消えた聖女の怒り』と関連があるのか？」

「ばあやからは何とも」

「ばあや、お前もリリスと同じ治癒術が仕える類の人間だろう？　だったら」

　その時、私は瞼を持ち上げた。

「……ここは？」

　私の声を聞きつけたガイウスが、ぱっとこちらに近づいてきた。

「リリス!!　よかった、目が覚めたんだな!!」

　どうやらベッドで眠っていたようだ。

　白く清潔なシーツの上に体を横たえている私の顔を覗き込むように、ガイウスはしゃがみ込んだ。

　私の手を彼の両手が包み込んだかと思うと、額にそっと宛がわれる。

（ガイウスよね？　シュヴァインに似たしぐさだったから混乱してしまいそう）

　我々をちらりと見た老女が、すっと姿を消した。

「心配かけるなよな」

　心底安心したといった様子で彼が告げる。

（こんなに心配されるなんて思いもしなかった）

　素直な反応を返した。

「ごめんなさい」

「謝る必要はないさ。そうだ、喉は渇いていないか？」

「喉は渇いてないようです」

「そうか。もう城塞にある俺の居住区に到着している。だから安心して、まだ眠ってもらって構わない」

「ええ、分かりました」

　私を見つめる眼差しはとても優しいものだ。

　こんなに誰かに心配されたのは、いつ以来だろうか。

（いつも民たちから、どうにかしてほしい、助けてほしいと請われてばかりで……こんなに私を労わってくれるような人はいなかった）

　横になったままだが少しだけ表情を凛とさせてから、私は問いかけた。

「そういえば、ガイウス、お尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「ああ、なんなりと」

　気安い笑顔を向ける彼に対して、リリスは続ける。

「辺境伯を任されているということは、ガイウスは、皇族の縁戚に当たるのですか？」

　隣国の軍事情報については、把握できるものは把握できているが、隠されている情報も多い。もしかして答えてはもらえないかもしれないが、こちらの国の事情を知るための良い機会だと自分に言い聞かせ、彼の答えを待った。

「辺境伯は王国だとそういう決め方になるのか？」

「ええ、辺境は要となる場所です。王家の血を引く中で強いものを配置するしきたりになっています」

「帝国の俺に話しても良い情報か、それは？」

　王国の機密をばらすようで良くなかっただろうか？

　少しだけ不安に思っていると、ガイウスが口を開いた。

「まあ、辺境伯の決め方なんて、知られたところでどうってことはないか。まあ、俺たち帝国では、実力のあるやつが辺境の防衛に当たる。だから実力のある俺が辺境伯になっている。……というのは、まあ建前だな」

「建前ですか？」

「ああ、そうだ。リリスのところと決め方は変わらない」

「え──？」

　だとすれば──。

　ガイウスの前髪がさらりと落ちて、黒い眼帯にかかった。

「俺は死んだ皇兄の落としだねってやつだそうだ」

「落としだね……？」

　頭の中にすんなりと言葉が入ってこなかった。

　落としだね。

　ご落胤。

（皇兄の落としだねということは、つまり……）

「ええっ……!?」

　つまるところ、皇家の血筋であることには変わりないのだ。

「それどころか、皇太子候補なのでは……!?」

　突然聞かされた真実に頭がくらくらしてきた。

（だったら、やっぱりガイウスはシュヴァインとは別人だということ？）

　シュヴァインはランドルフ王国出身だ。

　少しだけ寂しい事実にぶち当たってしまったと思った。

　ちょうどその時、ふうっと気だるげにガイウスが息を吐く。

「血族だから選ばれたなんて嬉しくないしな。まあ、俺の場合、そんな噂が立つこともないぐらい強いから、誰もおかしな噂は立てないがな。そもそも皇兄に子どもがいたなんて極秘らしくて、誰もが口をつぐんでいる話でもあるから、王国には伝わっていないはずだ」

「そうなのですね……」

（皇兄といえば、ラルフ殿下？　ランドルフ王国の聖女シルヴィアと結婚していたという？）

　ガイウスの母親は、シルヴィアということになるのだろうか？

　だが、シルヴィアに子どもがいたという話はランドルフ王国には伝わっていない。

（だとしたら、愛人に産ませた子どもなの？）

　それよりも、王国の姫と帝国の皇子。立場はリリスの方が下だ。

「生意気な口をきいて申し訳ございませんでした」

「これまで通りでいてくれよ、白百合の聖女様。しおらしいだけのあんたじゃあ、面白くないってな」

　少々気に障るが、相手も立場がどうとかで態度を変える相手のことは好きではないようだ。

（私自身もそういうのは、あまり好きじゃない）

「わかりました」

「それは良かった」

　目の前の美青年が、少年のように呵々と笑った。

　少しだけ彼の境遇に思いを馳せる。

「その、ガイウスは戦前の記憶がないのですよね？」

「ああ、その通りだ」

「だったら、ガイウスは皇族として皇都で暮らしてきたのですか？」

「残念ながら記憶がないが、周囲の連中の話じゃあ、俺は皇都で皇族として育てられてきたわけじゃあないらしい」

「そうなのですね」

　だったら、どこで？

　そんなことを思っていると、彼の方から話してくれた。

「一応、どこかの辺境で育てられたって話だが、詳しい場所は教えられていないんだ」

「え？」

　ガイウスの話を聞いて、ますます私の疑念は強くなっていく。

（それは……もしガイウスがシュヴァインだったのだとしたら、つじつまは合う気がする）

　皇兄の落としだねだったガイウスがランドルフ王国でシュヴァインとして育ち、戦地で記憶を失ったまま帝国に連れ帰られたのだとしたら？

（もっと核心に近い何かが欲しい気もする）

「百面相して面白いな」

「え？」

「今日はゆっくり休んでくれよ。婚約者殿」

　そうして、彼の唇がそっと額に落ちてくる。

（あ……）

　柔らかさと温かさを感じて、心臓がトクントクンと穏やかな音を立てた。

（もしガイウスがシュヴァインだったのだとしたら、とても嬉しいことだわ）

　だけど、そうでなかったとしても──。

（ああ、私は優しいガイウスのことが……）

　彼に惹かれている自分を認めないわけにはいかなかった。

　そうして、穏やかな心持ちのまま、リリスは眠りに就いたのだった。

　まさか翌朝、あんなことになるとは思いもせずに。
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　翌朝。

　青空の眩しさで目を覚ます。

　窓から覗く太陽はもう西に傾きつつあった。

（私、半日近く眠っていたの……？）

　体をもぞりと動かそうとすると、手に何か触れる。

（あ……）

　自分よりも大きな男性の手。

　相手が誰か顔を向ければ、そこにいたのはガイウスだった。

　眠りに就いていても端正な顔立ちに心奪われてしまう。

（夜中、ずっと隣にいてくれたの……？）

　黒い眼帯の見覚えのある翡翠の刺繡を見て、リリスの心が揺れる。

（寝顔、シュヴァインだと錯覚してしまいそう。それにしても、どうしてこんなに似ているの？　やっぱり、ガイウス将軍がシュヴァインなの……？）

　揺れ動く心を落ち着けていると、彼が重たい瞼をそっと持ち上げた。

「ああ、起きたのか、よく眠っていたみたいだな、俺の姫君」

　目を覚ました彼が柔らかく微笑むと、不思議と心が弾んでしまう。

「おはようございます」

　彼がぎゅっと手を握ってくる。

　もう片方の空いた手で、彼が私の髪を払ったかと思うと、ちゅっと口づけてきた。

　心臓がドキンドキンと跳ね上がる。

「ガイウス……」

「良かった、リリスが元気に戻ってくれたみたいで」

　彼の優しさが胸にじんわりとしみ込んでくるようだ。

「この御礼は必ず返します。ガイウス」

　しばし和やかな空気が流れる。

　だが、次の瞬間──。

「さて、リリス。今から湯とう治じだ」

「はい？」

　今彼はなんと言った？

「湯治と言いましたか？」

「ああ、言った」

「どこで？」

「城下だ。すぐ到着する」

「この辺境都市の城下に温泉が？」

「ああ。昔はなかったんだが、初代将軍の頃に地殻変動が起こって、この辺り一帯に温泉が出るようになったんだよ。医術師を兼任しているばあや曰く、あんたは疲れているんだろうって話だったから、今日はまだ風呂にも入ってないし、連れて行こうかと思ってな」

　それだけ告げると、立ち上がった彼が私をお姫様抱っこしてくる。

「きゃあっ……!?　待ってください、ガイウス!!」

「あんまり色々言ってくるなよ、舌噛むぞ。ほら、倒れたばかりだから、身体に負担をかけないように気をつけて連れていくからさ」

　反論する間もなく、彼の手によって私は城下にある温泉へと連れ出されたのだった。
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　城を降りてしばらく馬車に揺られた後は、もう反論する気も失せてしまっていた。

　馬車の扉が開くと、広大で立派な宿屋の前だった。壁に蔦模様が彫られている芸術的な建物である。

　彼にお姫様抱っこされて馬車を降りると、荘厳な扉を開いて、だだっ広いホールに出る。

　どうやら地下に酒場も併設されている場所のようだった。

　受付に向かうと、下の階へと続く階段の方から笑い声やグラスのぶつかり合う音が聞こえてくる。

　床に下ろされた私は、きょろきょろと周囲を見渡した。

「こういう形式の宿屋もあるのですね」

「リリスからすれば珍しいか？」

　思わず目をらんらんとさせて、彼に伝える。

「はい、ガイウスと一緒だと色々な経験が出来て面白いです」

　すると、彼の耳が真っ赤になった。

「そうか。ここはまだ一階だから音が結構するが、階上に上がれば音は聞こえなくなる。さっさと上がろうか」

　彼に促されて階段に足をかけると、ぎしぎしと音が鳴った。

　部屋の中はとても広くて、大人が十人は横になって過ごせそうだった。

「綺麗」

「そうだろう？」

　天井には小さな窓があって、夜空を眺めることができる、そんな素敵な場所だった。

（とってもロマンチックな場所だわ。難点を上げるとすれば、山小屋の時みたいにベッドが一つしかないことね）

　そう、部屋の中には大きいサイズのベッドが一台設置されているだけだったのだ。

「さて、せっかくだし、温泉に向かうとするか」

「はい、分かりました」

　無理やり連れてこられたが、なんだかんだで温泉と聞いて嬉しくなってしまう。

　胸の内で密かに喜んでいると、彼が軽口をたたきはじめた。

「リリス、まさか、俺と一緒に入ってくれるのか？」

「え？」

　彼が言わんとしていることを徐々に理解していく。

「ち、違います!!　一緒には入りませんから！！！！」

「はは、すっかり元気になったじゃないか。まあ、俺が先に風呂に行くから、リリスは適当に休んでな。俺が選んで手配しておいたドレス、そこに並んでいるだろう？　選んでおいてくれよ」

　それだけ言って、私の頭をポンポンと叩いた彼は、この場から立ち去った。

　パタン。

（ガイウスは私を励まそうとしてくれていたのね……）

　そんなことを思うと、彼の優しさが胸にしみわたっていくようだ。

　念のために羽織らされていた外套を脱ぎ捨てると、一気に体が軽くなった気がする。

　鏡台の前へと移動し、彼が準備してくれたというドレスを一枚一枚手に取った。

　とろりと蕩けるような肌心地の若草色の寝間着は体によくなじんだ。

（これ、とっても気持ちが良い）

　結婚をすると聞いて準備してくれたものだろうか？

（ガイウスが優しければ優しいほど、私は胸が苦しくなっていく……）

　頭の中に浮かんでは消えるシュヴァイン。

　シュヴァインは赤みがかった黒髪だった。

　けれども、もしシュヴァインがガイウスだったとして、敵国の人物だと気づかれぬように、本来は金色の髪を黒色に染めていたのだとしたら？

（だったとしたら、ガイウスとシュヴァインの髪色が異なることの説明はつくし、偽名を使うのも当然と言えば当然のような気がする）

　帝国から何らかの理由で王国に渡っていたシュヴァインが、皇兄の遺児だと気づいた何者かによって、帝国に連れて行かれたのだとしたら？

　記憶を失っていたから幸いだと、帝国でまた生かされるようになったということだろうか？

（全部偶然なの……？）

　物思いに耽っていると湯上がりのガイウスが帰ってきた。

　金色の髪が濡れている姿に色気を感じてしまって、心臓がドクンと跳ねる。

（私ったら……）

　頬に手を当てながら、恥ずかしがっていると、ガイウスが声をかけてきた。

「ああ、リリス、潮風が気持ちの良い温泉だったぜ。お前も入ってこいよ」

「ええ、わかりました」

「途中まで俺がついていってやるからさ」

　そうして、彼に促されながら、建物の外にある湯殿に向かった。

「覗かないんで、外で待ってるぜ」

　ガイウスが立ち去ったのを確認した後、とろりと蕩ける湯に浸りながら、再び物思いに耽る。

　湯面にはゆらゆらと黄金の月が揺れ動く。

（婚約者のガイウス……シュヴァインを殺したかもしれない、私が憎まないといけない相手だったはずなのに、シュヴァイン本人かもしれない）

　どうしようもなく彼に惹かれている自分を感じる。

（もし本人だったとしても、記憶を失くしているガイウスは、シュヴァイン本人とは言い難い存在よ。だというのに、こんなにガイウスのことばかり気になって……私はずっと好きだったシュヴァインのことをすっかり忘れてしまうような、こんなにも軽薄な女だったの……？）

　今度はガイウスの代わりに、シュヴァインのことが頭の中に浮かんでは消えていく。

（シュヴァイン……）

　物腰が柔らかくて、高貴さが備わっていた彼。

　もう遠い記憶の中にいるシュヴァインの面影が──ガイウスが現れたことで、ますます揺らいでしまう。

「ダメよ、リリス。私がシュヴァインのことを忘れてしまったら……」

　彼はこの世から……誰からも忘れ去られてしまう。

　もし、ガイウスがシュヴァインとしての記憶を取り戻したのなら、こんなにも苦しくないのだろうか？

　湯の中で、私は思わず自身の身体をぎゅっと抱きしめてしまった。

　ちょうど頭上で群れからはぐれた白い鳥が羽ばたきながら、自身の仲間を追い求める姿を見つけてしまう。

（シュヴァイン……ガイウス……）

　その時、ふと、頭上で光が一瞬だけ弾けると雪がちらつきはじめた。

「何？　今の光？　それに、雪……？」

　そう思いながら頭上を振り仰ぐと、確かにチラチラと雪が降っていたのだ。

　だが、普通とは何かが違った。

（この雪、どうして黒いの……？）

　ザワリ。

　異常を感じて、一気に肌が粟立っていく。




　ギギギギギ……!!

　何かの声が聴こえた。

　先ほどの鳥だ。

　だが、色が白から灰色に変わっており、翼が少しだけ歪な形になっていた。

　そうして、バサバサとこちらに向かって急降下してくるではないか！

「きゃあっ……!!」

　思いがけない出来事に湯から飛び出ようと体を反転させる。

　だが、湯の中のせいだからか脚がもつれて、その場で転んでしまった。

　ザパリと水の中に体が沈んでしまう。

　なんとか顔を持ち上げたところ目掛けて、鳥が鋭い嘴をこちらに向けて襲ってきた。

「ガイウス──!!」

　目をつむり、婚約者の名を呼ぶと──。

　ザパン!!

　湯が大きく波打った。

　キインッ。

「おっと、まだ俺でさえ堪能できてない体を、他のやつが見るのはやめてもらおうか？」

「ガイウス!!」

　目を開けるとガイウスが嘴を刃で受け止めていたのだった。

　そうして、彼が炎の魔術を詠唱すると、目の前で黒炎が爆ぜる。

　ごうっと音を立てて、鳥は消滅したのだった。

　舞い始めた黒い煤からガイウスが庇ってくれた。

「大丈夫か、リリス？」

「ええ、大丈夫です。あっ……」

　ほっとしたのか腰が抜けてしまい、そのまま湯の中に沈みかけたところ、近づいてきたガイウスの逞しい腕がリリスの華奢な腰を支えた。

「ごめんなさい、驚いてしまって、腰が……」

「仕方ないな。これも役得だ」

　そういうと、彼がリリスの裸の体を抱き上げる。

「さて、騒ぎになる前に宿に戻るか……って、何も着てないのはまずい……他の男たちに見られたくないからな」

　そういうと彼が私に騎士団の上衣をバサリと掛けた。

　そのままの格好で建物の中へと戻る。

「寒くないか？」

「少し寒いです」

「そうか、だったら急ごう」

　そうして宿屋に戻ると、準備しておいた寝間着に着替え、大きなベッドに腰かけた。

　窓辺にいるガイウスは白シャツ姿になってくつろぎながら風に当たって過ごしている。

「ねえ、ガイウス」

「どうした？」

　くるりと顔を向けた彼が、リリスの方を振り向いた。

　風がそよいで、彼の眼帯の上の前髪をサラサラと揺らす。

　ゆっくりと彼がこちらに向かって移動してきた。

「この服はガイウスが選んでくれたものでしょうか？」

「ああ、そうだ。素材が気持ち良いだろう？」

「ええ、ありがとうございます」

「いいや」

　そうして、近づいてきた彼がポツリとつぶやいた。

「ベッドが一つしかないが安心してほしい。俺は適当にその辺りで寝るから」

「え？」

　そういうと、彼が部屋の中にあるソファの上に寝転がった。

「じゃあ、おやすみ」

「待ってください!!」

　思わず声をかけてしまう。

「どうしたんだ？」

　ソファの上で体を起こしたガイウスが怪訝な顔をこちらに向けてきた。

「その……まだ外は寒いです。どうぞ、こちらに」

　すると、彼が面食らった顔をしている。

「おいおい、さすがにあんたと一緒に寝て何もしないなんて、そんな拷問みたいなことに何回も耐えられるような男に見えるのかよ？」

「あ……ええっと」

　そんな風に言われてしまうと気恥ずかしさで顔が真っ赤になってしまう。

「そういうわけではなかったのですが……まだ、私としましても心の準備がですね……」

「ああ、まあ仕方ねえな」

　そういうと、彼がこちらに近づいてきた後、ベッドの中に潜り込んでくる。

（あ、まさか今から……この間みたいなことになる……!?）

　リリスが困惑していると、ごろりと彼が背を向けた。

「あんたの信頼は勝ち取りたいと思っている。だから、今日はまだ頑張って我慢するよ」

（あ……）

「じゃあ、明日は早い。おやすみ」

「おやすみなさい」

　残念なような、ほっとしたような？

（私ったら何を考えて……!!）

　しばらくするとガイウスの寝息が聞こえてきて、幸せな気持ちになる。

（生きてそばにいてくれる……それがこんなにも幸せなことだったなんて……）

　なんだか本当の夫婦になったような気がして、心が躍る自分を感じながら、私は眠りに就いた。

　翌日、予想外の出来事が起こるとは思ってもいなかったのだった。
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　翌朝、朝陽で目を覚ますと眼前にガイウス将軍の顔があった。

　すやすやと眠る彼の顔を見て、心臓の高鳴りが落ち着かない。

　そっと彼の眼帯へと手を伸ばす。私の瞳と同じ色の翡翠が陽光を反射してキラキラと光っている。

（やっぱり見れば見るほど、私が戦勝祈願に渡した帯のものだわ……）

　指先が震えると同時に、どうしようもなく期待に胸が震えてしまう。

　毛色は違うものの、端正な顔立ちの美青年。

　長い睫毛にさらりとした髪、すっと通った鼻梁に、薄い唇。

　ガイウスは粗野な動作が多いが、ところどころシュヴァインのような優雅な仕草を見せてくる。

（やっぱりガイウスはシュヴァインなの？）

　そんな風に悩んでいたら、ガイウスがそっと瞼を持ち上げる。

「ああ、リリス、いつも早起きだな」

　朝起きたばかりの少しだけ低い声に、私の心臓が大きくドキンと跳ねた。

　伸ばしていた手をさっと引っ込めようとしたけれど、彼の大きな掌に手首を掴まれてしまう。

　もう一方の手も掴まれたかと思うと、私の手の甲に彼の唇が柔らかく触れた後、そっと離れる。

（シュヴァインと同じ仕草。落ち着かなくなってしまう）

　せわしなく瞬きをしていると、ガイウスは不思議そうな顔をしていた。

「リリスは百面相で可愛いな」

「え……そんなこと面と向かって言わないで下さい」

　恥ずかしくて熱くなった顔を俯けると、彼の唇が今度は額にちゅっと押し当てられた。

「きゃっ……!!」

「はは、俺の婚約者殿はからかいがいのある女だ」

　少年のように笑う彼が、にやりと口の端を吊り上げる。

「さて、せっかく城下に来たんだ。皆に俺のリリスを紹介してやるぜ」

「え？」
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　そうして、彼の準備した淡いミント色の外出用ドレスに着替えた私は、ガイウスに街中を連れまわされていた。

　気付けばもう太陽は南中にある。

「悪い、リリス、待たせたな!!」

「いいえ、ほんのちょっとでしたので」

　とある商店から出てきたガイウスが、私の手を引っ張って歩く。

「ほら、リリス、今度は孤児院に行くぞ」

「ガイウスったら、強引すぎますよ!!　それにお店でいったい何をしてきたのです？」

　すると、彼がこちらをくるりと振り返り、少年のような笑顔を浮かべた。

「内緒だよ。ああ、怒った顔も可愛いな、あんたは」

「……っ……!!」

　そんな風に言われると、落ち着かなくなって仕方がない。

　そうこうして歩いていると、城下町の南側にある教会の敷地内、いくつか荘厳な建物が立ち並ぶ一角に、目的地である孤児院はあった。

　孤児院の前の広場では簡易的な遊び場が設けられており、そこで子どもたちと聖職者たちが楽しそうに遊んでいる。

「おい、お前たち!!　白百合の聖女様を連れてきたぞ!!」

　すると、少年少女たちが勢いよく、ガイウスと私の方を振り向いた。

　かと思えば、勢いよく走ってきて、我々を取り囲んでくるではないか。

「わああ、ガイウス将軍の奥様、とっても綺麗です」

「お姉ちゃん、すごく素敵ね」

「ランドルフ王国の白百合の聖女様ですよね!!」

　子どもたちがキラキラと眩しい表情でこちらを見てくるので、嬉しいものの困惑してしまう。

（敵国側の人間なのに、どうしてこんなに皆嬉しそうなの？）

　どぎまぎしていると、ガイウスが私に向かって告げてきた。

「あんたの人助けの話は帝国でも有名だった」

「敵国なのに？」

「人助けの良い話に敵も味方もないさ。それにだ、帝国だと初代将軍の妻が、あんたと同じ癒しの力を持つ存在だったし……年々国内で魔力を持つ者が減っている影響もあって、この国じゃあ特に癒しの術が使える者たちは重宝されているんだ」

「そうなのですね」

　ちょうど、その時──。

「きゃあっ……!!」

　こちらにテトテトと駆けてきていた少女が転んでしまう。

「おい、大丈夫か？」

　声をかけるガイウスよりも早く、私はドレス姿だったことも忘れ、反射的に彼女のそばへと駆けていた。

「大丈夫？」

「痛いよ、お姉ちゃん」

　しくしくと涙する少女の膝からは血が流れている。

　そっと私が手を近づけると、たちどころに傷がふさがっていった。

　まだ若い少女なので生命力も強く治癒術の効果はとても高いようだ。

「あれ……もう痛くない。ありがとう、お姉ちゃん」

「肌に付いた汚れまでは取れないわ。さあ、一緒に水で洗いにいきましょうか？」

　そうして、一緒に近くの手洗いのための水瓶の元へと向かうと、少女の膝を優しく洗ってあげて、他の子どもから手渡された白い布で拭った。

「ありがとう!!　リリス様」

　そうして、少女が私の背後についてきていたガイウスに向かって笑顔で告げる。

「ガイ兄ちゃん、良かったね、ずっと探していたお姉ちゃん、見つかって!!」

「ああ、まあな」

　彼が照れくさそうに笑っている姿を見ていると、なんだか胸がこそばゆかった。

（子どもたちまで、ガイウスが白金色の髪の女性を探していた話を知っているの？）

　そんなことを考えていると──。

「白百合の聖女様、ありがとうございます、子どものケガを治してくださいまして」

　そこに壮年の司祭が姿を現す。

「お初にお目にかかります、リリス様、我々は聖女リリス様のことをお待ちしておりました。帝国に来てくださって本当にありがとうございます」

　深々と感謝されて、私は戸惑ってしまった。

「そんな!!　顔を上げてください、司祭様」

　だが、司祭は顔に穏やかな笑みを浮かべながら続ける。

「いいえ、聖女シルヴィアの悲劇があって、ランドルフ王国との和平は叶わないものだと思っておりました」

　聖女シルヴィア。

　皇兄ラルフ・ロクスに殺されたという悲劇の聖女。

　ランドルフ宰相の姉であり、シュヴァインの伯母に当たる人物だ。

　司祭がぽつぽつと呟いた。

「リリス様を見ていたらシルヴィア様を思い出しました。忘れもしない、癒しの光。先ほどの白金色の癒しの光。シルヴィア様のようでした」

「え？」

　すると、彼が嬉しそうに微笑んだ。

「まだ私が小さい頃に、シルヴィア様に癒しの術をかけていただいたことがあるのです。あなたの優しい光は彼女にとても似ている──」

「そうなのですね」

　聖女シルヴィアが殺された後に生まれたこともあって、ランドルフ王国で、私のことを聖女シルヴィアの再来だと話すものもいる。

　帝国でもそのように言われるのだから、よほど類似した力を持っているのだろう。

　その時、ガイウスが私の背をトントンと叩いてきた。

　そうして、私の顔を見るなり、太陽のような笑みを浮かべてくる。

「リリス、俺たち誰かのそっくりさんで、似たもの夫婦になりそうだな」

　思わずそっぽを向いた。

　もちろん照れ隠しだ。

「そんな風に思っているのはガイウスだけです」

「なんだよ、司祭の前ぐらい、適当に話を合わせてくれよ」

「神に仕える司祭様の前でこそ、そんな適当な真似はできません!!」

「頭が硬いな、リリス」

「よく言われますが、何か？」

「おおっと、これは失礼、自覚があったみたいだな」

「放っておいてくださいません？」

　そんな我々のやりとりを見て、司祭様がははっと笑った。

「皇兄ラルフと聖女シルヴィアの悲劇が起こりませんように。そう思っていました。なぜだろうか、ガイウス様とリリス様なら大丈夫な気が致します」

　そうして、司祭や子どもたちに嬉しそうに見送られながら、私たちは孤児院を後にしたのだった。
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　帰りの馬車に揺られながら、私は考え事をしていた。

（群れることができない。ガイウスは、そんな風に話していたけれど……）

　ガイウスなりに民たちと良い関係を構築しているようだった。

（まだガイウスがシュヴァインだとは断定はできない。もう少し、本人だと断定する何かが欲しい）

　とはいえ、もし同一人物だったとして──ガイウスがシュヴァインだったとして──ガイウスにとってシュヴァインだった頃の記憶を思い出すことは本当に幸せなことなのだろうか？

（二つの記憶が混ざってしまう？　どうなるの？　違う人格同士で反発しあうの？）

　そんな風に考えていたら──。

「リリス」

　ふに。

「ん？」

　ほっぺをふにふに突いてくるのは、私の隣に座るガイウスだ。

　悪戯っ子のような顔をして、こちらを見ている。

「ガイウス!!　ちょっと子どもみたいな真似はやめてください!!」

　だが、彼はふにふに指で突いてくるのを止めない。

「リリスのほっぺたは柔らかいな」

「やめてくださいませ」

「あんた、腹を立てている顔がやっぱり可愛いな」

「もう!!　本当に怒りますよ」

　そんなやりとりをしていると、ガイウスはさっと指をひっこめた。

　これで攻防は終わりかと思いきや──。

「リリス」

「なんですか？」

　ばっと勢いよく振り向くと──。

「あ……」

　私の目の前にはキラキラと輝く指輪があったのだった。

　黄金の台座の上には翡翠の石がキラキラと輝く。

「これは？」

「あんたの元婚約者殿からのプレゼントに比べたら、大したもんじゃないかもしれないが、俺からの婚約指輪だ」

（あ……）

　トクントクントクン。

　鼓動が高鳴っていく。

　ガイウスの方を見ると、左の碧い瞳をすがめ少しだけ寂しそうに微笑んでいた。

（大したものじゃないはずないじゃない）

　ふるふると私は首を横に振った後、彼を見て微笑み返した。

「ありがとうございます。これからは新しい私の宝物にしますから」

　すると、ガイウスは顔を真っ赤にしたが、誤魔化すようにして問いかけてくる。

「お？　ついに俺に靡いてくれるのか？」

　そんな風に軽口をたたく彼に対して、ふいっと私も顔を背けて返した。

「私はそんなに簡単には殿方に靡いたりしません……!!」

「なかなかモノじゃあ落ちてはくれないか。他の女たちとは違って難しいぜ。とはいえ……」

　そうして、彼が顎を上向かせてくる。

　熱を孕んだ碧い瞳でこちらを見つめてきていた。

「少しでも、あんたの心の隙間に入りこめたら、俺としちゃあ幸せだな」

（あ……）

　心臓が壊れてしまいそうだ。

「まだまだ時間はかかりそうだな。まあ良いさ。さて、城に着いたな。ほら、俺が抱っこして降ろしてやるよ」

　すぐに彼がいつもの調子に戻る。

「抱っこはしなくていいです」

「そういうなって」

　ふざけた調子の彼とあれこれしていると──。

「ガイウス将軍」

　馬車の扉の向こうから、兵が声をかけてきた。

「どうした？」

「客人です」

「客？　俺が帰ってきて早々か？　俺も婚約者も疲れている。明日にしてくれ」

　ガイウスは冷たく相手をあしらった。だが、兵は彼に声をかける。

「将軍、申し訳ございません。そうはできないのです」

「そうはできないってことはないだろう？　この城の主は俺だ。さっさと帰せ」

　ガイウスが左目を訝しげに細めると、兵の表情が強張った。

「将軍、相手は……皇帝陛下なのです」

「は？　陛下だと？」

「白百合の聖女様との接見をご所望です」

　思いがけず、リリスは皇帝陛下と対面することになったのだった。
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　ガイウスと共に与えられた部屋に戻った私は、皇帝陛下との謁見のために、さっそく衣服を整えることにした。

　ガイウスが私に向かってドレスを差し出してくる。

「ほら、準備しておいたドレスだ。これを着て陛下に顔を出したら良い」

　そっと受け取ると、ふんわりと新しい衣服の香りがしてきた。

「そういえば、いつの間にこちらを準備されていたのですか？」

　宿屋の時といい、気になったので尋ねることにする。

「そんなの前からに決まっているだろう？」

「前から？」

　具体的にいつからだろうかと思っていると──。

「そうです、前からです」

　突然、我々の会話の中に第三の声が響く。

　声の方を振り向くと、いつの間にいたのだろうか、ガイウスの後ろに侍女が控えていたのだった。年老いた彼女は、長身のガイウスと比べると子どものように小さかった。

（辺境都市に到着した時にガイウスと話していた、確か……）

「ばあや」

　ガイウスが老婆を呼んだ。

　白髪を頭の頂点で高く結い、黒いワンピースに白いエプロンを羽織っていて、猫背で杖をついているのが特徴的だ。

（確か、医術師だってガイウスが言っていたような？）

　ばあやと呼ばれた侍女は続けた。

「こちらのドレスを準備しはじめたのは、白百合の聖女リリス様との婚姻が決まってすぐにございます」

「え？」

　思いがけない話を聞いたリリスが目をぱちくりさせていると、ガイウスが抗議の声を上げた。

「おい、ばあや、そういうことを言うなって、事前に約束していただろう？」

「おやおや、ばあやは、もう物忘れが多くて、すっかりそんな約束は忘れておりました。申し訳ございません。坊ちゃんが姫様との結婚が決まって、そわそわしながら準備をしていたことなど忘れてしまっておりました」

　侍女は素知らぬフリをしながら返答していた。

「ああ、もう、それ以上言うなよな。都合の良い時だけ老人のフリしやがって」

「おやおや、坊ちゃん、年配の者への敬意が足りませんよ」

「ちっ、うるせえな」

「そのような口の利き方を教えた覚えはございません」

　二人のやり取りを黙って見ていた私に、ばあやがこちらを振り向いて言った。

「さて、そのままの格好では寒いでしょうから、このわたくしめが着替えを手伝って差し上げましょう」

「そんな、一人で大丈夫ですよ」

「白百合の聖女様、貴女は王女殿下のはず。なのに、一人で大丈夫ですと？」

「ええ、そうです」

　侍女が訝し気な表情を浮かべていたが、思うところがあったのか、すうっと元の真顔に戻った。

「さぞかし苦労なさってきたのでしょう。自立された方なら、余計な手伝いを嫌うこともありますゆえ、わたくしが手伝うのはやめた方がよいでしょうか？　どうしましょうか？」

「ありがとうございます、お気持ちだけ受け取っておきますね」

　にこやかな笑みを浮かべながらリリスは返答した。

　そうして、受け取ったドレスに袖を通そうとしていると、ばあやはその場から立ち去ろうとしているのに、ガイウスはなかなか部屋を出ていこうとしない。

「先日もそうでしたが、ガイウスはどうして私の着替えの際に出ていかないのでしょうか？」

「え？　そりゃあ、婚約者の役得かなって」

「役得？　覗き行為がですか？」

「はあ？　覗きって酷い言い回しだな。俺はこれから夫婦になるお前に……」

　そんな風にやりとりをしていると──。

「って、いたっ……!!」

　ガイウスの背後にぬっと現れたばあやさんが、杖でガイウスの腰を攻撃していた。

「ほら、せっかくの婚約者様に嫌われて逃げられますぞ。はい、坊ちゃんも部屋から出る」

「ちっ、仕方ねえな……」

　部屋の外へと二人が出ていくのを見送った後、与えられたドレスに袖を通す。

（このドレス、着心地が良いわね）

　さらりとした生地は、私の瞳の色に合わせた翡翠色をしている。胸元は大胆に開き、きゅっと引き締まった腰の下はふんわりと裾が広がる形をしていた。腰紐は彼女の髪の色と同じ白金色をしている。

「ガイウスは、どうして私の髪と瞳の色を知っていたの？　たまたま？」

　着こなしてみれば、まとまりのよい色合いになったように思う。

　私の姿かたちを知らなければ準備が出来ないような、そんなドレスにも見える。

　鏡の前に映る自身の姿を見つつ、白金色の髪を頭上で纏めた。

　鏡台に準備されていた化粧品を使って薄化粧を施す。

（気になるけれど、後から本人に聞くしかないわね。それにしても、まさか皇帝陛下が直々に来るなんて思わなかったわ）

　帝国領の偉大なる皇帝陛下。

　前皇帝の崩御後、即位してから数十年が経つ。

（どんな人なのだろう？　国交が途絶えていたせいで、どんな人物なのかが分からないのよね……）

　皇兄ラルフのように極悪非道な人物なのだろうか？

　──広大な帝国を統治できるだけの器を持った人物であることは間違いないだろう。

　着替え終わった後、扉を開けると、ガイウスが待機していた。

「おお、ドレス似合ってるな。俺の見立て通りだ」

「ありがとうございます。こちらはガイウス将軍が選んだのですか？」

「ああ」

「私の髪と瞳の色によく似ています。そのご存じだったのですか？　姿絵か何かで知ったのでしょうか？」

『そうだ』

　そんな風に返答があると思っていたのだが──。

「いいや、白百合の聖女様の姿絵は、帝国はおろか王国にも秘匿されている。噂はそうとう広まって、物語までできてるぐらいの人気だがな。だから、俺はあんたの顔は知らないはず、だった」

　苦悶に満ちた表情を浮かべる彼の横顔を見て、リリスの鼓動が高まる。

「それは、その……」

　記憶は失っても心が覚えている。

　自分にとって都合の良い想像が頭を過る。

「頭がおかしいと思われないか不安だが、気付いたら、そのドレスを作るように頼んでいたんだ。ランドルフ王国を出る前に話したみたいに、お前の顔を見て、よく夢に出てくる女だと、そう思ったんだ」

　彼の言葉を聞いたリリスの瞳がせわしなく揺れ動いた。

（そんな……だって、それじゃあ……やっぱり……）

　そんなことを思っていると、ちょうど客間に辿り着く。

「リリス、入るぞ」

「え？　あ……」

　心の準備もできぬままに、ガイウスが真鍮で出来たドアノブをがちゃりと開いた。

　二十人は入るかというぐらいの広い空間の真ん中には、茶色い円形の木彫りの机と三つの椅子とが並んでおり、その一つに一人の少年が座っていた。

「陛下、遅くなりました。ガイウス、ただいま参りました」

「ああ、遅かったねえ」

　そうして、椅子に座っていた少年が立ち上がり、こちらを振り返った。

　肩先まである金の髪がさらりと揺れて、やや垂れ気味の緑の瞳はとても柔和な印象をこちらに与えてくる。フロックコートは襟までしっかりボタンで留められており、碧のクラヴァットもきちんと綺麗に整えられていた。

（子ども……!?　何十年か即位しているっていう話は何だったの？　ガイウスと縁戚と言われれば、そんな気もする風貌だけれど……）

　ぐるぐると考えていると、皇帝陛下が口を開いた後に頭を垂れてくる。

「貴女が聖女殿下なのですね。僕はマルク。この国の皇帝です」

「皇帝陛下!!　顔を上げてください!!」

　リリスは慌てて手を横に振った。

　すると、美少年が顔を上げて、私に微笑みを向ける。

「白百合の聖女様といえば、どの国でも有名な御人。聖女シルヴィアの際の悲劇もものともせず王女殿下に来ていただけて、この国は活気づいている。どうか、この国では自由に過ごしていただきたい」

「ありがとうございます」

　そう答えた私だったが、深い悩みの迷路にはまってしまった。

　──宰相様から聞かされていた情報とは違う？

　自国にいる際、わりと帝国側の情報は遮断されていた。

　帝国はランドルフ王国に強い恨みを抱いているのだと、そんな風に宰相様は言っていたはずなのに……。




（なんだろう、色んな違和感があるのだけれど……）

　そうは思ったが、どんな言葉を口にして良いのか分からなかった。

「では、僕は顔を見に来ただけだから。王族ゆかりの者の婚儀は、帝都でおこなうしきたりだ。色々と言えないことはあるが、ランドルフ王国の件もあって、なるべく急いだ方が良いと思っている。それに、君たちに対して直接でないと話せないことがある。だから、早々にこちらに向かってきてくれ。それでは」

「陛下、あの……！」

　その時。

　ぐにゃり。

　目の前の美少年の姿が歪んだ。

「え？」

　そうして、ふっとその場から姿を消したのだった。

「今のは……」

　困惑するリリスに代わって、ガイウスが返答した。

「ああ、陛下が魔力の波をこちらに飛ばして、自分の姿かたちを虚像として俺たちの前に映していただけだよ」

「そんな高度な魔法技術をあの若さで……!?」

　すると──。

「ああ、あの人は見た目が若いだけだ。惑わされない方が良い」

「え？」

「あの人は俺たちより遥か年上の人物だ」

「ええっ……!?」

「不老の賢者ってとこだな。なんかいろいろ知っていて、俺の記憶についても知っていそうなんだが、『自分で気づけ』しか言わないんだよ」

「そうなのですね」

　少しだけしんみりしてしまう。

「さて、皇帝陛下の命令で遠路はるばる帝都に向かうはめになっちまった。明日からまた旅だ。今日はゆっくり休んでおいてくれ」

「はい、わかりました」

　そうして、辺境についた途端、帝都に召集されるはめになってしまった。

　とはいえ、和やかな雰囲気のまま出立できる。

　そんな風に思っていたのだけれど、出発前にちょっとした事件が起こって、シュヴァインとガイウスの関係性に近づくのだった。
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　夜更け、ガイウスが屋敷に準備してくれていた新品のドレスや下着等に触れながら、私はぼんやりと過ごしていた。

「またしばらくしたら旅がはじまるのね」

　詳細は不明だが今回の道中は旅の仲間を数名連れていくらしい。

　旅の準備を進めていたが手を休めると、少しだけ窓辺で休憩をすることにした。

「帝国は王国に比べると寒いわね」

　二階のバルコニーに吹き込んできた風が冷たくて、ぶるりと震えた体をそっと抱きしめる。

　ちょうど、その時──。

「あ……」

　眼下に広がる花園に男女の姿が見えた。

　彼らを見て思わず口をつぐむ。

（ガイウスと……あの女性は？）

　ガイウスの肩に豪奢な見た目の侍女が寄り掛かっていたのだった。

　ざわり。

　ざわざわとした不安が胸の内に広がっていく。

（だけど、ガイウスは私の信頼を勝ち取りたいといってくれていたわ……）

　元々は浮名を流しているのは知っていたが、今は婚約者である自分がいる。

　今までのことは方便にすぎず、ガイウスの本心としては、他の女性と関係を持ち続けたいのだろうかと、悪い方向に考えてしまい、無性に落ち着かなくなって、心臓がおかしな音を立てた。

（まだ婚約中だし大目にみるべき？）

　そんな風にも思ったが、もっと怒るべきだろうか？

（いいえ、私に怒る筋合いはないわ。私にも婚約者であるシュヴァインがそばにいたのよ。おあいこではないかしら？）

　瞼をぎゅっと伏せると、ガイウスによく似た美青年の顔が脳裏に浮かぶ。

（シュヴァイン……）

　なのに、元婚約者の顔が、どうしても現婚約者の笑顔に塗り替えられていってしまう。

（私は……）

　震えているのに気づきたくなくて、私はぎゅっと両の拳を握る。

　そうして、ゆっくりと瞼を持ち上げた後、バルコニーから去ろうとしたのだが──。

「離れろ、俺にはもうリリスがいる」

　ガイウスが侍女に対してはっきりと告げた言葉が耳に届いた。

（あ……）

　ガイウスが自分のために他の女性を遠ざけたことに対して、胸が歓喜に打ち震えてしまった。

　そうして、侍女が走り去っていく姿をついつい眺めてしまう。

「リリス」

　階下から自分の名を呼ぶ声が聴こえ、はっとして下を見れば、彼と目が合った。

「お前に見られちまったな」

　少しだけバツが悪そうに告げる彼に向かって、私は返した。

「……気にしておりませんので」

　すると、少しだけ寂しそうに彼が微笑んだ。

「そうか、そうだよな」

　そんな風に言われてしまい、ズキンと罪悪感で胸が痛んだ。

「私には関係のないことなので。それでは、明日も早いので、おやすみなさい」

　彼の視線を避けるかのように、バルコニーから部屋の中に逃げ込むと、準備を再開する。

　トランクに荷物を詰め込みながら、ぼんやりと先ほどのことを反芻した。

（そうよ、関係ないのよ、だから気にしちゃダメ）

　トランクのカギを閉め終わり、そっとベッドに向かっていると──。

　コンコン。

　扉を叩く音が聞こえた。

　こんな夜更けに一体誰だろうか。

「リリス」

　声をかけてきたのは、婚約者であるガイウスだった。

（寝たふりをしましょう）

　そう思いながら、ベッドへと一歩足を進めていると──。

「リリス、まだ起きてるんだろう？　気配で分かる。目が片方見えない分、耳が良いんだ。どうか開けてくれないか？」

　相手に気付かれていたことを悟り、観念した私は、そっと扉を開けた。

（急いで駆けてきたの？）

　少しだけ彼の髪が風で乱れていた。

　そんな彼の姿を見ないように伏し目がちになりながら返す。

「もう夜です、いかがしましたか？」

「さっきの、あんたに誤解されたんじゃないかって心配になってな。婚約することになって、他の女たちとの関係は清算してきている。どうか信じてほしい」

　私は唇をかみしめると相手の視線から顔を背け、自分の手首をぎゅっと掴んだ。

「……浮名を流していたことは存じております」

　やはり、シュヴァインとガイウスは違う人物のように思う。

（シュヴァインはもっと真面目だったもの……）

　いけないと思いつつも、どうしても胸の内で比較してしまう自分がいる。

「結婚前の話だ。野暮なことを言わないでほしいと言いたいところだが、それを嫌がる女性の方が多いだろう」

「そうなのかもしれません。私は……変わり者だと言われているので……」

「反応が鈍いな」

　彼が苦笑いを浮かべる気配を感じた。

「それに……貴方の過去の女性関係について、とやかく言える立場ではございません」

「どうしてだ？　あんたは俺の婚約者だろう？　色々言う権利はあるはずだ」

「だって、私にも元々婚約者がいて……きゃっ……」

　気づけば彼の指に顎を掴まれ上向かされてしまった。

　相手の眼差しの鋭さに射抜かれ、背筋がゾクリと震える。

「そうかもしれない。だが、今のあんたの婚約者は俺だ」

「ガイウス……」

　すると、彼の顔がこちらに近づいてきて、そっと唇同士が重なった。

「あっ……ん……」

　彼の両腕に抱き寄せられながら、唇を貪られる。

　大きな手が背筋をまさぐりながら、より一層身体が密着するような格好になった。

　彼の手が頭の上のリボンをしゅるりとほどくと、白金色の髪が腰に流れ落ちる。

「待って……あ……やめ……」

「やめたくない」

　ベッドに向かうのを拒んだら、そのまま壁に押し付けられ、何度も唇を奪われた。

　背中に回されていた手が前方へと回り、乳房を何度も両手で擦られる。

　舌を何度も絡まされ、互いの息が熱くなって溶けてしまいそうだ。

「は……あぅ……」

「もっと、唇を開けろ」

「やあ……」

　隙を見て逃げ出そうとしたが、壁にくぎ付けにされて動けそうにない。

　口づけを繰り返され続けた後、唇が一度離れた時、彼に向かって告げた。

「ガイウス、約束したでしょう？　婚儀までは手を出さないと」

　すると、目の前の美青年は口惜し気に唇を一度きゅっと引き結んだ後、碧い瞳を私にまっすぐに向けてくる。

「俺がいる」

「え？」

「俺がそばにいるだろう？」

　何を言っているのだろうかと思っていると、ガイウスが真剣な表情で告げてきた。

「確かに似ているのかもしれないが、お願いだから、元婚約者じゃなくて俺を見てくれ」

「あ……」

　ドクンドクンドクンドクン。

　鼓動が高鳴っていく。

　シュヴァインではなくガイウスを……。

「どうやったら、あんたの関心が引ける？　せっかく追い求めていた女にたどりついたのに、時々どうしたら良いか分からなくなるんだ」

「それは……」

　その時、彼がふいっと顔を背けた。

「すまない。これ以上、あんたに嫌われたくはないんでな。今日はこれで失礼する」

「あ……」

　彼が去っていくと扉は空しく音を立てたのだった。

（ガイウス……シュヴァイン……）

　同一人物かもしれない。だけど別の人格である二人の青年の間で、心は揺り動かされるのだった。
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　戦争だろうが女遊びだろうが、全て今まで短期決戦で勝負をつけてきたガイウスだったが、初めての長期戦にかなり苦戦を強いられていた。

　リリスの部屋から自室に戻ったガイウスは、ベッドの端に座り込むと一人で物思いに耽って過ごす。

「せっかくずっと探していた女に出会えたってのに……今までの戦法が全く通じないな……」

　黒い眼帯の前にかかる金色の髪をくしゃりと長い指が掴んだ。

　自分にとっては運命の女だろうリリスの信頼を勝ち取りたい。

　だが、どうしても求めていた女を前にして、早く彼女と結ばれたいという想いが、日々募っていくばかりだ。

（結局毎回自分なりに我慢はするけど我慢できなくてリリスを呆れさせて……こんな調子じゃあ、あいつの気持ちを俺に靡かせるなんて、一生無理な気がしてきたな）

　あまりにも戦況の見通しが立たなくて、ガイウスの胸は焦れる一方だった。

「そもそも死んだ男に敵うわけないだろうさ。シュヴァインとやらは、俺とは違ってよっぽど良い男だったんだろうな」

　リリスは、ガイウスはガイウスの良いところがあると言ってくれたが、やっぱりどうしても気になって仕方がなかった。

　それに、思い出はいつも美化されて、胸にしこりとして残り続けるものだと、育ての親のばあやも言っていたし……。

「シュヴァインとかいう男が生きていたら、真っ向勝負挑んでいたのに……くそっ……死んで勝ち逃げしやがって……」

　ガイウスの苛立ちは落ち着かない。

（リリスの運命の男はシュヴァインって元婚約者なのかもしれない……だけど、俺にとっての運命の女はリリスだ。それだけは間違いない）

　そうでないと、こんなにも彼女を想って胸が苦しいはずがないのだ。

　その時──。

「ちっ……また右目が疼きやがるな……」

　ないはずの右目が疼く。

　頭の中にガイウス自身が体験した覚えのない記憶が、時々浮かんでは消えていたが、リリスと再会してからは特にその傾向が強かった。

　知らない男がやけに親し気にリリスと思しき少女と接している。

「俺は……ガイウス……ロクスの将軍ガイウス。俺は……」

　だけど、微笑む少女は、自分のことを「ガイウス」とは決して呼んではくれない。

「俺は……いったい誰なんだよ……」

　その日、自身によく似た人物への嫉妬の炎に身を焦がしたまま、生まれてからの記憶を持たない男は眠りに就いたのだった。
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　翌朝。

（私、ガイウスに対して失礼な態度をとってしまっていたわ……）

　リリスは昨晩の態度について反省していた。

　一晩中考えていたら朝を迎えていたため、鏡を見たら、目の下にクマがくっきりできている状態だ。

（彼に謝りたい）

　そう思って、リリスは夜着から室外着に着替えてから、扉の外に飛び出そうとしたのだが──。

「きゃっ……!!」

　目の前の厚い何かにぶつかって跳ね返ってしまった。

「ああ、俺のお姫様は急に飛び出してきて、落ち着きのない人だな」

「あ……」

　トクントクントクン。

「ガイウス」

「リリス」

　昨晩の一件が嘘のようにガイウスは優しい声音で私の名前を呼んできた。

　そっと彼に手を掴まれると、熱が全身に伝わっていくような気がする。

「どうした？　いったん部屋に入ろうか？　侍女たちがこっちを見ている」

　彼の言うように近くで掃除をしていた侍女たちがこちらを見ていたため、二人で部屋の中に戻ることにした。

（謝らなきゃ）

　部屋の中を無言で一緒に歩いて窓際に辿り着くと、木漏れ日が私たちを照らしてくる。

　光でガイウスの金色の髪がキラキラと輝くのを見た後、私は深呼吸をして、思い切って声をかけることに決めた。

　そうして──。

「ごめんなさい、ガイウス!!」

「悪かった、リリス」

　二人の声がちょうど重なったものだから、互いに顔を見合わせてしまった。

　一度静かになったが、再度口を開く。

「そちらから先にどうぞ」

「いいや、あんたの方から先にどうだ？」

　二人して同時に譲りあってしまう。

　またもや互いに顔を見合わせると、私はクスリと笑ってしまった。

「ふふ、おかしい」

　すると、彼が面食らったような顔をしているではないか。

「どうしましたか、ガイウス？」

「いいや、笑ったら本当に可愛いんだなって」

「かわ……」

　なかなか異性に言われ慣れていない単語が出てきたものだから、思わず顔が一気に赤面してしまう。

　そんな中、ははっと笑ったガイウスが唇をきゅっと嚙み締めた後、私に向かって声をかけてきた。

「なあ、リリス」

「はい」

「一晩考えたんだ」

「なに……を？」

　あまりにもガイウスの表情が真剣そのものなので、私は動揺してしまった。

（まだ私たちは婚約者同士でしかない。もう私とは結婚したくないって、ガイウスは思ってしまった？）

　ゆらゆらと心が揺れ動くのと対照的に不安に苛まれた鼓動は昂っていく。

　覚悟を決めて、きゅっと唇を噛み締めると同時に、私は両手を胸の前で握りしめた。

　ガイウスが口を開いて言葉を紡ぐ様子が、やけにゆっくりに見える。

　そうして──。

「リリスの元婚約者のシュヴァインとかいう男は、もっと真面目だったのか？」

「……えっ!?」

　急にシュヴァインの話になったため、想定外すぎて私は素っ頓狂な声を上げてしまった。

「ええっと、まあ……そうですね。シュヴァインはこちらを揶揄ってくることは多かったですが、基本的には真面目な人でした」

　なぜ急にそんなことを尋ねられたのか真意が分からず困惑していると、ガイウスがきりりとした表情に変わり、私の両肩を大きな手でガシッと掴んだ。

「だったら、そいつに負けないぐらい、俺は真面目になる。そうして、一生涯あんたを大事にするつもりだ。あんたにとっての運命がシュヴァインだったとしても、俺にとっての運命はリリス、あんただけだ」

「あ……」

　ガイウスの想いを改めて聞かされ、私は自分自身を悔い改める。

「リリス、おいおい、聞いているのか？」

「ええ、もちろんです。その、私の方こそ謝らないといけないことがあります」

「なんだ？」

　すうっと一度深呼吸してから、私は相手の瞳を見据えた。

「顔が似ているからと、貴方とシュヴァインを比較するようなことばかり考えてしまって……無意識に顔や態度に出ていたのでしょう？　不快にさせてしまって本当にごめんなさい」

「いいや、出会い頭に伝えただろう？　貴女の婚約者に選ばれたのが、そもそも俺がそいつに似ているからということを皇帝陛下からは伝えられている。俺としても、わかっちゃあいるが、どうにも割り切れない時があってな。悪い」

「いいえ」

　そうして、彼をまっすぐ見据え直すと両手をきゅっと握って告げる。

「実は貴方にずっと黙っていましたが……私は……ガイウス、貴方こそがシュヴァインなのではないかと思っています」

　目の前のガイウスが瞠目した。

「は？　急に何を、言って……」

　そんな彼に対して、私は首を横に振る。

「出会った時から、あまりにも同じ顔なので、もしやとは思っていました。だけど、人格があまりにも違いすぎる。だから、その謎を知りたくて、シュヴァインによく似たガイウスに嫁ぐ覚悟を決めたのは、貴方もご存じの通りでしょうが……」

「まあ、帝国で何か手がかりがほしいとは言っていたな。だが、それとこれとは……」

　私は再び首を横に振った。

「ガイウス、貴方はシュヴァインと私しか知らない仕草をよくしてくるのです。それに何よりも、貴方のその黒い眼帯。それは、私がシュヴァインに戦勝祈願に渡した腰帯を眼帯に作り替えたものなのです」

　ガイウスは困惑しているようだった。

「もし同一人物だったのだとしても、シュヴァインはシュヴァインであり、ガイウスはガイウスだと思っています。だから……」

　そうして、私は力強く続けた。

「これから先、ちゃんと貴方のことを見ようと思っていますから」

　すると、くしゃりと彼が顔を歪める。

「そうか、ありがとう、リリス」

　ふっと淡く微笑んだ彼の姿がどことなく儚げでそばにいてやりたい。

　そんな風に思ってしまった。

　彼の顔が私に近づいてくると、そっと唇同士が重なる。

　昨夜と違って、長く穏やかな口づけを交わし合うと幸福感に包み込まれていく。

「さて、さっさと帝都に行って、早く夫婦になっちまおうぜ」

「はい」

　彼に夫婦と言われてほとんど違和感のない自分に気付く。

　こうして、少しだけ仲を深めつつ、私は再び出発の準備に励むことになったのだった。
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　もう一日だけ休んでから、帝都に向かうことになった。

　夜、宛がわれた部屋の中、出発の準備をしていると──。

「リリス様」

「きゃあっ……!!」

　唐突に、侍女のばあやさんが出没した。

　ドキドキする心臓を押さえながら、彼女が口を開くのを待ったが、なかなか喋ってはくれなかった。

（どうしたんだろう）

「陛下からもリリス様になら好きに話して良いと言われております」

「え？」

　しばらくばあやさんはだんまりになっていたが、ぽつぽつと話しはじめる。

「坊ちゃんの眼帯、元々腰の帯だったものを眼帯に作り直したのは、わたくしめにございます」

「え？」

　思いがけない話に私はばあやさんに飛びついた。

「それは戦争前後の話ですか!?」

　興奮する私とは対照的に、ばあやさんは至極冷静なまま続ける。

「戦後、あのおかしな光が発生した後にございます。坊ちゃんが手にしていた物を、私が縫って眼帯にさせていただきました」

　核心に近いことを彼女が話している気がして、私はごくりと唾を飲み込んだ。

　だが、彼女はしばらく黙りこくってしまった。

「その……ばあやさん、ガイウスのどんなことを知っているのですか？」

　すると、ちらりとこちらに視線を向けた後、彼女がまただんまりになった。

（これ以上は無理に聞くべきではないのかもしれない）

「ばあやさん、ごめんなさい、今の質問はなかったことに……」

「生まれたての坊ちゃんのことは知っています」

　彼女が再び口を開きはじめたので、私は問いかけた。

「生まれたてのガイウス？」

「ええ、そうです」

　その時──。

「失礼、ばあや。その話、俺にも聞かせてもらおうか？」

　私はびくりと反応してしまう。

　いつの間にか扉の向こうに立っていたガイウスが、部屋の中へとつかつかと入ってきた。

　私の隣に立つと、ばあやさんに向き直る。

「ばあや、続きを」

「仕方ありません……。まだ若かった私は密命を受け、赤ん坊だったガイウス様を連れて逃げ出しました」

「誰から？　どこへだ？」

「聖女シルヴィアから。そうして、隣国ランドルフ王国にございます」

　ばあやさんの言葉を聞いた私は目の色を変えて、話に食いついてしまった。

「聖女シルヴィアから？　だったら、ガイウスは、皇兄ラルフと聖女シルヴィアの遺児だということ？　それとも、母は違うけれどガイウスを連れ出すように頼まれたということ？　それに、私の国へ……？」

　すると、ばあやさんがちらりと私の方を向く。

　彼女の碧い瞳に、なぜだか懐かしさを覚えさせられる。

　ドクンドクンドクン。

　そうして、ばあやさんがガイウスを見据えた後、ゆっくりと口を開いた。

「生まれたばかりの坊ちゃんには二つ名前がございました」

　ガイウスが返す。

「俺に？」

「ええ」

　そうして、ばあやさんが告げる。

「皇兄ラルフがつけたシュヴァイン家畜と聖女シルヴィアがつけたガイウス、二つの名が、ね」

　ガイウスの瞳が忙しなく揺れる。

　ばあやさんが続けた。

「私が話せるのはここまでです。ここから先は、皇帝陛下の許可が必要です。そうして、もう一つ大事なことを告げておきましょう。赤ん坊だった頃の坊ちゃんは、ラルフ殿下によく似た赤みがかった黒髪の持ち主でした」

　思わず息を呑んだ私を見て、ガイウスが怪訝な表情を浮かべる。

「どうした、リリス？」

　問いかけてきた彼へと向き直ると、涙があふれだす。

　嗚咽をもらした私は、なかなか次の言葉を紡ぐことができない。

　彼に背を擦られて、しばらくすると、私は彼に答えを返した。

「ガイウス、貴方によく似た婚約者シュヴァインは、赤みがかった黒髪の持ち主だったのです」

「じゃあ、やっぱり俺は……」

　ガイウスとしても衝撃的だったようだ。

　ばあやさんが話を続けた。

「けれども、皇帝陛下によって、ばあやの元に帰ってきたガイウス坊ちゃんは、なぜか今のような金の髪の持ち主になっておりました。しかも、記憶がないという」

　彼女は続ける。

「戦後の坊ちゃんは、まるで生まれたての赤ん坊のように、言葉もしゃべらず、かんしゃくばかりを起こして大変だったことを覚えております」

「ああ……しばらくしたら落ち着いたんだったか」

　ばあやさんが続ける。

「ばあやだけでは飽き足らず、女性のことを追いかけてばかりの坊ちゃんには辟易しておりましたが──」

（ん？）

　なんだろう今の言い回し、引っかかる。

　感動もどこかに吹っ飛んでしまい、じっとガイウスを見上げた。

「女性関係の噂が派手だって聞いていたけれど、まさか、ばあやさんにまで……」

「おいおい、俺がこんな老婆に手を出すわけないだろ!!　俺にも好みがあってだな」

　ばあやさんが、ふうっと息を吐いた後、私の方を見上げた。

「坊ちゃんは、いつも髪が白金色の女性の跡ばかりを追っていましたが、無意識の内にリリス様のことをお求めになっていたのかもしれませんね。それでは、わたくしめはこれで」

　それだけ言うと、杖をつきながら、彼女は部屋から出て行ったのだった。

　残ったガイウスを私は見つめる。

　彼はぽつぽつと告げた。

「なんだか実感はわかないが、俺がリリスの婚約者だった。そういうことなのか？」

「ええ、きっとそうよ、ガイウス」

　真実にまた一歩近づけたことが嬉しくて、再び私の頬を涙が伝う。

「俺がシュヴァイン、俺がガイウス……」

（突然聞かされた話だから、ガイウスもまだ受け入れられないのね……）

　かくいう私としても、突然の真実に驚き、まだ心臓がバクバクして落ち着かない。

　呆然と立ち尽くすガイウスの手を私はそっと両手で握った。

「これから私たちは夫婦になるのです、ガイウス。徐々に記憶を取り戻していけばいいのですから」

「ああ、リリス、悪い。まだ、色々としっくりこなくってな。あんたの言う通り、徐々に記憶を取り戻していくさ」

　ガイウスが少し寂しそうに微笑んだ。

「出発の前に、あんたに相談しておきたいことがあるんだ」

「どうしたのですか？」

「俺の正体が分かったことは良かったし、悪い類のものじゃあないらしいが、あまり気分のいいもんじゃない」

「なんなのですか？」

　ガイウスの表情はとても険しいものであり、私はきゅっと唇を噛み締めると、相手の言葉を待った。

「ばあやが言うには、どうもお前の体に得体のしれない何かがあるらしいんだ」

「私の体に得体の知れない何か？」

　そう言われると、この辺境の砦に連れてこられた際に、ガイウスが何か話していた気がする。

「悪いものじゃないらしい。戦時中に起きた謎の光と関係しているんじゃないかって、ばあやは話していたが、何か心当たりはないか？」

「謎の光との関係？　私はその閃光とやらを実際に見たわけではないのです。戦後、シュヴァインを探しに向かった際に、閃光が発生したという場所に向かいはしましたが」

「今のところは何も起きていないんだろう？」

「ええ、何も起きてはおりません」

「だったら、ひとまずは安心だ。今すぐ何か起きる類のものじゃあ、ないんだろうさ。だが、得体のしれない何かとやらを放っておいて、あんたが突然死でもしようもんなら、俺は耐えられそうにない。せっかく探しあてた、俺の運命の女をな」

「ガイウス……」

　ガイウスが私の手を握り返してくる。彼の真摯な思いが伝わってくるようで、なんだか胸が熱くなる。

「あの閃光については、皇帝陛下が主体で研究をおこなっている。帝都に着いたら、あんたの身体に何があるのか調べてみようじゃないか？」

「ええ。では、準備を終えたら、さっそく向かうことにしましょう」

　シュヴァインがガイウスだったことも判明し、これで晴れ晴れとした気持ちで結婚式に挑むことができる。

　思わず笑みが零れた。

「リリス、やっぱり、あんたは笑うと最高に綺麗だ」

「ありがとう、ガイウス」

　ふふっと彼に微笑みかけたが、私とは対照的に彼の顔色はあまり優れない気がした。

「どうしたのですか？」

「いいや、なんでもない。あんたのためにも、俺はちゃんとシュヴァインとしての記憶を取り戻してみせるさ」

　なんでもないという表情ではないように思う。

　そっと彼の頬に手を添えると、まっすぐに見つめた。

「ガイウス、無理はしなくて良いのです」

　そうして、私は続ける。

「たとえ、貴方が記憶を取り戻さずとも、私は貴方のそばにいますから」

「リリス、ありがとう」

　ついばむような口づけを何度も交わし合った。

　これまで以上の幸せに包まれながら、私は彼の背を抱きしめると、相手も力強く抱き返してくれる。

　そうして、真実を知って、ぐっと距離が近くなった私たちは、帝都へ旅立つことになったのだった。
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　夫婦の住まう部屋の前、老婆がポツリと呟いた。

「シュヴァイン……ガイウス……」

　赤ん坊だった彼と、大きな赤ん坊になって帰ってきた彼。

「シュヴァインの……いいえ、ガイウスの分まで、どうか……」

　真実を知る彼女の姿は、いつの間にその場からいなくなってしまった。
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　十五年前。

　幼馴染の少年騎士シュヴァインを誘って水遊びをしていたら、まだ小さかったリリスは池に落ちてずぶぬれになってしまった。

　シュヴァインがリリスのぐっしょりと濡れたドレスを脱がせると、ひんやりとした風が肌を嬲ってくる。

『はい、着替えますよ、リリー』

『うん、シュヴァインもびしょぬれね』

　そうして、二人して着替えている途中、リリスの瞳にシュヴァインの厚い胸板が映った。

『シュヴァイン？　身体の傷、どうしたの？　いっぱい痣があるよ』

『っ……!!』

　シュヴァインが慌てて自身の上半身を濡れた上衣で隠す。

　そんな彼のそばにリリスはちょこんと腰かけると──。

『シュヴァイン、痛いの痛いの、とんでいけ』

『リリー』

　そうして、リリスはシュヴァインに向かって告げた。

『胸の傷、お星様みたいね』

『リリー……』

　そういえば、ガイウスの上半身はとても綺麗だった。

　あの時、私が見た傷は、大人になったら消える類のものだったのだろうか？
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　辺境都市から見て南にある帝都に向かう途中、一度大きな海峡を渡る必要がある。

　まずは港に向かわねばならないため、馬に乗って港町へと向かうことになった。

　──出発して数日。

　まだ昼間の港町では、船乗りたちが道の上で盛り上がっている。

　もう暗くなるからか、心配したガイウスに手を引かれながら、潮の香りの漂う石畳を進む。

　港に向かうと、停泊する巨大な帆船を目にした。

「すごい……これが海……すごい数の船」

　青空を白いカモメが舞う。

　リリスの心が浮き立った。

「さて、船に乗ろうか。島同士の距離はそんなには遠くない。時間にして一時間ぐらいだ」

「そうなのですね」

　彼の大きな掌にそっと掌を重ね、船に乗り込む桟橋に足をかける。ギシギシと音を立てることに胸をざわつかせていると、ふと板と板の隙間の遥か下に、ゆらゆらと揺れる水面が見えて、その場で足がすくみそうになった。思わず、ガイウスの手をぎゅっと握り返してしまう。

「ん？」

　先を進んでいたガイウスが何かを悟ったのか、こちらを振り向いた。

「仕方ねえな」

　そう聞こえたかと思うと──。

「きゃあっ……!!」

　唐突に視界が高くなって、背筋に緊張が走り、全身の筋肉が強張ってしまう。

「ほら、船の上まで俺が手ずから運んでやるから」

「ガイウス……!!」

「あんたが、高いところが苦手だとは思わなかったぜ」

　私のことをお姫様抱っこした彼が、そう言って口の端をにやりと吊り上げた。

「こんなに高いところ、誰でも苦手だと思うのですが……」

「そうでもないさ、ほら、見てみろ、前を歩くあのガキ、楽しそうに飛び跳ねてるぜ」

「まだ怖いもの知らずの年齢なのでしょう」

　ふいっと顔を背けると、ますますガイウスがにやにや笑う。

「へえ、相変わらず強がりで素直じゃないな」

「もう、そんな風に揶揄うのはよしてくださいったら!!」

　二人で言い合いをしていると──。

「うぉっほん!!」

　突然、背後から声が聴こえたので、そちらに視線を向けた。

　彼の部下たちが数名、橋の上で立ち往生していたところだった。

　彼らの中で先頭に立つ、人の良さそうな少年騎士がこちらに向かって口を開く。

「無邪気に人を狩る凶悪なガイウス様の愉快な一面を見れるのは嬉しいのですが、桟橋の上で色々されては、他の者たちが船に乗れずに迷惑になりますので」

「無邪気に人を狩るとか、凶悪とか迷惑とか、ずばずば言いすぎだろ、アクセラ」

　アクセラと呼ばれた彼の顔はどこかで見たことのある雰囲気の人物だ。

（どこだろう？　ガイウスに比べるとすっきりした印象の強い、一見すると爽やかな美少年なんだけど、無表情でちょっと真面目な雰囲気がある。なんだか昔のシュヴァインのことを思い出してしまうけれど、こんな知り合いはいなかったはず）

　少しだけ考えこんでいると、ガイウスが彼について説明してきた。

「ん？　ああ、アクセラはばあやの孫みたいなもんだ」

「ばあやさんのお孫さん？」

「そうそう、でも血は繋がってない。孤児院で司祭とばあやに育てられたんだ。一緒に育ってきた俺にとっても兄弟みたいなもんだな。なんか無表情なばあやのそばで過ごしているからか、能面みたいな顔してるよな」

　すると、アクセラが眉を顰めた後、咳払いをした。

「ガイウス様、どんどん後ろがつかえておりますので」

「ああ、はいはい、分かったって、ばあやと一緒で口うるさいんだから」

「貴方は!!　すぐにそうやって、人の話をはぐらかして!!　僕よりも年上のはずなのに、子供っぽい態度ばっかり取りたがるのですから」

「おい、アクセラ、まあ、俺は記憶の関係もあるから、精神年齢はお前よりもお子様だろう？　ほらほら、お前の方こそ大声出して周囲の迷惑になっているぞ」

「ぐ……」

　アクセラさんは、はっとして襟を正した。

「ちょっと、ガイウス!!　年下の子を虐めすぎですよ!!」

「なんだよ、リリス、お前まであいつの肩を持つのかよ？　ああ、なんだ？　生真面目な雰囲気だから、シュヴァインのことを思い出したのか？」

　少しだけ図星だった。

「そうは言っていませんが……」

「ああ、本当にリリスは揶揄いがいがあるな」

「もう、すぐそうやって意地悪を言うんですから!!　アクセラさんの言う通り、ガイウスは子どもです」

「男はわりといつまで経っても子どもだって。ほら、ちゃんとついたぞ」

　ギシリと音を立て、甲板に足を踏み入れる。

　日差しが頬をじりじりと焦がしてきた。

　思わず私は歓喜の声を上げた。

「わあ、広い!!」

　船の向こう、一面見渡す限り真っ青な海だ。

　しばらくすると、船が出航し、潮風が船の帆をはためかせると同時に、私の髪をなびかせた。

「すごく気持ちが良い。これが海なのですね」

「ああ、リリスは海を見たのは初めてだったのか？」

「ええ、そうなのです、船に乗るのも初めてなんですよ」

「そうか、じゃあ、お前の初めてを手に入れることができたな」

　思いがけないガイウスの発言に、私はきょとんとなってしまった。

「え？」

「いいや、俺にもあんたの初めてをもらえることがあるんだなって思ってな」

　そんなことを気にしていたのか。

「その、そもそも貴方がシュヴァインでしょう？」

「頭ではわかっちゃいるんだ。だけど、俺にはその記憶はないからな」

　彼がシュヴァインと同一人物だという話が出て以来、彼が寂し気に微笑む回数が増えたと感じるのは気のせいではないと思う。

（記憶が戻っていない以上、ガイウスにとってシュヴァインは自分自身ではなくて恋敵のような存在なのだわ）

　そっと彼の手に両手を重ねると、私は声をかけた。

「これから先、貴方と私の間で初めてのことがどんどん増えていくと思いますよ」

「リリス……そうか、それなら嬉しいんだがな」

　彼がふっと口元を綻ばせると、リリスの胸がきゅうっと疼いた。

（どうにかしてガイウスを安心させてあげたいのだけれど……）

　そんなことを思っていた矢先──。

「うわああああああああ!!」

　船首から船乗りの叫び声が聞こえた。

「行くぞ!!」

「ええ」

　向かった先──こちらの船に小型船が接近しているようだったが、そこから何者かが這い上がってくる。

「何？　海賊なの……？　あの剣は……!!」

　だが、彼らの持つ剣に今回も見覚えがあった。

　ランドルフ王国の紋章の彫られた剣を見て、私は総毛だった。

「俺が必ず護ってやる。おそらく、あいつらの狙いは……お前だ、リリス。俺から絶対に離れるなよ」

「分かりました、ガイウス」

　ぞろぞろと船上に這い上がってきた彼らは、船乗りたちに一斉に襲いかかった。

　こちらに気付いた武装兵が駆けてくるが、全てガイウスがいなしていく。

「俺の花嫁に指一本でも触れてみろ、殺すぞ」

　前回と同じように武装兵はことごとく倒れていき、どんどん船上に積み重なっていった。

「さすがに芸がなさすぎる」

　その時──。

「ぎぎぎぎぎ」

　帝国の魔術師によって、王国が使役していた鳥型の魔獣が撃ち落とされた。片翼が落ちてしまい、もう動くことができない。しばらくすると息絶えてしまった。

　すると、王国側の武装兵団の中にいた魔術師が何かの詠唱をはじめる。

　ガイウスはまだ他の敵との戦闘に当たっているところだ。

（ここは──私が相殺しなければ!!）

　どんな属性のものでも良い。

　魔術の塊に魔術の塊をぶつけることで相殺することが可能だ。

　紡ぎなれた詠唱を口にし、敵兵へとぶつけようとした、その時──。

　敵の魔術師はこちらに攻撃してくるのではなく、なぜか鳥に向かって術を行使したのだ。

（魔獣を回復させるの？）

　だが、予想は外れた。

「え？」

　なぜか鳥の魔獣の本体ではなく、もげた片翼が変形をはじめ、鳥の形へと変わっていくのだ。

「なんなの……？　いったい」

　同じ生き物が二つに分裂したような、別の何かが生まれたような──。

　歪な事態に、ぞくりとした感覚が背筋を這いはじめる。

「リリス!!　ぼんやりするな!!」

　ガイウスが無詠唱で黒炎を放とうとした、その時──。

「ぎぎぎぎぎ!!」

　片翼から変形途中の鳥から光を放つ粒子が溢れ出し、その粒子が絡み合う。

　鳥の本体はすでに息絶えてしまっているが、すうっとその場で粒子に変形する。

　そうして、二つが絡み合い──。

「ぎぎぎ!!」

　鳥から閃光が爆ぜた。

「リリス!!」

　私はガイウスに咄嗟に庇われると同時に、癒しの力を閃光に向かって放つ。

　すると、閃光と癒しの力がぶつかり合って、小爆発が起こった。

　甲板が大きく抉れると共に、鳥たちがいた後には黒い煙が立ち込める。

　だが、煙が消えると、そこには何も残っていなかった。

「今のは……」

　私の声が思わず震えた。

（もしあのまま鳥が爆発していたら、もっと大変なことになっていたわ）

　下手をしたら、この船もろとも吹っ飛んでいたかもしれない。

　ざわざわと胸騒ぎは落ち着かない。

　ガイウスが返す。

「帝国魔術師団に調べさせよう」

　そうして、私から離れたガイウスが、その辺りから拾い上げた縄を使って相手を縛りあげていく。

「あとはこいつらについてもだ。帝都に着いたら、どうしてリリスを執拗に狙うのか聞き出してやる」

　船員たちも将軍ガイウスのことは知っているのだろう。彼の命に従って、ことごとく皆を縛りあげた。

「ガイウス、やっぱり強いですね」

「リリスが見ている前で、下手なことは出来ないからな」

　その時──。

「うわあああああああっ……!!」

　気絶していた武装兵の一人が目を覚ましたかと思うと、突然大声を上げはじめた。

　相手はガイウスの顔を見て、顔面蒼白になっている。

「なんだよ、気でも狂ったのか？」

　ふうっと息を吐く彼に向かって、武装兵が声高に叫んだ。

「シュヴァインっ……!?　どうして、お前がこんなところにいるんだ!?」

　ガイウスの別名であるシュヴァインの名が、こんな場所で出てきて、思わず私も相手の顔をまじまじと見つめてしまう。

「なんでって、昔の俺を知ってるのか？　まあ、死んだって話になってたわけだし、びびってもおかしくはないか」

　だが、武装兵は思いがけないことを叫んだ。

「なんで!?　だって、お前は!!　あの時、確かにあの御方に殺されたはずだ!!」

　その発言に私は目を見開く。

「リリスの婚約者時代のシュヴァインは、同一人物のはずのガイウス将軍に殺されたって噂が立ってたわけだから、まあ、大方、戦場でシュヴァインが死んだって勘違いしただけだろうさ？」

　だが、兵からは思いがけない返答があった。

「違う!!　違う!!　だって、間違いないんだ!!　お前が殺された後、遺体の処理をしたのは、俺なんだ!!　ちゃんと、俺があの御方に、お前の遺体を引き渡してっ……ひいっ、許してくれ!!」

　甲冑に身を包んだ彼がブルブルと体を震わせる。

　嘘をついているようには見えない。

　ガイウスの表情も一気に険しいものへと変わっていった。

「何だと……？」

　その時、兵の周囲で光が爆ぜる。

「ぐうっ……」

　武装兵が呻いたかと思うと、そのまま意識を失ってしまった。

「この人の身にいったい何が……？」

「詳しい話は後でこいつから聞きだすことにするさ」

　その時──。

「ぐっ……」

「ガイウス、どうしたんですか!?　大丈夫ですか!?」

　右目を抑えながら、彼がその場に跪く。

「大丈夫、だ、リリス──っ……」

　そんな風に言うものの、全く大丈夫そうに見えない。

　剣技の際には汗一つかかない彼の額に玉のような汗が浮かんでいる。

（もうない眼に対しては治癒の魔術も役に立たない）

　無力感にさいなまれていると、徐々にガイウスの症状が落ち着いてきた。

「ガイウス、良かった……」

「リリス、俺は……」

　彼の碧の瞳が忙しなく揺れ動く。

　そんな彼の気持ちを落ち着けるように、しばらくそばで寄り添って過ごした。

「帝都側の港に到着するぞ!!」

　船乗りたちが声を上げる。

　彼らの視線の向こう、山に石造りの家々が立ち並ぶ不思議な島が見える。

　水面には沈みゆく太陽がゆらゆらと揺らめいていた。

　そうして、緩やかな速度で船は帝都の港へと入っていったのだった。
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　船は無事に帝都側の島に辿り着いた。

　本当は本日中に帝都へと馬車で向かう予定だったが、すでに黄昏時を迎えてしまっている。

「そいつらを帝都に運べ」

　ガイウスの指示に従って、甲板で倒れていた王国の武装兵団たちが帝国騎士団の手によって連行されていく。

　その様子を見守った後、少しだけ離れた先にいたガイウスが私に向かって声をかけてきた。

「リリス、大丈夫か？　初めての船旅だったってのに、こんなことになっちまって疲れただろう？　陛下には伝書鳩か何か送って、今日はもうここらで休むとしようか？」

「ありがとう、ガイウス」

　そうして、彼の方に近づこうとしたところ──。

　ドンッ!!

「きゃっ──!!」

「あっ、ごめんなさい」

　誰かにぶつかってしまう。

　見れば、船が出航する前に桟橋を飛んで跳ねて歩いていた少年だった。

「ごめんね、大丈夫？」

　少年に手を伸ばそうとした際に、ふと、相手の容姿に目が留まる。

（ガイウスと同じ金髪碧眼の男の子）

「ありがとう、白百合の聖女のお姉ちゃん」

　少年がそっと手を取り返してきた。

　その時──。

　ふわり、互いの間に白金色の閃光が一瞬だけ舞った。

「何？」

　シャラリ。

　胸にしていたオモチャの指輪が揺れて音を立てる。

　だが、気のせいだったのだろうか。

　目の前の少年はきょとんとしながら、ゆっくりと立ち上がる。

「お姉ちゃん、助けてくれてありがとう。じゃあね」

　そうして、金髪碧眼の少年は桟橋を駆け下りていった。

（そう言えば、あんなに小さいのに親御さんはいなかったのかしら？　それに、どうして私が白百合の聖女だと分かったの？）

　そんなことを思っていたら、ガイウスが私の隣に立つ。

「リリス、さあ、俺たちも降りるとしようか」

「え？　ええ、そうね、行きましょう」

　彼に支えられながら、桟橋をギシギシと歩んだ後、港の石畳へと降り立った。

「さて、じゃあ今晩の宿屋に……ぐっ」

　隣に立つガイウスが呻き声を上げて、その場に跪く。

「ガイウス!?　ガイウス、しっかりしてください!!　ガイウス──!!」

　私の声を聞きつけた帝国騎士団がこちらに駆けつけてきたのだった。
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　帝都は港からしばらく行った先にある。

　船の上の武装兵たちを捕縛して帝都の牢屋へと送っていたら、すっかり夜になってしまった。

　ちょうど迎えが来ていて馬車で城へと向かうこともできたが、ガイウスの体調が思わしくない。

「すまない、リリス」

「しばらく休んでから顔を出した方がいいと思います」

　一緒に付き添っていた部下たちからもそう告げられ、我々二人は帝国軍御用達の宿屋に宿泊することになったのだった。

　宿屋といっても、何棟も立ち並んでいる木造家屋の一軒を借りていて、建物の外で他の兵たちが守ってくれていた。

　皇帝陛下も身体を休ませることもあるというそこは、天窓から煌めいた星々が見える、素敵な場所だった。浜辺にあるのだが、打ち寄せる波音が聞こえきて、とても幻想的な場所だ。

　けれど、私の気持ちは少しだけ憂鬱だった。

（ガイウス……）

　ベッドで休んだガイウスは、まるで死んだように眠りに就いたこともあって、少しだけ心配になる。

　ドレスから寝間着に着替えると、私はそっと眠る彼のそばに跪いた。

（ガイウス……シュヴァイン……）

　サラサラの金の髪に手を伸ばす。

（もうじき結婚式を迎えて、本当の夫婦になる）

　幸せなはずなのだが、先日ガイウスに言われた通り、得体のしれない何かが自分に潜んでいることが懸念される。

（いったい何なの……？　害はないとはいえ、少し怖いわね）

　それに、船の上で武装兵が話していた内容が気がかりだ。

（あの兵はシュヴァインが殺される場面を見ていたと訴えていたわ……）

　だとすれば、やはりシュヴァインとガイウスは別の人物だというのだろうか？

（いいえ、育ての親である、ばあやさんの証言もあるもの。シュヴァインはガイウスで間違いないはずで……でも、どういうことなの？）

　王国魔術師が鳥に放った謎の術も気になる。

（戦場で起きた閃光『消えた聖女の怒り』と関係がありそうな気がする。あの術はいったい？）

　ざわざわと落ち着かないまま、思い悩んでいると、ガイウスがこちらを見ているのに気づく。

「ガイウス、目を覚ましたのですね!!　良かった!!　まだ夜なので、どうぞ眠っていてください──きゃっ……!!」

　唐突に体を抱き寄せられた。

　上半身がベッドの上に乗り上がる格好になる。

「きゃあっ……!!」

　さらに掛け布の中へと引き寄せられてしまい、戸惑いを隠せない。

　先ほど以上に強い力で抱きしめられる……というよりも羽交い絞めに近く、彼の鍛え抜かれた身体とぴったり密着する格好になる。

「ガイウス、離してください、ガイウスったら……!!」

　だが、一向に返事はない。

　彼の吐息がうなじにかかり、ゾクリと快感が走った。

　心臓がドキドキドキドキ高鳴って落ち着かない。

「結婚するまで我慢するのではなかったの？」

　けれども、やはり相手からの返事はなかった。

　ふと耳を澄ませば──。

「ん？」

　耳元でスースーと寝息が聞こえてくるではないか。

　思わず拍子抜けしてしまう。

（まさか寝ぼけて……？）

　その時、相手がむにゃむにゃと何かを口にしはじめた。

「リリス……俺から離れるなよ……ああ、おい、馬鹿……無茶はやめろ……」

　寝言でも私のことを護ってくれているようだ。

　そんな彼の寝姿を見て、クスリと笑ってしまった。

　相手に抱きしめられると、なんだか夢見心地で、自分までウトウトしはじめる。

　このまま意識を手放そうかとした、その時──。

「リリー」

　シュヴァインに呼ばれていた愛称で呼ばれ、私の身体はぴくんと跳ね上がった。

　一気に目が覚めてしまう。

　恐る恐る眠る彼に声をかけた。

　普段は絶対に彼をその名では呼ばないように気をつけているのだが──。

「シュヴァイン？」

　だが、やはりというべきか相手からの返答はなく、聴こえてくるのは寝息だけだった。

（本当にガイウスはシュヴァインなのね……）

　きっと記憶の奥深くに眠る彼が、過去の愛称を口にしているに違いない。

　そんな風に思うと、相手への愛おしさが増していく。

　とはいえ、品行方正だったシュヴァインとは全くの別人であるかのように、性格が荒々しい獣のような男だ。

　彼の育ての親である、ばあやさんの情報だと、戦後に記憶を失って帝国に戻ってきた彼の髪の色素は薄くなり、手の付けられない赤ん坊のようだったという。

　唯一似ているところといえば、私のことを大事にしてくれるところだろう。

「ガイウス」

　今の彼の名を呼ぶ。

　すると──。

　ガイウスがうっすらと瞼を持ち上げる。

　今度こそ目を覚ましたようだ。

　しばらくぼんやりしていたが、寝ぼけ眼のままの彼が口を開いた。

「なんだ？　リリスの方から俺の布団の中に入ってくるだなんて、大胆だな」

「違います!!　これは貴方が私をベッドの中に引きずりこんだんです!!」

「俺が？」

「もちろんです!!」

　しばらく目をぱちぱちさせていたガイウスだったが、ふっと口元を緩めた。

「ああ、夢の中でも無意識でも、俺はあんたのことしか考えてないみたいだな」

　トクントクンと心臓が高鳴る。

　星空の下、夜半に目を覚ました彼との──長年の想いを分かち合う、長い長い夜を迎えることになったのだった。
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　ガイウスはといえば、天窓の向こうに光る綺羅星へと視線を向ける。そうすれば、彼の黒い眼帯しか見えなくなって、反対側の顔がどんな表情を浮かべているのか分からなくなった。

　私も身体を仰向けにして空を眺めようとしたところ、彼の逞しい二の腕に頭を乗せる格好となる。

「なあ、リリス、あんたに聞きたいことがあるんだ」

「はい、なんでしょうか？」

　ぽつぽつとガイウスが続けた。

「最近俺に対して妙に優しいわけだが、俺が元婚約者と同じ人間だって分かったから、そんなに優しくしてくれるのか？」

「え？」

　質問の意図が分からずに戸惑ってしまう。

「もし俺があんたの幼馴染とは全く別の顔をしていて、そもそもが別の人物だったとしたら、あんたは俺の妻になってくれたんだろうか？」

　心臓がドクンと大きく跳ね上がった。

　相手の顔が見えない分、彼の声がなんだか寂しそうに聞こえて、慎重に言葉を選ぶ必要性を感じた。だが、ガイウスは嘘をつかれることを好まない人物だ。

「正直な気持ちを話した方が良いですか？」

「ああ、まだるっこしいのは、あんまり好きじゃないからな」

　一度深呼吸をして、瞼を閉じる。

　気持ちを整えた後、ゆっくりと目を開いて、夜空で寄り添い合う星々を見つめながら口を開いた。

「以前も話した通り、正直なところ、シュヴァインとガイウスは別の人物だと思っています」

「は？」

　予想外の返答があったからだろう。ガイウスから困惑した雰囲気が醸し出される。

「だって、顔以外は全然似ていないんですもの」

「覚えちゃいないが、よっぽど、あんたの護衛騎士時代の俺は生真面目な男だったんだろうな」

「ええ、その通りです。私のことだけを大事に守ってくれて、他の女性に対して見向きもしませんでした」

　すると、ガイウスが反論する。

「あんたに出会ってからの俺は、他の女とあれこれしてないだろう？　さすがに過去の話をされてもな」

「ええ、貴方の言う通り、過去の話をしたってどうしようもないんです」

　きっぱりと返すと、意気消沈したようで、彼はだんまりになった。

　そうして、ぽつりぽつりと続ける。

「ああ……その通り、過去なんざ、どうでも良いんだ、過去なんざな……」

　ガイウスからの視線を感じながら、私は続けた。

「だけど、過去はその人を作る大事な土台で……だからこそ、それはそれで大事なもので……それが分かっているからこそ、記憶のないガイウスは揺れているんでしょう」

「……っ……!!」

　どうやら図星だったようだ。

　ふいっと明後日の方向を向いた彼に対して、私はポツリポツリと囁いた。

「シュヴァインだった頃の記憶を失った貴方は、ばあやさんの言うように、自分が何者かわからないまま、それこそ赤ん坊時代からやり直してきたのでしょう」

　私は続ける。

「必死にもがき苦しんできた十年間、貴方のそばにいれなかったことは寂しいと思うけれど……私がそばにいなかったことで築き上げてきたものが、貴方にはあると思うのです。私はそれを否定したくないし、そうやって生きてきたからこそ、今のガイウスがいると思うのです」

「リリス」

　そうして、思い切って告げた。

「貴方がシュヴァインだったとしたら嬉しいのは事実ですが、ある意味、記憶を失う前後で、貴方は別人に生まれ変わってしまったのだと思った方が、私としてはしっくりくるぐらいです」

「なんだ、小難しいな」

「いつか記憶を取り戻して同じ人物として統合されることもあるかもしれませんが、それは記憶を取り戻してから先のこと。今のガイウスは今しかいない。そうして……」

　彼が自身の腹の上に置いていた手の上に、私はそっと自身の手を重ねた。

「そんな貴方だからこそ、一緒に敵国についていきたいと、道中貴方を助けたいと、寂しそうな瞳で鳥を見る、貴方のそばにいたいと、そう思ったのです」

「リ……リス」

「だから、シュヴァインに対しては不誠実だと思われるかもしれませんが、私はもし、ガイウスがシュヴァインではなかったんだとしても、ガイウスの妻に……きゃあっ……!!」

　気づけば、彼の腕の中に閉じ込められてしまっていた。

　二人してベッドの中で横になって向き合うと、私の両手を彼の両手が包み込んできた。

「リリス、最初は気乗りしない結婚だった。白金色の髪の女を探してるってのに……だけど、いざ会ったら探してた女だって思って欲しくなって」

「ガイウス」

「だけど、探してた女だから、俺はあんたが良いわけじゃないんだ。ずっとそばで過ごして、俺は俺で良いんだって、俺のままでいて良いんだって、あんたがいてくれるからこそ、そう思える」

　ガイウスが真摯な声音で告げる。

「俺はあんたがいて、初めて一人の人間になれた。あんたがいるから、俺は今ここで生きていて良いんだって、そんな気がするんだ」

　熱を孕んだ眼差しに穿たれるとどんどん鼓動が高鳴っていく。

　そんな中、彼の両手が離れてしまい寂しさを覚えていると、彼の長い指が私の頬を撫ではじめた。そうして、ゆっくりと顔を近づけられたかと思うと、柔らかな唇同士が重なり合う。

「リリス……」

「ガイウス……」

　互いの名を呼び合いながら、口づけを交し合う。

　啄むようなものだったそれが、どんどん深くなっていくと、くちゅりくちゅりと水音が鳴った。

　頭の芯がぼうっとしてくる中、自分からも舌を絡めてしまう。

「ふあっ、あっ……」

　しびれるような感覚に全身が支配されていく。

　互いを貪り合うような口づけを交わし合った後、唇同士が離れると、互いの間にこもる熱気の間、いやらしい銀の糸が引く。

　熱に浮かされていた彼が、はっと身を強張らせた。

「悪い……リリス、婚儀までは、なしだった」

　くしゃりと前髪を乱した後、ガイウスが私から背を向けベッドに腰かけた後、立ち上がって離れようとする。

　そんな彼の背のシャツを私はぎゅっと掴んでいた。

「待って、ガイウス、行かないで」

　そうして、彼の背に頬をすり寄せる。

「リリス、ダメだ。もうあんたも十分大人だから、これ以上はダメだって分かってるだろう？　今の俺があんたに対してだけは誠実な人物だってことを、証明できるのはこれしかなくって……」

「もうこれまで、しっかり誠実な人物だと証明してくださいました」

「リリス」

「貴方と離れたくない。もう二度と貴方を不安にさせたくない」

　それでもなかなかガイウスは頷いてはくれない。

　彼がぎゅっと両の拳を握りしめた後、その場に立ち上がる。

（あ……）

　女性の方から離れたくないと言ったりして、ふしだらな女だと思われてしまっただろうか？

　ズキンズキンと痛む胸の前、自身の両手を重ね合わせて、ぎゅっと握りしめる。

　その時──。

「リリス」

　こちらを振り向いた彼の指が私の顎を上向かせると、熱を孕んだ眼差しで告げてきた。

「俺もあんたと離れたくない。なあ、リリス、俺をこの世界に繋ぎとめてくれる、唯一の女──もう記憶なんてどうでも良い。いっそ二人で溶けちまおうぜ」

　ゆっくりと二人の影が重なり、そっとベッドの上に崩れ落ちていく。

　口づけ合う音が室内に奏でられはじめる。

　輝く星空の下、強い想いで再び巡り合った二人の、長い長い夜がはじまったのだった。
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　白いベッドの上、丁寧に衣服を剥ぎ取られていく。

　初めてベッドに担ぎ込まれた時とは違う、彼の優しい所作に心がときめいて高鳴っていく。

「リリス、俺に全てを委ねてくれるか？」

「は……い」

　彼の指先が私の肌に触れて、ドレスとシュミーズの肩ひもを一緒に肩から落とすと、心なしか呼吸がどんどん速くなっていく。そのままドレスを腰から足先までゆっくりと引き抜かれた後、ドロワーズ一枚になってしまった。そちらに手をかけられると、いよいよ鼓動が高まっていき、ガイウスに音が聞こえるのではないかというぐらいだ。

「リリス、綺麗だ」

　月明かりの下、彼に裸身を晒す。

　舐めるような目つきで見られると、羞恥で全身が赤らんでいくのを感じた。

　さっと両腕で乳房を隠し、両太腿に力を入れて、極力相手に見られないようにと振舞う。

　けれども、両手首を彼から掴まれると、すぐさま開かれてしまい、ふるりと白い乳房が露わになった。

「リリス、隠すな」

「あ……その、そんなに見ないで、ください……」

　まじまじと見られると、ますます呼吸が速くなっていき、恥ずかしくて仕方がない。

　じわじわと湿り気を帯びてきた秘所を隠したくて、もじもじとしている両脚を彼の膝が割ってきた。濡れそぼった花弁が彼の視線に晒されると同時に、自分では制御できない蜜をとろりと溢れさせた。

「あんたの全てを、この目に刻みつけたいんだ」

　ただでさえ沸騰しそうな頭の中、彼の言葉でますます顔が赤らんでいく。

「そんなこと……言わないでください。それに私ばっかり裸で……恥ずかしい」

　最後は尻すぼみになっていった私を見て、相手がクスリと笑った。

「ああ、そんな可愛い言い草じゃあ、俺を煽るだけだ。お言葉通り、俺も脱がせてもらおうか」

　そう言うと、私の体の上に跪いた格好の彼が、白シャツの金釦に手をかけ、一つ一つ外していく。シャツの隙間から厚い胸板が覗き、心臓が跳ねて落ち着かなくなる。彼がシャツを脱ぎ捨てると、鍛え抜かれた上半身が露わになった上に、ほどよく筋肉がついて引き締まった上腕が目に入ってきて、頭がクラクラしてきた。

「なんだよ、リリス、俺に見惚れているのか？」

「ち、違いますから!!」

「強がりで素直じゃないな……」

　均整のとれた上半身に目を奪われてしまったのは事実だ。

　白シャツを脱ぎ終わり、下衣をくつろげはじめた彼の優雅な動作に心を奪われる。

　そっと彼が上半身を倒してくると、凛々しい顔が私の方に近づいてきて、心臓は鳴りっぱなしだった。

　一度口づけを交わすと、彼の唇が私の首筋に移行し、ちゅっちゅっと軽く啄んでは離れていく。

「……っ」

　彼の薄い唇が柔らかく鎖骨の上から乳房の間、腹部から脚へと向かう。

　両足を開かれると、今度は太腿の裏の敏感な部分を吸い上げられ、びくんっと大きく身体が跳ねた。

「んんっ……!!」

「リリス、気持ちが良いんだろう？　だったら、声を我慢するな。ほら、もっと全身から力を抜け。今の内からこんなにガチガチしてたら、最後まで身が持たないぞ」

「そうは言ってもですね……あっ……!!」

　きつく跡が残るぐらいに太腿の裏を吸われると、ただでさえ溢れていた蜜が堰を切ったかのように溢れ出す。

　先日のように花びらに彼の唇が近づいてくるのではないかとドキドキしていたが、ふっと息がかかっただけで反対の太腿に移動して、足先へと向かっていった。

　彼の唇が肌に触れるたびに、花びらが色づいていき、全身に口づけられた頃には、火照りきって茹だってしまっていた。

「……あ……」

　そうして、片脚をくの字に折り曲げられたかと思うと、彼の鍛えた肩の上に乗せられる。

　彼の頭が近づいてきて、長い指で開かれた花弁にそっと口づけを落とされると、思わず背筋をのけぞらせてしまう。

「ひゃあっ……!!」

「……こんなに溢れさせて、俺を求めてくれて、今俺は最高の気分だよ」

　そう言うや否や、彼がじゅるじゅると蜜を啜りはじめる。

「ああっ……やあっ、そんなに、しないでっ……!!」

「なんだかんだ言って、好きだろう、こんな風に吸われるの、腰をよがらせて、俺には大層気持ちが良さそうに見えるぜ」

　ぴちゃぴちゃとわざとらしく蜜を吸われると、体が勝手にびくびくと反応してしまった。

　白いシーツをぎゅっと掴んで、彼から与えられる快楽に耐える。

「んんっ……」

「ああ、意地悪言いすぎたな。そんなに我慢するなって」

　彼に舐め上げられた秘所は、いよいよ濡れて真っ赤に色づいているに違いない。

　蜜を啜り上げたガイウスが体を起こすと、脚の間から顔が遠ざかっていく。片脚は肩の上に乗せられたままだ。

　ぬるりと両脚の間に熱源が触れてくると、一度だけ大きく身体が跳ね上がった。

「ひゃあっ……!!」

　下半身を見れば、中央に巨大な熱塊を見つける。

　子どもの腕ぐらいの大きさはあるその先端がじわじわと液を溢れさせながら、ぬるりと秘所に触れているところだった。

「どうした？　ああ、あんたの身体を見て、俺も先走ってるな……悪い」

「先……？」

「いいや俺の話だ。格好悪いから、あんまりつっこまないでくれ」

　濡れ切った秘所に喜悦の雫を零す局部が宛がわれる。

「さあ、肩の力を抜け、リリス」

「はい」

　ガチガチに緊張した体はなかなか言うことを聞かなかったが、なんとか力を抜こうとした。

「あの……ガイウス、お願いがあるのです」

「なんだ？」

　こんなことを言ってもいいだろうか。

「男女の夜の営みに関して、よくよく知らないので、無知だと思われるのは恥ずかしいのですが……」

「もったいぶらずに言ってみろよ」

　彼に促された私は、相手の鋭い碧の瞳を見つめて、ゆっくりと口を開いた。

「貴方の顔を……もっと近くで見ながら……初めては……結ばれたいのです」

「なっ……」

　ガイウスは、なぜか絶句したかと思うと、ピタリと動きを止めてしまった。

（やっぱりおかしなことを言ってしまったんだわ）

　相手が微動だにしなくなった。

「ごめんなさい、今のはなしで……!!」

　すると、体の上の彼が大きく息を吐いた。

「そんな風に瞳を潤ませながら言われたら、一瞬で果てるかと思ったじゃないか」

「え？」

　果てる？

　そうして、彼は私の願いを叶えてくれたようで、また上半身をこちらに近づけてきた。

　乳房の先端と彼の厚い胸板とが触れあって、なんだかくすぐったい。

「さて、俺の可愛いリリス、気を取り直して、ここからが本番だ。覚悟はできたか？」

　そう言われると、ひとりでに体が震えはじめる。

「は……い」

　がたがたと震える体を落ち着けるために、唇をきゅっと噛み締めて耐えた。

「大丈夫、痛みは一瞬だ。さあ、入らせてもらうぞ」

「はい」

　そうして彼が一度腰を揺らすと、獣の先端が蜜口を一気に穿った。

「ああっ……!!」

　こんなにも大きな熱の塊を受け入れるのは初めてだった。

　ものすごい質量が内側から主張してくる。

　巨大な肉棒が肉壁を押し広げてきていたが、痛みよりも彼を内側で感じることの幸せの方が勝っていた。

　彼が下腹を押し付けてくると、恥骨同士がぶつかる。

「っあ……」

「リリス、もう少しだ」

　奥深くに侵入されると、ずずっと二人の身体ごと上方に移動して、シーツが縒れた。

　そうしてお腹の中央に先端が到達したかと思うと、ゆっくりと片脚をおろされる。

　彼が私の身体をぎゅっと慈しむように抱きしめてきた。

「リリス……」

「ガイウス……」

　回された両腕の力が強くて、私もそっと彼の広い背に両腕を回す。

「リリス……ああ、こんなに幸せな気持ちになるのは、はじめてだ」

「ガイウス……私もです」

　初めて出会った時とは違う、優しい彼の愛撫、人となりを知ったあとだからこそ、繋がり合って幸せな気持ちになれているのだ。

　しばらく二人で抱きしめ合うと、幸せな時が流れた。

　その時──。

　ふわり。

　白金色の光が私たちの身体を包み込んだ。

「今のはいったい……？」

　すると、下腹の狭穴の周辺に感じていた痛みも一瞬にして消え去った。

　ふと、ガイウスの顔が陰って見えなくなる。

「俺の中にある聖女の血の影響だろうか、リリスの痛みの緩和に役立ったみたいだな」

　言われてみれば、ガイウスは聖女シルヴィアの血を引いた人間だということだ。

　だとすれば、彼自身も聖なる治癒の力を引き継いでいてもおかしくはない。

「リリス、どうだ？　痛くはないか？」

「はい、大丈夫なようです」

「だったら、なあ、お前の中で動かせてくれないか？」

「え」

　最初は戸惑った私だったが、こくりと頷いた。

「ありがとうな、リリス、じゃあ、お言葉に甘えて」

　そうして、蜜口から熱棒の抜き差しをゆっくりとはじめる。

　肉壁に肉棒が擦れ、ぞくぞくとした快感が全身を支配した。

「ああっ……!!」

　肥大した肉棒に蜜池をくちゅりくちゅりとかき回され、全身に快感がさざ波のように広がっていく。

　ゆっくりとした抽送運動の中、時折先端がお腹の中心を突いてくるものだから、びりびりとした快感が脳髄まで駆け上がってきて、それだけで果ててしまいそうだった。

「ちょっと動いてるだけなのに、あんたが良い感じに締まってきて、気持ちが良いな」

「ガイウス……」

　そうして、再び互いの秘所同士が塞がり合った後、曲げられた両膝の上を彼の大きな手が覆う。

　彼が緩慢な動作で腰を揺らしはじめた。私の蕩けた蜜口に向かって、熱杭が何度か打ち込まれると、先ほど以上の快感が駆け抜ける。

　投げ出された両脚が振り子のように淫らに揺れて、結合部からはぐちゅんぐちゅんと水音が鳴った。

「あっ、ああっ……」

「リリス……」

　彼の両手が持ち上げられた両腿の裏に回される。

　次第に彼の腰遣いが激しさを増していき、熱杭を打ち込まれるピッチが速くなっていく。

　彼の膝がシーツに擦れる音とベッドが軋む音とが、どんどん激しさを増していった。

　膨張した熱棒が蜜穴を何度も何度も犯し続ける。

「ああっ……ガイウスっ……ああっ、あっ、ああっ、ああっ……」

「リリス……あんたの中は最高だよ……ああ、そんなに締め付けないでくれ……」

　互いの恥骨付近の湿った肌同士がぶつかり合い、ぱちゅんぱちゅんと淫らな音を鳴らす。

　熱を孕んだ眼差しでこちらを穿ちながら、激しい動作を繰り返す彼の額には汗が浮かんでいて、つーっと頬を流れて二人の間に落ちて消えた。

　何度も抽送を繰り返されている間に、目の前がチカチカしてくる。同時に内側で主張してくる熱棒がますます質量を増してきた。

「ああ……そろそろ果てそうだ、リリス……」

「ガイウス……ガイウス……」

　あまりの激しい揺さぶりに、もう彼の名を呼ぶので精一杯になった。

　これだけ激しく動いているのに器用なもので、寝転ぶ私の顔に向かって彼の顔がぐんと近づいてきたため、私は彼の広い背にぎゅっとしがみついた。

　彼が何度か腰を揺さぶった後、一際強く腰を打ち付けてくると同時に、蜜口が熱棒をぎゅうぎゅうに締め付けると、相手の律動がはじまった。

　そうして──。

「ああっ……!!」

「……っ……!!」

　一気に頭の中が真っ白になった後、熱の奔流が下腹全体に広がっていく。

　その瞬間、ふわりと穏やかな白金色の光の粒子が舞い散った。

「なんだ？　リリスからも、俺からも、光が溢れてるな」

「いったい何なのでしょうか？」

　理由は分からないが、自分たちのことを祝福してくれているような気がする。

　しばらく光を楽しんでいると、ガイウスが一瞬だけ眉を顰めた。

「ガイウス？」

　心配になって尋ねると、ガイウスが柔らかな笑みを浮かべた。

「大丈夫だ、リリス」

「？」

　──一瞬様子がおかしいような気がしたけれど、気のせいだったのだろうか？

　そうして、しばらくすると光は四散して、再び夜の帳が訪れた。

「名残惜しいな」

　腰をぐぐっと近づけられた後、肉壁に何度か擦りつけながら、肉棒が私の中から去っていった。

　二人の交わった後がどろりと溢れ、互いの肌と白いシーツを汚していく。

　まだ荒い呼吸が部屋の中を支配する中、私の汗ばんだ頬に彼が何度もちゅっちゅっと音を立てながら口づけていく。

「リリス」

「ガイウス」

　二人の間には、幸せな熱気が漂ったままだ。

　ぽつりぽつりとガイウスが口を開いた。

「ああ、気持ちを通わせた女と結ばれるのが、こんなにも幸せだなんて、俺は知らなかった……」

　心なしか、彼の背中が震えているような気がした。

「ガイウス？」

　見上げると、彼の眼帯のない碧の瞳から一筋の涙が零れる。

「ああ、俺は……リリス、リリー」

　二つの愛称を呼ばれて、私もはっと身構えてしまう。

　ガイウスが振り絞るようにして告げる。

「……自分が何者かも分からないまま……何のために生まれてきたんだろうって、ずっと思っていたが……この日のために……お前と繋がり合うために、生まれてきたんだって……」

　体は大きいけれど少年のような純真な心を持ったままの彼の広い背に、私はそっと両手を回す。

　私の胸に彼が顔を沈めた。

　その後も、彼に求められるがまま、何度も愛を分かち合った。

　この日、結ばれた私たちは、互いの身体を抱きしめ合い、自分たちがそこにいるのだと確かめあったのだった。





　　　＊　＊　＊






　眩しい朝陽で目を覚ます。

（もう朝……）

　柔らかな重みを体に感じたまま、ゆっくりと瞼を持ち上げると、目の前には端正な顔立ちに黒い眼帯を身に着けた美青年の姿があった。

「リリス、おはよう」

「ガイウス、おはようございます」

　もちろん目の前にいるのは、現婚約者のガイウスだ。

　彼が私の前髪を払うと、頬っぺたにちゅっと口づけられる。

　啄むようなキスの後、そっと唇同士を触れ合わせて長い口づけを交わした。手を掴まれたかと思うと、互いの両手を絡められた。

「俺にしては気遣ったつもりだったが、身体、痛くないか？」

「はい、大丈夫……です」

　下腹にズキンと痛みを感じて、破瓜を迎えたことを思い出す。

　お互い裸同士で夜を過ごしたことはこれまでにもあったが、いよいよ昨晩結ばれたのだと思うと、気恥ずかしさで瞼を伏せてしまう。すると、瞼に柔らかなものが触れた。

「恥ずかしがってるのか、気の強いあんたにしては殊勝な態度で、俺としちゃあ気になるな」

「殊勝な態度って、貴方の中で私はいったいどんな存在になっているんですか!?」

　すると、相手がくすくすと笑いはじめた。

「そういうところだって……」

　そうして、私の額に彼の額がこつんとぶつかってくる。

「ああ、ずっとこうして過ごしていたいな……本当に幸せだ」

　一枚の掛け布の下、乳房が胸板にぶつかると、彼の下肢が私のそれに絡まってきた。

　微熱を帯びた身体に彼の熱がダイレクトに伝わってきて、心臓がドキドキと落ち着かない。

「ああ、もういっそ、このまま一つに溶けちまいたいな」

「……ガイウス」

　気障な台詞を囁いてくる彼のまっすぐな眼差しから、少しだけ視線をそらした。

「だけど、大勢の女性たちを相手にしてきた貴方だから、どの女性に対しても同じことを話してきたのでしょう？」

「いいや」

　即答だった。

「こんなことを伝えるのは、あんたにだけだよ、リリス」

「本当に？」

「もちろんだ」

　もしかしたら、彼なりの私への気遣いなのかもしれないけれど──。

「分かりました、信じます」

「そうか、良かった、リリスに信じてもらえて……!!」

　少年のように喜ぶ彼の姿を見ていたら、胸がきゅうっと疼いた。

　ふと、わいてきた疑念を問いかける。

「ガイウスは私に信頼されたい、信じてほしいってよく言ってきますよね？」

「え？　ああ、そうだな……そうかもしれない」

「女性と数多くの浮名を流してきたせいで、よく女性たちに責められたりしたからでしょうか？」

　そんな風に尋ねると、ガイウスが少しだけ苦笑して、寂し気に口を開いた。

「言い訳がましいと思うが、戦後の俺の話を聞いてくれるか？」

「貴方のことを知りたいので、ぜひ聞かせていただきたいです」

「そうか!!」

　彼のことを知りたいと告げると、相手の表情が喜々としたものに変化した。

　よっぽど嬉しかったのだろう。私の両手を握る指の力が痛いぐらいに強くなる。

「そもそも、俺の行動に問題があるのかもしれないが、陛下とばあや一家以外は、俺の言うことを信じてくれないことが多かったんだ」

「信じてもらえない？」

「ああ」

　そうして、彼がぽつぽつと口を開きはじめた。

「戦後、俺は自分自身の名前さえ憶えてはいなかった。目覚めたら辺境の城で、皇帝陛下とばあや一家に取り囲まれていた」

　彼は続ける。

「自分の名前も分からないくせに、なぜか頭の中に、白百合を持った白金色の髪の少女の姿が何度も何度も浮かんできたんだ」

「それは……」

「俺の記憶の手がかりになる女だって確信したよ。夢の中でははっきり顔を覚えているのに、なぜか目覚めると、彼女の顔を忘れてしまう。戦後から数年経って、まあそれなりに活動を再開できるようになった俺は、騎士をやりながら街の女たちの中で、その少女に近い容姿をしたやつを探しまわることにしたんだ」

　ガイウスの表情に後悔が宿る。

「俺は記憶を取り戻すことに必死だったが、女性たちは俺の身体を求めてきた。女性の正体を知りたいのなら、抱いてほしいとせがまれたり、私こそがその女性だと言い張る女もいた。その少女だと偽るために、わざわざ髪を白金色に染めてくる女たちまでいた始末だ」

「ガイウス……」

　彼の積年の想いが指先から伝わってくるようだ。

「だが、結局、探していた少女の手がかりを得ることは出来なかった。女たちには『探している女がお前かもしれないって言ってたくせに嘘つき』だと言って、何人にも責められた」

　白金色の髪をした女性を探していて、もしかしたら、それが貴女かもしれない。

　そんな風に、今をときめく騎士に言われたのだとしたら、女性たちが躍起になるに違いない。

　それに、相手に選ばれなかったのだとして、さっさと諦める女性もいるだろうが、悔し紛れにガイウスを責めたりすることだってあるかもしれない。ガイウスのことを本当に好きになって、嘘を言ってでも引き留めようとして必死になって、結局罵倒してしまったりした女性だっているだろう。

「女性たちの期待に応えようと自分なりに頑張ってみたことがある。だけど、探している少女ではない女性たちを、心の奥底から愛することは出来なかった。そもそも生まれた頃や幼少期の記憶だってない。無条件に誰かに愛されたことなんてなくって、いつだって条件付きの愛を求められた。どんどん自分が何をしてるのか分からなくなっていって、自分という人間が何者か分からなくなっていった。最終的に待っていたのは空虚だ」

　切々と語るガイウスの苦悩が伝わってきた、私はきゅっと唇を噛み締めた。

「もう追い求める少女はいないと思っていたが、諦められずにいた頃、あんたとの婚姻の話が来た。皇帝から名を告げられ、そうして、教えられた名前が頭から離れなくなった。一縷の望みをかけてランドルフ王国に出向いたら、玉座の間にいたのは、確かに俺が追い求めていた女だった」

　戦後、見知らぬ土地で自分が何者か分からず、必死に残っていた私の面影を残す女性を探した結果、思いがけない悪評を立てることになってしまったのだろう。

　離れていたから仕方ないとはいえ、私がシュヴァインの生存を諦めることなく、敵国にも赴いていたら、記憶を失ったこの人の元にたどりついて、そんなことにはならなかったかもしれない。

　だけれど、起こってしまった過去は変えられない。

「結ばれた後に、こんなことを言って、リリスに逃げられないようにして……情けないな……」

　しばらく彼に返す言葉を見つけられず黙る。

　くしゃりと顔をゆがめた彼の両手を振り解くと、彼の身体がびくりと震えた。

　私が離れてしまったと思ったのだろうか、彼の身体が空を切る。不安で心揺れる彼の頬を私は両手で包み込んだ。

「必死に記憶を追い求める中で、あがいたガイウスの生き方を否定することは、私には出来ません。だからこそ、これから先を共に生きて切り開いていきましょう。もし貴方の過去が誰かを傷つけたのだとしたら、私も共に贖罪を続けていきますから」

「リリス……ありがとう」

　くしゃくしゃの顔のままの彼に向かって、私の方から口づける。

　しばらく穏やかな時間を過ごしていると、昨夜の疲れが残っているのか、うとうとしてくる。

「まだ眠ると良い」

「ありがとうございます」

　穏やかで優しい彼の声音を聞きながら、私は眠りについたのだった。
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　眠るリリスの白金色の髪を長い指で梳きながら、ガイウスは独り言ちていた。

「リリス、リリー」

　ふわりと彼の周囲に光が零れる。

　ズキン。

　ズクンズクンズクンズクン。

　失ったはずの右眼が疼きはじめる。

「……っ……」

　そうして、彼の身体を光が包み込むと同時に──。

「これは……」

　どっと全身から汗が噴き出した。

　掌がぶるぶると小刻みに震えて止まらない。

　頭の中に様々な場面が浮かんでは消えはじめた。
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　シュヴァインと呼ばれていた頃の少年ガイウスのことを、一人の長身の男が見下ろす。

　逆光で相手の顔が全く見えないが、バクバクと心臓が音を立てて、おかしな汗が滝のように溢れていく。

　ゆっくりと男の手がシュヴァインに向かって伸びてくると胸倉を掴んで、幼い少年の耳元に向かってねっとりとした口調で告げた。

『──に頼まれているから、同じ血を継いでいるから、利用価値があると思って生かしていたが、何の力もない、お前には何の価値もない。なあ、そうだ、唯一母親に顔が似て綺麗なのが取り柄だったかな』

『やめて──!!　怖いよ!!　殴らないで!!　ちゃんということを聞くから……!!』

　けれども、抵抗空しく、少年は男のなすがままになった。




　──そうして、場面は変わる。

　少しだけ大人に近づいたシュヴァインのそばに、白金色の長い髪に翡翠の瞳をした愛らしい少女が近づいてくる。

「シュヴァインというの？　よろしくおねがいします」

「ああ、リリス姫、こちらこそどうぞよろしくお願いします」

　にこにこと微笑むリリス姫。

　婚約者になる少女に向かって、シュヴァインは取り繕った笑みを浮かべた。

（同じ癒しの力を持って生まれたのに……この王女様は安全な場所でぬくぬくと暮らしているんだな）

　同じような力を持って生まれたのに、自分との境遇の違いが、妬ましくて仕方がない。

　リリスの父である国王がぽつりぽつりとシュヴァインに誰にも聞こえないぐらいの音量で声をかけてきた。

「ああ、シュヴァイン。僕の婚約者だったシルヴィアの息子。彼女を幸せにすることが出来なかった分、どうか君には幸せになってほしい」

　何も知らずにそんなことを言ってくる国王陛下の顔を見ていたら、正直反吐が出る。

　だが──。

「陛下、ありがとうございます」

　もう、その頃のシュヴァインは嘘を吐くのに慣れてしまっていた。




　再び場面は変わる。

　戦場に向かうまでの記憶だ。

　リリスの手に両手を重ねたシュヴァインが告げる。

「リリー、どうか僕の幸運を祈っておいてください。必ずや武勲を立てて、貴女を妻に迎えてみせる」

　お綺麗なリリス姫が嬉しそうに微笑んだ。

　純真な彼女を騙すのは簡単だった。

　この頃のシュヴァインは、人を騙すのに長けてしまっていたのだ。

　婚約者である彼女に笑みを返しながら、心は深い深い暗闇の中に鎖されている。

（馬鹿な女だな。俺はこの戦争で死ぬ。あいつの、──のシナリオ通りにな）

　もはや世界に対して何の期待もしていない。

　何の希望もない、空虚な場所でしかない。

　きっとこの少女も、死んだ自分のことなど忘れて、他の男を愛するに違いない。

（そう、誰も自分のことなど、真に愛してなどいないのだから）

　そうして、戦場で予定通り──。

　死んだ。

　閃光が起きて、真っ白になって──。

　シュヴァインも死んだはずだったのに。

「シュヴァイン、いいや、ガイウス……もう許してはくれないかもしれない。だけど──どうか奇跡が起きると信じて」

　自分の身体を金髪碧眼の男が運んでいる姿を、シュヴァインは遠目で見ていた。

　あれだけ夥しい人がいたはずなのに、周囲は荒野になっていて、どうしてだかもぬけの殻になった鎧がそこかしこにひしめいている。

　何日経ったのだろうか。

　見知った少女が姿を現す。

「嘘つき……嫌いよ……貴方なんか、大っ嫌い……なんだから……」
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　そこでガイウスははっと正気に戻った。

　疼き続けるないはずの右目に手を添える。

　──忘れたままでいられたなら──。

　そうしたら──。

　戦慄く唇が言葉を紡ぐ。

「俺は、シュヴァイン？　いいや、俺は……」

　愛おしい少女へと視線を這わせる。

「リリス」

　リリスの髪から指をしゅるりとほどくと、彼は自身の拳をぎゅっと握りしめる。

　そうして──過去も未来も振り払うかのように、ガイウスはベッドから飛び出したのだった。
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　ガイウスがリリスの元を飛び出す場面を影で見ている人物がいた。

「ああ、ガイウスとかいう紛い物に抱かれてしまったのか」

　風が吹いて、彼の赤みがかった黒髪を揺らす。

「だけど、大丈夫だ。この僕が君に清浄なる力を取り戻してあげるよ、リリー」








第五章　融けて、消える









　私はゆっくりと瞼を持ち上げる。

　南中に差し掛かった太陽が、私の頬を焦がしてきた。

（ずいぶん疲れて眠ってしまっていたみたいね）

　白いベッドの上で気だるい体を起こして、周囲を見渡したが、婚約者であるガイウスの姿はなかった。

「ガイウス、どこにいるの？」

　だが、返事はなく、室内はシンと静寂が漂うだけだ。

　唐突に頭の中に最初に出会った頃にガイウスが口にしていた言葉が浮かぶ。

『どんなにいろいろ言ってくるやつでも、俺に抱かれたら、勝手に服従してくるようになる。だいたいは一回で堕ちるが、まあ、最高で三回だな。そんなつまらない女ばかりだが……さて、あんたは何度目に俺に手折られてくれる？』

　ゾクリとした不安が背筋を這い上ってきて、思わず胸の前で両手をぎゅっと組んでしまった。

（いいえ、ガイウスに限ってそんなことはないはずよ）

　恐怖を振り払うかのように、私は頭を振る。

　きゅっと唇を引き結ぶと、彼に脱がされた下着とドレスを纏って、砂浜に向かうための大きな窓を開いた。

　ザザンと打ち寄せる波の方に向かって、私は一歩足を踏み出した、その時──。

　目の前にさっと影が差す。

「誰!?」

　ぱっと顔を上げると、そこにいたのは──。

「どう……して……？」

　赤みがかった黒髪に、鋭い碧の瞳、すっと通った鼻筋に、端正な顔立ちをした長身痩躯の美青年が立っていた。

　その顔はガイウスにそっくりだが、彼とは違って黒い眼帯を装着はしていなかった。

　漆黒の鎧をまとう、その彼は──。

「シュヴァイン……」

　そうして、目の前の青年が爽やかな笑みを浮かべた。

「リリー、会いたかった」

　ドクンドクンドクンドクン。

　心臓がおかしな音を立てる。

　どうして？

　なぜ？

　理解が追い付かずに頭の中にガイウスとシュヴァインの姿が重なっては消える。

　思わずゴクリと唾を飲み込んだ。

　確かに、ガイウスとシュヴァインは別人のような存在だと、そう自分でも思っていたはずなのに……。

（そんな……）

　だけど、ガイウスの育ての親であるばあやさんの証言もあって、二人は同一人物だと、そう思っていたのも確かなのだ。

　冷たい汗が流れる。

「理由があって十年、お前に会うことができなかった。僕の身体と顔を奪った男……ガイウス将軍にお前を奪われるのに耐えられず、なんとかあいつの元を逃げ出して、リリスに会いに来たんだ。さあ、僕と一緒に行こう、リリー」

　そんな風に話すシュヴァインが私に向かって手を差し出してくる。

「ああ、僕だと勘違いして、僕を殺したはずのガイウス将軍に抱かれてしまったのか？　だとしても、僕は幼い頃からお前のことだけを愛している。そんな些細なことは気にしないから。だから、ほら、僕と一緒に幸せになろう。今度こそ、君を離さないから」

　私はそっと瞼を閉じた。

　姿は相手の本質を見失わせるものだ。

　深呼吸を一度おこなうと、私は瞼を持ち上げる。

「黙りなさい!!　この偽物!!」

　私は呪文を口ずさむと掌中に癒しの光を集め、シュヴァイン目掛けて放つ。

　青年の身体が白金色の光に包み込まれた。

「どうしてだ？　どうして僕のことを偽物だなんていうんだ、リリー？　僕はこんなにも君のことを……なんだい？　おや？　癒しの術をどうしようっていうんだ？」

　面白がっているシュヴァインの身体がどんどん修復していく。

　それでもなお、延々と癒しの力を注ぎ続ける。

「どんどん力が溢れていくな」

　活力が漲るシュヴァインだったが──。

「なっ……ぐうっ……」

　胸に手を当てて苦しみはじめた。

（私は知っているわ）

　これまで魔術の研究をおこなってきたことで、癒しの力を過度に相手に与えすぎると、身体の中の魔力の循環を促進しすぎて、臓物に過度な負担がかかり、最悪の場合、死に至ることを。

「消えなさい!!　シュヴァインを騙る偽物!!」

「なっ……──!!」

　そうして、体の中心から光を放つシュヴァインの幻は霧散して消失した。

　跡形もなく消えた場所へと向かって、私は告げる。

「シュヴァインは私のことを君と呼ぶことはないわ。それに、私はずっと知っていたわ。シュヴァインは、私のことを……」

　迷いを振り払うかのように頭を振った私は続ける。

「ガイウスを探しましょう」

　その時──。

　忽然と金髪碧眼の少年が姿を現した。

『リリス姫、どうか帝都に』

　それだけ言うと、ふっと姿を消したのだった。
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　それからも探したものの宿屋の周囲にはガイウスの姿はなかった。

　彼の部下である少年騎士アクセラさんに、「リリスを頼む」と伝えられているとだけ聞かされ、ガイウスの手がかりを求めて帝都に向かうことになった。

　そうして、浜辺から半日馬で駆けて、帝都に到着した。

　街の中央にそびえたつ白亜の宮殿の奥深くにある謁見の間。

　玉座から続く階段の下、絨毯の上で私は跪いていた。

「面を上げてください、リリス姫」

　私は顔を上げると、相手の姿を見つめる。

　以前映像だけで見た金髪碧眼の美少年姿をした皇帝陛下が、玉座からこちらを見下ろしながら告げた。

「姫、ガイウスは船で調子を崩したと聞きました。その後、姿を消してしまったとも……」

「陛下、その通りです。お時間をいただけて、まことにありがとうございます。失踪したガイウスの手がかりをつかみたくて、どうかご存じのことがあれば教えていただきたいのです」

「いいや、気にしないでほしい。リリス姫、帝都に来てくれたことを感謝しています」

「もったいないお言葉をありがとうございます」

　私が淑女の礼をおこなって返すと、皇帝陛下がゆっくりと口を開いた。

「君たちの婚儀だが、本来ならば今度の満月に決定していた」

　今度の満月。

　もう数日後だった。

　ガイウスと身体の上では結ばれているので、事実上は恋人同士以上の関係ではある。

　だが、当の本人がいない今の状況では、結婚どころではなくなってしまった。

（もしかすると陛下はガイウスのことについて何か知っているのかもしれないけれど、人が多すぎて聞ける状況ではないわね）

　一度出直した方が良いかもしれない。最悪、陛下の情報を頼らずに、一人でガイウス探索に赴くことも考える。

　そうして、挨拶を済ませた私が玉座の間から退室しようとしていると──。

「待ってください、リリス姫」

　陛下が私を引き留めてきて、人払いをおこなった。

　室内に私たちしかいないことを確認した後、陛下が厳かな口調で語りはじめる。

「ランドルフ王国の刺客と思しき人物たちですが、こちらに護送中に襲われてしまい、皆が意識不明の重体に陥っています」

　その話を聞いて、私の表情が一気に強張った。

「まさか、ガイウスが!?」

　だが、皇帝陛下は首を横に振る。

「いいえ、それは違います。どうやら襲撃に使われた術式には、ランドルフ王家の紋章が刻まれていたそうだ」

　私が息を呑む番だった。

「……誰がなんのために彼らを襲ったというのですか？」

「おそらくは何者かの口封じ。そうして、リリス姫の力を狙ったのでしょう」

　それを聞いた私の表情がまたもや強張った。

「確か、シュヴァインだった頃のガイウスと一緒に戦場にいた騎士が、シュヴァインは誰かに殺されたと口走っていて……でも、それと自国の姫である私を狙うのとどう関係があるというのでしょうか？」

　だが、陛下は首を横に振るだけだった。

「ガイウスとシュヴァインについて、もう隠せないところまで来ているのでしょう。それに、このままにしておけば、リリス姫の命に関わる」

「私の命に……？」

　突然そんな話をされてしまい、身体が一人でに震え始めた。

「ガイウスは何かに気付いてしまって、いてもたってもいられなくなったのかもしれない。話したいことがあります。よければ今晩、内密に会いに来てほしい」

「わざわざ夜にですか？」

「ああ」

　そうして、皇帝陛下が厳かに告げてきた。

「ガイウスの身体と、リリス姫の力の関係を。本当は、一刻も早く映像で伝えたかったが、君たちはまだランドルフ王国にほど近い場所にいた。他人から会話を傍受される危険性があったから、帝都までわざわざ来てもらったんだ」
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　迎えた夜。

　私は陛下との約束の場所へと向かった。

　場所は昼と同じく玉座の間だ。

「待っていました、リリス姫。どうぞこちらに」

　彼に促され、私は歩を進める。玉座の間の向こうへと促されると、行き止まりに辿り着いた。陛下が何かの呪文を口にすると、壁がゆらりと揺れて新たな空間が出現する。

　目を凝らして先を見据えれば、真っ暗な地下へと続く階段が見えた。

「目くらましの術」

「そうです。どうぞ、こちらに来てください」

　そうして、彼に促されるがまま、二人で階段を下りていく。

　不思議な仕組みになっていて、一歩一歩足を踏み出すたびに、周囲で明かりがぽうっと灯っていった。

　全ての段を下り切ると、再び開けた空間に足を踏み入れる。

「ここは、いったい……？」

　思わず声を上げた。

　何やら巨大な瓶のような不思議なものが、ずらりと何個も並んでいるのだ。

　人間を一人収納できるぐらいの瓶の中には、怪しげな七色の液体が入っており、時々ボコボコと音を立てていた。

　得体の知れない何かを目にして、ぞくりと肌が粟立つ。

「陛下、これはいったい何なのですか？」

　尋ねたにも関わらず、陛下は言い淀んでいるようだった。

「リリス姫、どうか、気をしっかり持ってほしい」

「陛下？」

　そうして、覚悟を決めた様子の陛下はゆっくりと続けた。

「ここはガイウスが生まれた場所。僕の兄である皇兄ラルフが聖女シルヴィアとの間にもうけたシュヴァインの遺体から、ガイウスを再構築して作り直した場所だ」

　私の全身に衝撃が走ったのだった。
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　帝都、宮殿の地下にある謎の研究所にて、皇帝陛下から私は衝撃的な事実を聞かされていた。

「端的に告げます。ガイウスは、不完全な技術の下、シュヴァインの身体を使って生まれた人物です」

　返す言葉が震えてしまう。

「不完全な技術……？」

「そうです。物体を粒子へと分解して、新たな物体へと再構築する技術」

　分解して再構築？

　人を？

　人も物質で構成されていることは分かる。

　だが、同じ素材を集めたところで、全く同じものができる保証などない。

　確かに、金属などで形状を記憶していて再生する可逆的なものは存在する。だが、人間のような多くの物質で構成される存在が、同じ物質を集めたところで復元できるはずはないのだ。

　鳥の卵を例に挙げればわかりやすい。壊れた卵は元には戻れないのと同じだ。

「同じ物質で再現しようとしたところで、理論上、全く別の何かに代わってしまうはず」

　──不老不死。死者蘇生。

　もちろん、研究者たちの中でそれに挑んだものがいるのは知っている。

　だが、どれだけ研究したところで無理だったと証明されたはずだ。

　なのに、人間でそれを可能にする技術が生まれてしまったというのか？

「……一度死んだ人間が何かに生まれ変わるなんて……絶対にありえない」

　震えながらポツリと呟いた言葉を、皇帝陛下が拾い上げた。

「リリス様、貴女はシルヴィア様によく似ています」

「シルヴィア？　それは皇兄ラルフに嫁いだ聖女シルヴィアですか？」

「ええ、彼女も貴女のように聡い女性でした。頭が良すぎて狂人と言われて育った兄だったが、対等に話せるシルヴィア様の存在は代えがたいものでした」

「え？」

　衝撃的な事実に私は目を見開いた。

「そんな……だって皇兄ラルフ殿下がシルヴィア様を殺したのでしょう？　だから、ランドルフ王国とロクス帝国との間に戦争が起こったのであって……」

　すると、皇帝陛下はふるふると首を横に振る。

「まぎれもなく兄は自身を理解してくれたシルヴィア様のことを愛していた。そうして、彼女は懐妊し、シュヴァインのことを生んだ。けれど、それまでに癒しの力を行使しすぎた彼女は、出産を経て、余命いくばくもない状態になってしまった」

「え……？」

「シルヴィア様が死ぬかもしれない。そのせいで兄の様子がおかしくなってしまった。シルヴィア様を愛していた兄は、彼女をどうにかして生かそうとして躍起になって研究にのめり込んでいった」

「その研究というのが……？」

「ええ。今でこそ魔術理論に関しては発展を遂げており、様々な真実が明らかにされ、様々な現象に何らかの言葉がつけられているが、それは先人たちが死屍累々と過去に積み重ねてきた経験則から導かれた事実にすぎない。聖女シルヴィアが嫁いでいた頃は、今と違って癒しの力について、まだ明らかにされていないことが多かった。そうして、兄はとある理論に辿り着いてしまった。死者の遺体を蘇らせるという、ね」

　皇帝陛下は伏し目がちに答えた。憂いを帯びた彼の碧い瞳がせわしなく揺れ動く。

「狂人と呼ばれていた兄に対して『死者を蘇生させるなんて冒涜だ、神の道義に反する』と反対してくる者たちはいなかった。それどころか、この研究がうまくいけば『死者を蘇らせることで、戦争に無限に兵を投与できる。我が国は大陸どころか世界を支配する力を手に入れることができるのだ』と、周囲の者たちの意見をねじ伏せた」

　彼は苦しそうに続けた。

「それからも、兄が研究を止めることはなかった。なかなか研究結果の出ない彼は、いよいよ自身の息子シュヴァインの身体を研究に利用しようと目論んだのです」

「そんな……」

「我が子を利用されることを嫌がった聖女シルヴィアは、皇兄ラルフの元から逃げ出しました。そうして、シュヴァインの身体は、シルヴィア様の弟であるランドルフ王国宰相の手に引き渡された。だが、帝国の恥部を知るシルヴィア様を帝国の外に出すことは出来なかった。兄に連れ戻されることになったシルヴィア様は、だがそのままの姿で生きることができなかった」

　皇帝陛下が言い淀んだ。

　つまるところ、シルヴィアはラルフの研究の甲斐なく死んでしまったということだろう。

「シルヴィア様を失った後も、何かにとりつかれたかのように研究を続けたラルフは、遂に一匹の魔獣の蘇生に成功しました」

　私は思わずごくりと唾を飲み込んだ。

　人の命に関与する研究は倫理的にも問題が多い。

　だが、それに携わる研究者としては、どうしても興味関心がそそられてしまう話題である。

　皇帝陛下は続けた。

「だけど、問題が発生したのです」

「問題？」

「ええ。何体かの魔獣の復元に成功することができたのだが、必ずといっていいほど復活してからの生存日数は長くなく、どこかが欠損するのです」

「生存日数が短い？　どこかが……欠損？」

　その話を聞いて、ざわりと胸が鳴った。

「欠損しているということは、再構成に使用されなかった物質が存在すると、短絡的に考えてもらっても良いでしょう」

　シュヴァインの不完全な復元によって生まれた存在がガイウスだからこそ、元々の髪の色から色素が欠落していたり、右眼が欠損していると考えれば、つじつまが合う。

「そうして、その使用されなかった構成物質に大きな問題があったのです」

「使用されなかった構成物質に大きな問題……？」

　ざわざわと落ち着かない気持ちをなんとか抑えつけながら話を聞き続ける。

「そう。死んだ本体から失われた構成物質の副産物として、強大な魔力が生み出されることが発覚したのです。構成物質は粒子に変化し、本来の身体とぶつかれば、より大きな力を放出する」

　船上で、鳥が閃光を放ち消滅した場面が脳裏に浮かんできた。

　戦慄く唇でなんとか言葉を返す。

「だったら……まさか、戦場で死者の兵たちが大量投入されていたのだとすれば、再構成された体に綻びが生じて、放出された粒子がぶつかりあって……そのせいで『消えた聖女の怒り』が発現してしまったということですか……？」

　死者たちが崩壊して生み出された大量のエネルギーによって、戦場で無数の死者が出てしまったのだろう。

　皇帝陛下は憂いを帯びた表情のまま続けた。

「同じ遺体を用いることで、似た人物を再構築することは出来るけれども、そもそもが記憶や理性が失われていて、元の人間と全く同じ人間を『蘇生できた』とは到底言い難い状態でした。それに彼らは短命だった」

　ぽつりぽつりと続けた。

「そこまでわかっていて、なぜ兄がシュヴァインを復活させようとしたのかはわかりません。だけど、生まれてきたガイウスには、白金色の少女の姿が記憶に残っていて、失ったはずの右目が疼くという。だからこそ、奇跡を信じてしまいそうになるんです」

　皇帝陛下の顔には、兄に対しての複雑な胸中が浮かんでいたのだった。
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　宮殿の客室に通された私は、一人で思案に耽っていた。

（シュヴァインとガイウスは別人格だって思っていたけれど、やっぱりシュヴァインは死んでいて、もうこの世にはいないのね）

　きゅっと胸のペンダントヘッドを握る。

　再び事実に直面させられて、期待してしまっていた分、より一層辛さが増した気がする。

（だけど、前を見ないといけない。振り返ってみれば、ガイウスの様子はおかしかった）

　去り際、自身の過去について語っていた彼の寂しそうな表情を思い出す。

　真実を知ってどこかに行ってしまったのだろうか？

「行かなきゃ……ガイウスを探しに……!!」

　そう思って、部屋の扉を開けようとしたのだけれど──。

「ダメです、リリス姫。僕はガイウスに貴女を帝都で保護するように頼まれている」

　なんと、扉の前には皇帝陛下の姿があったのだった。

「ガイウスが帰ってくるという保証はありませんが、ガイウスはリリス姫のために動いているのです。どうか、彼が帰ってくるのを待ってほしい」

　そんな風に言われ、頭の中にシュヴァインの姿が浮かんだ。

『武運を祈っておいてください、リリー』

　ぽつりぽつりとつぶやく。

「私は……」

　シュヴァインに言われ、黙ってランドルフ王国で祈りを捧げて待っていた自分。

　だけど──。

「戦時中、どうして祈りを捧げていただけだったんだろうか。怖くても、ちゃんとシュヴァインの本心を聞いておきさえすれば、こんなにも後悔はしなかったのに。いいえ、いっそ戦場についていって、彼を支えることだってできたのに……そう思って、この十年過ごしてきました」

　何も行動に移さずに、ただ黙って相手のことを待っていただけ。

　そのせいで、長い間、シュヴァインへの想いを燻らせ続けた。

　仕事に精を出すことで前進しているのだと自分を無理やり納得させただけで、ずっと、ずっと後悔して生きてきたのだ。

「リリス姫、最近はガイウスの発作の回数も多かった。彼の身体ももう寿命なのかもしれません。どうか、彼の決断を無駄にしないであげてください」

「陛下」

　私は相手を見据えると告げる。

「私はガイウスのそばに向かいます。彼のためじゃない、私自身のために」

　けれども、陛下は頭を振るだけだ。

「愛する人を、今度は目の前で失うかもしれない、それでも？」

「勝手にいなくなられるのは、もう嫌です。もし彼が消えるというのなら、ちゃんとこの目でそれを見届けたい。それに……」

「それに？」

　私は陛下に向かって凛と告げる。

「私は聖女リリス・ランドルフ。シュヴァインは失ってしまったけれど、今度こそ、私はガイウスを救ってみせます。私は、彼を救うために生まれてきたのです」

　皇帝陛下は目を見張った。

「それに、私はまだランドルフ王国の王女のままです。帝国の国民ではありません。そんな私を閉じ込めるというのなら、帝国から王国への宣戦布告とみなしますが、いかがでしょうか？」

　しばらく静寂が訪れたが──。

「ガイウスが貴女に惹かれたのも分からなくないなと思いました」

　陛下は破顔した。

「分かりました、どうか道中は護衛を連れていってください」

　私の胸の内に希望が灯る。

「陛下、無礼なふるまい、大変失礼いたしました。ありがとうございます」

　そうして、皇帝陛下に頼んで護衛の騎士たちをつけてもらい、私は消えたガイウスの跡を追い掛けることにしたのだった。
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　リリスと別れたガイウスは、馬に乗って草原を駆けていた。

（このままだとリリスに危険が及ぶ。その前に敵は排除してしまわなければならない）

　リリスと結ばれた際に、思い出した記憶──というよりも、力同士の共鳴というべきか、はたまた干渉が起こって、ガイウスはとある真実に辿り着いてしまっていた。

「俺はリリスが愛し続けた男じゃなかった。彼女の愛した男からできた別の存在だった」

　最初は膨大な記憶の波に呑まれかけ、動揺したガイウスだったが、眠る愛おしいリリスの顔を見て、冷静になった際に一つの危険性に辿り着いた。

　どうして、これまで幾度となく、ランドルフ王国からリリスに対して刺客が放たれてしまっていたのか。

　おそらく──。

（あいつだ。リリスを殺してシルヴィアを復活させ、あげく再び戦争を起こそうとしている）

　ガイウスはシュヴァインそのものではない。

　が、シュヴァインの記憶も手にしてしまっていた。

　手綱を握るガイウスの手から一瞬だけ力が抜けかけたが、ぎゅっと力をこめなおす。

　脳裏に浮かぶのは──。

（あまり会いたくはないが、リリスが狙われている、俺が行くしかない）

　どうやら、似ている人間を再構成すれば、全く同じものにはならないが、酷似したものになるようだ。

　リリスの持っている癒しの力は、聖女シルヴィアのものと酷似しているのだと、道中出会った司祭も皇帝陛下も口にしていた。

（あいつが今までリリスの近くにいたのに、殺して再構成を試さなかったのは、あえてリリスの身体がシルヴィアと同じ年頃になるまで待って、同じぐらいの力をため込むのを待っていたってところだろうな）

　皇帝陛下はリリスの死の危険性を察知していたからこそ、急遽ガイウスをリリスの夫にすると大義名分を得て、敵国に乗り込ませて隔離したというところだろう。

（俺の跡を継ぐ人間はそれなりに育ててきたつもりだ。後はどうにかしてくれるだろうさ）

　辺境都市の砦が見えはじめる。

（リリス、俺のことなんて嫌気が差してしまったかもしれないな……）

　抱くだけ抱いて後にしてきてしまった婚約者のことが心配だった。だが、それ以上に彼女の命の方がガイウスにとっては大事だった。

　その時──。

「ぐっ……」

　右目が疼きはじめると同時に、手先から一気に感覚が失われていく。

　ドクンドクンドクンドクン。

　ふと、指先が陽炎のように揺らめきはじめる。

　騎乗したまましばらく発作に耐えていると、指の形へと再び像を結んだ。

　深呼吸をした後、ガイウスは自嘲気味に微笑んだ。

「リリスには嫌われたぐらいがちょうどいいのかもしれない。その方が、俺が死んだときのショックが軽く済むってもんだ。だから、もし俺が死んだとしても、どうか、また別の男と幸せになってくれよ」

　彼女に二度同じ苦痛を──婚約者を失うという傷を与えたくはない。

　けれども、一度乗り越えられたのなら、心の強い彼女ならば、必ず乗り越えられるはずだ。

（リリス、俺はどうなっても良い。だが、奴が生きている限り、リリスは命を狙われ続けるだろう。だが、そうはさせない。あいつのことは俺が絶対に護ってみせる）

　その時──。

「なんだ？」

　先ほど揺らめいた指先から、淡い白金色の光が零れはじめる。

　同時に、全身が熱を帯び始めた。

「これは……まずいな。制御が利かない」

　だけど、どうにか熱源を自分自身の身体で抑えるか、物理的に水の防壁で囲わない限り、周囲を破壊してしまう可能性がある。

「最後に一回ぐらい立ち寄りたかったが、仕方がねえな」

　そうして彼は自身の育った辺境都市を横切ると、大河に単騎で駆けていった。
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　探知魔法の得意な人物に動向を探らせたところ、ガイウスはどうやら帝国とランドルフ王国の国境沿いに向かっているのだという。

　現在、転移の魔術を行使できる類の人間は帝国には存在しないようで、私は馬の筋力を増強して俊足の補助魔術をかけることで対応した。

（馬に負担をかけてしまうから、あまり使いたくないけれど……数日の間は休んでもらうように、御者にも伝えておかなければ）

　ガイウスは魔術も行使できるが、こういった何者かに干渉する類の魔術は使用できない。そのため、かなり距離を縮めることに成功したはずだ。

「寄るにしろ寄らないにしろ、辺境都市の近くを通るはず」

　そうして、国境沿いに向かって駆けていたのだった。

　急いで馬車で向かう最中、私宛てに一通の書状が送り届けられていた。

「このタイミングで何だというの？」

　封筒の裏を返して驚いてしまう。

　そこに記載されていたのは──ランドルフ王国オルドレイク閣下の名だったのだ。

（宰相様……？）

　ざわりと胸騒ぎが走る。

　慎重に封を開けると、真っ白な便せんに几帳面な文字が躍っていた。

「『リリス様、息災だろうか？』ただの無事を確かめるための手紙？」

　少しだけ神経質になりながら、手紙を読み進めていく。

　本当に中身はただの安否確認のようなものだった。

「これは……」

　最後の便せんをめくった瞬間、とある魔術陣が記載されていることに気付く。

　それを目にした瞬間、全身が熱を持ちはじめた。

（何、これは……？）

　自身の身体から白金色の光が放たれていたのだ。

　自分自身で制御をかけようとするが利かない。

（魔術陣に仕掛けがあったというの？　まずい……このままじゃ……）

　けれども、自身の手でどうにかしなければならない。

（身体を流れる魔力と聖なる力の流れ、乱れた流れを正すことに集中するのよ）

　そうして、瞼を閉じて、自身の暴走しようとした魔力を──。

　一気に収束させることに成功したのだった。

　終わった後には、どっと汗をかいてしまった。

「良かった……今のは……いったい……それにあの魔術陣……宰相様、やはり……」

　はあはあと乱れた呼吸を整える、しばらくすると汗が引きはじめた。

　その時──。

　二つの国にまたがる大河の方から、白金色の光の揺らぎがみえる。

「あれは!!」

　咄嗟に馬車の扉に手を掛ける。

「リリス様!?」

　騎士たちの呼び声にも答えず、勢いよく馬車の扉から外に向かって飛び出すと、地面にぶつかってひどく身体が痛んだ。だが、そんなことを気にしている場合ではない。

　愛しい彼がいる河に向かって、私は駆け抜けたのだった。
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　わりと近くに見えていた河だったが、やはり目で見えた以上に遠くて仕方がない。

　だが、あの光は──。

（あれはガイウスに間違いないわ）

　他の人を巻き込むわけにはいかず、私は一人で駆けることに決めたのだった。

「はあ、はあ、はあ……」

　こんなに走ったのは、シュヴァインの訃報を聞いた時以来ではないだろうか？

　もう走るどころか歩けないぐらい、脚はまるで棒のようだったが、立ち止まるわけにはいかず、必死に野をかけた。昔は草原だっただろう場所は、戦場で起きた謎の閃光のせいで荒れ地になってしまっている。

　それらを尻目に、水の流れに逆らって走った。

　もう少しで到着だという頃、シュヴァインとよく似た顔のガイウスの顔が頭の中に浮かんできた。

（ガイウス……）

　彼に会えてよかった。

　また自分に誰かを愛することができるのだと分かって。

　シュヴァインと同一の存在ではあるが、作り直されたことで別人として生を受けたガイウス。

（私はシュヴァインのことを愛していたわ。だけど、再びガイウスのことを愛することができた。そうして、心だけでなく体を通して愛される喜びを与えてくれた）

　そんな彼を一人で死なせるなんて……今度こそ絶対にしたくなかった。

（シュヴァイン、身体はガイウスのものになってしまっているけれど、きっと貴方の魂は、きっと天に召されているのでしょうね。……他の男性に心惹かれた私のことを馬鹿な女だって思うかしら？　だけど、そんな私でも貴方は迎えに来てくれる？）

　おそらくガイウスを構成する物質が揺らぎ、このままだと彼は死に瀕する可能性がある。

　だが、これまで私がおこなってきた研究の限りでは、私の持つ癒しの力とぶつけ合わせれば、彼自身の身体の崩壊は防げるはずだと、走りながら考えていたのだ。

　失敗しても成功しても、ここで──かつて愛したシュヴァインが死んだこの荒野で、死ぬかもしれない。

（理論上だと私は死ぬわ。だけど、どれだけ考えても分からないことはいくらでもある。私はガイウスを救ってみせる）

　そうして──。

「絶対に生き延びるわ。だから、どうか私を見守っていてシュヴァイン」

　リリスの周囲に淡い光が舞いはじめた。

　光との距離は間近に迫ってきていたのだった。
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　一方、馬を乗り捨てたガイウスは、河に向かって駆けていた。

　体の綻びは進行し続け、内側から光が漏れはじめる。

「このままじゃ水中に間に合わない……頼む、あと少しだ……」

　耳にザアザアと河の流れが聞こえてきた。

　草をかき分けた先に、ごうごうと流れる河がみえる。

　土を蹴り上げ、水の中に入ろうとした、その時──。

「ガイウス!!」

　駆けつけてきたのは──。

「リリス……!!　どうして、ここに!?」

　ガイウスから光は溢れ続ける一方だ。

「ガイウス!!　貴方を一人にはしない!!」

　ガイウス目掛けてリリスが駆けてくる。

「離れろ、リリス……!!」

　そうして、追いついたリリスがガイウスの身体をひしと抱きしめてきた。

「あなた、私から離れないって誓ったのは嘘だったの!?　そうやって約束を破って、自分を傷つけて、自分だけが全部を背負いこもうとするなんて、私は絶対に許さない!!」

「──っ……!!」

　リリスが呪文を唱えはじめる。

「私を救ってくれた貴方を、私は今度こそ救ってみせる!!」

　そうして──。

「物理的に熱を抑えます!!」

「え……？」

　そうして、もう何度目だろうか、近くにある河に二人して飛び込んだのだった。
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　ぴちゃり。

　頬に冷たい水が落ちてきて、私は目を覚ました。

　周囲を見渡すと、そこは堅牢な岩の壁に覆われた薄暗くてじめじめした場所だった。

　清潔なリネンで整えられた白いベッドの上、ゆっくりと身体を起こす。

（何なのここは……？）

　自分の姿を見れば、清らかな白いドレスに着替えさせられていた。

　特に枷などはつけられていないようだ。

　ふっと外に目をやれば、すぐ近くに塔の先端が見え、高い位置にいることが分かった。

「ガイウスはどこなの？」

　河に飛び込む前、彼の身体はものすごい熱を帯びており、生きていたとしても臓器に影響が及んでしまっている可能性が高かった。

（早くガイウスのそばに行きたいのに……）

　そんなことを考えていると木で出来た扉が大きく開け放たれた。

「何……!?」

　扉の向こうのランプの明かりが眩しくて、思わず目を瞑った。

　徐々に明るさに慣れてきて、そっと瞼を持ち上げる。

　そこにいたのは──。

「リリス、会いたかったよ」

「宰相様……!!」

　祖国ランドルフ王国のオルドレイク宰相閣下だった。

　さらさらの白髪の、柔和な笑顔を浮かべた人物。

　元婚約者シュヴァインの育ての親であり、大層美しかったと評判の聖女シルヴィアの弟。

　もう五十近いはずだが、年齢よりも若々しく才に恵まれた人物である。

　魔術に長けていたこともあり、祖国においてリリスの魔術の指導者でもあった。

　今までならば、彼の登場に安堵していたところだろうが──。

　重たい口を開く。

「宰相様、あの手紙は宰相様がしたためたものでしょう？」

「ああ、そうだよ、リリス姫。私が手掛けたものだ」

　悪びれもせずに、そう告げたオルドレイク宰相。

　彼の顔を見るのが正直恐ろしく思ったものの、私は彼の顔をきっと睨んだ。

（この御方は……）

　幾度となく私の元に送られてきていたランドルフ王国の兵たち。

　それに、船上でシュヴァインのかつての同僚騎士が放った言葉。

　そうして、送られてきた書状に描かれた魔術陣。

　聞くのが躊躇われ、頭を振った私は、宰相閣下に問いかけた。

「ガイウスはどこにいますか？」

「ああ、あの男は、あちら側の塔にいるよ」

「なぜ、引き離したのですか？」

「一緒にしてもメリットがないからだ」

「メリット？」

　思わず問いかけるが、オルドレイク宰相は笑んだままだ。

「私にとっての、ね」

「な……」

　今までは優しい人物だと思っていたが、笑顔が底知れなくて、なんだかとても恐ろしかった。

　そうして、相好を崩さずに彼は続ける。

「部下に殺させたはずのシュヴァインが蘇って現れた時には肝が冷えたよ。まあシルヴィア姉さんを復活させる前に、シュヴァインの遺体での再構築を私自体も試そうとは思っていたんだけどね、残念ながら、その前に遺体が帝国側に渡ってしまったんだ」

　その言葉に唇がわなわなと震えた。

「シュヴァインを殺したのは……」

「私が直接手を下したわけではないよ。姉さんに顔だけよく似て、特に癒しの力の素養はなかったようだった。最初は実験体として利用していたし、幼い頃には嬲って遊ぶ楽しみはあったけれど、彼が大きくなってからはそれもできなくなった。用済みだが色々知りすぎているシュヴァイン家畜は、大義のためには消してしまわないとね」

　あまりの衝撃に二の句が継げなかった。

「帝国側が先に研究に成功していたことは知っていた。とはいえ、あの研究には不備が多かった。私も同じ研究をおこなっていたが、結局帝国ができたことは、本体から放出された物質から、さらなる紛い物を生み出して特攻兵器として使うぐらいだった」

　船上での鳥の片翼から生まれた小さな鳥の話のことだろう。

　不備のある研究とはいえ、実用されれば大変なことが起こるに違いない。

　そんなことを思っていると、オルドレイク宰相がくつくつと笑いはじめた。

「ガイウスか……。シュヴァインの死んだ身体から再構築されただけの、不完全な体だ。所詮は紛い物、綻びが生じて、あとは朽ちるか消えるだけ」

「それ以上、ガイウスのことを悪く言うのは許さないわ!!」

　宰相閣下が愉快気に唇の端を吊り上げた。

「へえ、ランドルフ王国にいた頃は、あんなに死んだ魚のような目しかしてなかったのに、瞳に強さが戻ったな。面白い。シルヴィア姉さんによく似ているな」

「似ているからなんだというの？」

「似ているからこそ、お前の身体をシルヴィア姉さん復活のために利用させてもらおう」

「な……!!」

　彼の目的を聞いて、怒りで胸が打ち震える。

「ふん、まだ紛い物のガイウスは利用できそうだ。そのまま眠り続ければ死ぬかもしれないがな……さて……」

　四方から光の鎖が伸びてきて、私の四肢に絡みついてきた。

　そのまま身動きがとれなくなる。

「しばらく眠るが良い。最後の晩餐を準備したら、またこちらに来よう」

　彼の背後には顔色を失った兵たちが付き従う。

（あれは、船の上にいた兵たち？　まさか──）

　だが、非情にもオルドレイク宰相閣下は立ち去っていく。

「こんな格好でどうやって眠れというのよ。だけど、どうにかしないといけない。宰相様がシルヴィア様復活のために私を利用したいのは分かったけれども、それ以上に何か嫌な予感がするわ」

　そんなことを言いながら、頭の中で様々な計算をはじめていると──。

『リリー』

　懐かしい声が聴こえたかと思うと、ふっと身体が軽くなると同時に鎖が消失した。

　光が一度自身の周囲を浮遊した後、もう片方の塔へと飛び立ったのだった。

「助かったけれど、今のは？」

　だけど、気に留めている場合ではない。

（どうにかしないといけない）

　ここは、双子の塔が並ぶ堅牢な石造りの城だ。

　閉ざされた牢の中、小窓があるものの、外からしっかりと柵がついており、まさに檻のような場所だ。

　窓に向かって歩いた後、少しだけ顔を乗り出してみれば、隣に同じような塔が見える。

（ガイウスは大丈夫かしら……？）

　そんな心配はあったものの、彼と結ばれた後から不思議な感覚ではあるのだが、どうしてだか、ガイウスが生きているかどうかが漠然とわかるようになったのだ。

（きっと大丈夫だわ）

　どうにかして彼が幽閉されている場所へと向かわないといけない。

（想像通り、全ての元凶はオルドレイク宰相だった）

　愛するシュヴァインを殺し、そうして、自身の姉シルヴィアを再構築するために私の身体を利用しようとしていることが判明した。

　さらにはリリスに敵将ガイウスという存在への恨みを募らせるように仕向けたのだ。もしかすると、ガイウスとの婚姻だって、オルドレイクが仕組んだことかもしれない。

（宰相閣下の下で研究に励んでいたけれど、結局は掌の上で踊らされていたということね）

　最初から利用されていたのだと思うと、悔しさで胸がいっぱいになる。

「ただでは死なない。いいえ、どうにかして生き延びて、ガイウスの命を救ってみせる。そうして、私のことを今まで騙してきた宰相閣下に一矢報いてみせる」

　そう決意を固めていると──。

　コンコン。

　扉がノックされた。

　さっそく宰相閣下が食事を運んできたようだ。

　私はきゅっと唇を引き結んで決意を固める。

「宰相閣下……」

「リリス姫、さあ食事を用意しましたよ。おや、四肢に巻き付けていた光の鎖が無くなってしまっているな。あのぐらいの術式なら、すぐに解除できるか……食事の後に、より複雑な鎖に変更しておきましょう」

　人の良さそうな笑みを浮かべた彼だが、今までのことを知ってしまった以上、えらく胡散臭く見えてしまう。

　相手に自分自身をさらけ出したくなくて、伏し目がちになりながら答えた。

「ありがとうございます」

　そんな私の反応を見て、唐突に宰相が下卑た笑いを浮かべる。

「感謝しているようには見えないな」

「もちろん、感謝しておりませんので」

　すると、相手がくつくつと笑いはじめた。

「リリス、君はシルヴィア姉さんを再構築するための大事な存在だ。だから、君の身体は大事にとっておきたかった。だが、先ほど部下から聞かされたのだが、残念なことに、君とガイウスは最後まで結ばれてしまったという。君の胎はシルヴィア姉さんの胎になる大事な胎だというのにね」

　とことん、自分を姉の代替品か何かだと思っているようで、虫唾が走った。

「まあ君の胎にこびりついたおぞましき精も、遺体を分解した後に異物として取り除いてしまえば、それで良いはずだ。そう、君は死んで浄化された後、シルヴィア姉さんの記憶と融合し、新たな美しきシルヴィア姉さんとして生まれ変わるんだ」

　それを聞いた私はふんと鼻で笑った。

「ガイウスを見たら分かるでしょう？　シュヴァインを分解して再構築したガイウスは、ガイウスであってシュヴァインではないわ。シュヴァインという存在は全く同じ人間になるわけではないということを、彼を見た貴方が一番わかっているんじゃないの？」

「生意気な口を利くようになったものだ。ガイウスの影響か。清らかな百合のまま、死んでいたら、もっと美しかったというのに」

　オルドレイク宰相は大げさに嘆きの声を上げた。

「だから、なんだというの？　私だって誰かの影響を受ければ変わるわ。人は一秒でも同じ人間ではいられないの。日々を懸命に生きていたら、少しずつ変わっていくものなのよ。お姉さんのことが大好きなのはわかったけれど、そのお姉さんの忘れ形見のシュヴァインのことを家畜呼ばわりして、貴方の方こそ家畜以下よ」

　すると──。

「うるさい、うるさい、うるさい、うるさい!!」

　宰相が駄々をこねる子どものように喚き散らした。

「俺は優しい優しいシルヴィア姉さんを再構築するんだ!!　そうして二人で理想の人生を歩みなおしてみせる!!」

　私は醒めた目で相手を見ると伝えた。

「私、知っています、宰相閣下。いいえ、知っているけれど、私は優しいから、貴方に黙っておいてあげる」

「なんだ……？」

「言いません」

「いいから言えよ」

　そうして、一度大きく息を吸うと、相手に向かって告げる。

「お姉さまが愛していたのは貴方みたいな弟じゃない。皇兄ラルフ殿下よ」

　そう告げると、宰相の顔が歪み、悪鬼のような形相へと変わっていく。

「リリス……何を言いたい？」

　そんな彼に吐き捨てるように告げた。

「貴方のお姉さまが本当に愛していたのは、別の人だって教えてあげているのよ。貴方みたいな自分勝手な人間ではないわ。そうじゃなきゃシュヴァインは生まれていなかった」

　すると、宰相の手が私をパチンと平手打ちしてきた。

　頬がじんじんと熱くなってしまう。

　口の端が切れて血が滲んで少しだけ痛かったが、私は口撃を止めない。

「その事実を受け入れられなかったからこそ、シュヴァインを家畜呼ばわりしていたぶって遊んでいたのでしょう？　貴方はシュヴァインに嫉妬していたのよ。醜いわね」

「黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ!!」

　感情を剥き出しにした彼が私の身体の上に覆いかぶさってきた。

「許さない!!　今すぐお前を!!　ここで生きたまま分解してやる!!　許さない!!　許さないからな!!」

　まるで駄々をこねる赤ん坊と同じだ。

　わあわあと絶叫しながら、私の髪を鷲掴みにする。

「何度だって言うわ、貴女のお姉さまが愛したのは貴方なんかじゃない。生きている間に自分のものにならなかったお姉さまを──誰かを愛したくて自由になりたかった姉さまの魂を、貴方は自分のエゴで汚そうとしているのよ」

　体の上で宰相は獣のように唸る。

「お前に何が分かる!!　幼い頃から愛していたんだ、彼女のことを!!　なのに途中で現れた敵国の男に奪われてしまった!!　この俺の気持ちが分かるわけはないさ!!　姉さんだけだったんだ、私のことを理解してくれていたのは!!　なのに!!　ラルフが寄こしてきたのは、別人になった姉さんと、要らない赤ん坊だった!!」

　ばあやに聞いた話だと、ばあやが赤ん坊のシュヴァインを王国に連れていったはずだったが、リリスにはまだ知らされていない何かがあるのだろう。

　他の男の子を孕んだシルヴィアのことを、別人になった姉さんと表現しているのだとしたら恐ろしい気持ちになってくる。

「あの役立たずの国王が!!　婚約者だったくせに、敵国で姉さんが実験体になるのだって知ってたくせに!!　自分の身を護るために、さっさと姉さんを敵国に引き渡しやがって!!　そのくせ、自分はのうのうと生きて、幸せな家庭を作って!!　許さない!!」

「それで？　帝国から帰ってきた聖女シルヴィアが、自分の愛していたシルヴィア姉さんと違って穢れた存在になったって言って…殺しでもしたの？　──っ……」

　相手が私の首をギリギリと締めてきた。

「愛するものを失ったもの同士……お前は私のことを理解してくれると思っていたのにな、リリス……」

「っ……愛するものを──貴方は……自分の手で──壊したでしょう？　私とは……違う」

「知ったような口をきくな!!」

「さあ、さっさと……私を使って……作り直したらいいわ……新しく従順な……シルヴィア姉さまをね」

「ああ、リリス、お前の言うとおりにしてやる。今度こそ、僕の言うことだけを聞くシルヴィアにしてみせるんだ!!　僕だけを愛してくれる、そんな従順な女にね!!」

「そんなのシルヴィア姉さまでもなんでもない……ただの……人形だけど……ね」

「黙れ！！！！」

　どうにかして、この場を切り抜けないといけない。

（考えるのよ……どうにかしないと……）

　相手は頭に血が上っている状態だ。自分には治癒術しか行使する能力しかないが、きっと、どうにかできるはずだ。

　その時、ふと、彼の頭上でランプがゆらゆらと揺らめいているのが見えた。光で眩しくて仕方がない中、首まで絞められているせいで、視界がぼんやりと歪む。

　その時、はっと何かに気付いた。

（これだわ……!!）

　意識が遠のきかける中、震える手を宰相の胸元へと伸ばす。

　宰相の証である徽章を掴んで引きちぎると、彼の頭上近くのランプに向かって投げ捨てた。

「どうした、リリス、気でも狂ったのか？」

　その時、徽章がランプに投げ入れられると、反動で揺れ動いて、相手の頭上に真っ逆さまに落下する。

「あつっ……!!　こしゃくな真似を……!!」

　そうして宰相閣下が髪にかかった火の粉を振り払っている隙に、ちょうど自分の方に転がってきたランプに自身の癒しの術をかける。

　本来は無機物に対して効果のない癒しの術。

（消えた聖女の怒りと同様よ）

　だが、癒しの術を行使する際に生まれる副産物と火種とがぶつかり合う。

「な……!!」

　私たちの頭上で大きな爆発が起こり、塔の先端まで炎が舞い上がる。

「うわあああ」

　宰相がのたうちまわっている隙に、私はなんとか彼の身体の下から逃げ出すと、鍵を奪い取って、扉の向こうへと駆けて逃げ出す。

　ドレスの裾をビリビリと切り裂いて、脚をさらけ出すと、勢いよく回廊を駆け下りていく。

　火傷を負った宰相が後を追いかけてくる。

「待て!!　リリス!!　絶対にお前のことを逃がさない!!」

　あと少しで塔と塔とをつなぐ中央に到達すると思ったところ、宰相に追いつかれてしまい、髪をぐいっと引っ張られ、後ろにのけ反ってしまった。

「……っ」

「さあ、追いついたぞ、リリス……不完全だが、さっさとお前を分解して再構築してやろう」

「貴方の思い通りにはさせないんだから!!」

　そうして、手に持っていたランプの取っ手の金具で、自身の髪を切り落として相手から逃げ出そうとしたところ──。

「髪一本だってリリスを渡すつもりはない」

　聞き覚えのある声が聴こえたかと思うと、宰相の手が離れる。

　そうして、私のことを護るようにして現れたのは──。

「ガイウス……!!」

　なぜか、右眼に碧い光が戻った婚約者ガイウスだったのだ。
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　隣の塔の炎が、吹き抜けの回廊にゴウっと熱風と共に届いてきた。

　炎上する双塔の上、現れたガイウスの両目には碧色の光が宿っていた。

　このまま黒煙に巻かれて死ぬかもしれないと思っていたが、ちょうど恵みの雨がしとしとと降り始める。

　現れたガイウスが爽やかな微笑を浮かべる。

「悪い、リリス、遅くなったな」

「ガイウス、身体は大丈夫なのですか？　その眼は？　だって貴方の右目は……」

「さあな、急に見えるようになったんだよ」

　そもそも存在しなかったはずではなかったのか？

　彼の胸元のポケットからはみだした黒い眼帯の翡翠がキラリと輝いた。

　その時、我々の会話に覆いかぶさるようにして、オルドレイク宰相閣下が声を掛けてきた。

「重傷を負った体でどうするつもりだ。そもそも、お前の身体は不完全なままのはずだ。その綻び出した身体、無理に動かせば、死ぬぞ」

「リリスに害を及ぼす者を排除できるなら、そんなこと些末なものだ」

　ガイウスが腰に下げていた剣を抜くと同時に、宰相の背後に顔色のない兵たちがぞろぞろと現れた。

　顔に負った火傷を手で押さえながら、オルドレイクは叫ぶ。

「死んだランドルフ王国の兵たちだ!!　行け!!」

　塔と塔とをつなぐ入り口を覆う程大量の彼らは、無言でこちらに向かってくるやいなや、剣を繰り出してくる。

「ちっ……!!」

　目の前に現れた敵を、ガイウスが剣でいなす。

　何人かを倒した後、たまたま一人の兵たちの身体から、淡い光が零れはじめた。

「まずい!!　ガイウス、倒した彼らから放出された粒子は、私が抑え込みますから」

　私は癒しの力で死者たちから溢れる光を相殺する。

　剣戟の音は鳴りやまない。

　次々と現れる兵たちをガイウスが剣で打ち倒していった後、彼らの身体から放出された粒子に対して癒しの力で相殺して爆発を防いだ。

　だが、敵は無限にこちらに向かって駆けてくる。

（オルドレイク宰相……死者をこんな形で利用して、絶対に許されないわ。しかも自分は後ろに隠れて……!!）

　折り重なる死者の兵たちに心の内で祈りを捧げながら、敵と対峙する。

　時々、戦闘中のガイウスに癒しの術を施す。

「リリス、助かる」

　彼の剣戟の音はしばらく続き、まるで無限に続くと錯覚しそうだ。

「ガイウス!!　もう扉の方に敵はほとんどいません!!　あと少しです!!」

「残念だな!!　まだまだ俺は余力が余ってるってのに!!」

　時折かける癒しの魔術のおかげか、ガイウスは確かに余裕が残っていそうだった。

　そうして──。

「ほら!!　最後の一人だ!!」

　塔を埋め尽くしかねないほどの数の兵たちを、ガイウス一人で倒してしまった。

　余裕はあると言っても、大量の兵を相手にした後だ。雨で体力も奪われてしまっている。額に滲んだ汗を彼が一度拭った後、濡れた金色の髪をかきあげた。そうして、こちらに戻ってくる。

「リリス、大丈夫か？」

「ええ、貴方のおかげで私は柱の陰から援護するだけで良かったから」

「なら良かった」

　安堵した笑みを浮かべる彼が、そっと私の頬に手をかけてきた。

「疲れたでしょう？　術をかけましょうか？」

　すると、彼が私の唇の端にちゅっと口づけてくる。

「な……!!」

「今ので元気になった」

　束の間の談笑を楽しんだ私たちだったが、すぐに二人して気を引き締める。

　戦いはじめた頃には南中にあった月が、気付けばもう傾きはじめていた。

　いよいよ敵はオルドレイク宰相だけだ。

　柱の陰に潜む敵相手に、ガイウスが挑発をかける。

「ほら、叔父貴よ、隠れてないで、さっさと俺の前に来いよ」

　月明かりの下、白髪の男がサラサラと髪を揺らしながら登場した。

　宰相の手には長剣が握られている。

「隠れていたわけではないさ。なあ、シュヴァインだった頃のお前に稽古をつけたのは、私だということを覚えているのか？」

「あんたに色々言われてた俺のままじゃねえんだよ」

　ガイウスが二本の剣を腰から抜くと、右手側の剣を上段に構え、左手の剣を下段に構えた。

「行くぞ!!」

「来い!!」

　ガイウスが宰相に向かって駆けると、上段に構えていた剣で相手を貫き、下段の剣を振り上げる。

　だが、宰相は器用にそれを躱すと後ろに飛びのいた。

「叔父貴は、避けるのは速いみたいだな、相変わらず」

「シュヴァインからできた存在でしかないお前が、知った風な口を利くな……!!　ん？」

　だが、何か違和感を覚えたのだろう、宰相が眉をひそめた。

「どうして、お前は……まさか……」

　だが、相手の言葉を待たず、ガイウスが左手の剣を振り上げ、切りつける。

　けれどもすぐさま宰相は横に飛んだ。

　そう思った瞬間、ガイウスが宰相の腹めがけて蹴りをたたき込んだ。

　宰相が思わず剣を落とし、その場に蹲る。

　ガイウスが落ちた剣を蹴って滑らせると、宰相の手元から剣がなくなってしまった。

「シュヴァイン、騎士として恥ずべき行為だ」

「戦場じゃあ、そんな綺麗事は言ってられないんでね」

　だが、態勢を立て直した宰相は近くで倒れていた兵の細剣を引き抜いて構えた。

　しばらく二人の間に沈黙が流れた後、剣同士がぶつかり合う音が響く。

「ガイウス……!!」

　シュヴァインの剣の師だというのは伊達ではないようだった。

　以降も、お互いに一歩も引かず、剣戟は続く。

「叔父貴は、年取ってるわりには強いな。昔っからそうだったがな」

「シュヴァインの紛い物、お前の相手をしている暇は私にはないんだよ!!」

　そういうと、彼が自身の心臓の上に手を重ねる。

　赤い閃光が迸りはじめた。

「なに!?」

　思わず私は声を上げてしまう。

　赤い光が宰相の全身を包み込むと、一気に彼の身体能力が飛躍した。

　ガイウスのことを今度は宰相が猛攻しはじめる。

　剣がぶつかり合う音が響く。

「おいおい、大人げないな、叔父貴──自分の心臓に負担がかかるぜ」

「シルヴィア姉さんを復活させるために──お前を実験体にするだけじゃなくて、私自身にも負荷をかけて生きてきた!!　今さらどうなったってかまわない!!」

「そうかよ!!　どうなったって構わなかったんなら、なんでお前は俺を……いいや、国民を!!　他のやつら全部を巻き込んだんだよ!!　ふざけるなよ!!」

「こんな愚民ども!!　巻き込まれて当然だ!!　ぬるい環境で育ってきたお前には分からないさ!!」

　鬼気迫る表情の宰相が幾度となくガイウスに剣を打ち込んだ。

「ぬるいだ？　お前のせいで、さんざん辛苦を味わってきてるんだがな、俺──いいや、シュヴァインは!!」

「私はお前に優しくしてやったつもりだよ。お前以上に家畜のような扱いを受けてきた私にとって、シルヴィア姉さんこそが至高だった!!　なのに!!　この世界は、私から清らかな彼女を奪ったんだ!!　絶対に許さない!!　こんな世界、消えてしまえばいい!!　滅びてしまえばいい!!　私が全てを無に帰してやる!!」

　顔色一つ変えないガイウスだったが、先ほどよりも剣の動きが鈍ってきている。

　そうして、振り続けた雨によって出来た水たまりに一瞬だけガイウスが足をとられた。

　バシャンと水が跳ねる音が響く。

「ガイウス!!」

　ガイウスの身体が傾ぐ隙を宰相は逃がさない。

「消えろ!!　ガイウス!!　世界のために!!」

　どうにか仲裁に入ろうと、私は駆けようとしたが、脚がもつれてしまう。

　攻撃された後に癒しの術をかけるしかない──。

　だが、相手の狙いはガイウスの心臓だ。

（さすがに主臓器が動かなくなったら、治癒の力なんて全く意味を成さない!!）

　態勢を崩したガイウスも最後の足掻きか宰相目掛けて剣を繰り出した。

　そうして──。

　刃が肉を斬る音が響く。

「ガイウス!!」

　早く彼に術をかけないといけない。

　そう思ったが──。

　同時に、ガイウスの周囲に黒い焔が上がった。

「なに……!?」

　黒い炎の柱が空に立ち上った後、静寂が訪れる。

　どれだけの時間が経っただろうか。

「強くなったな……シュヴァイン……」

　頽れたのは宰相。

　彼の剣先──ガイウスの心臓の付近に目をやる。

（あ……）

　剣の切っ先は、私が以前渡した黒い眼帯の翡翠にぶつかっていた。

　そうして、ガイウスの剣の先は宰相の肩に深々と突き刺さっていたのだ。

　カラン。

　宰相の手から剣が離れた。

　その隙を逃がさずに、ガイウスが首元に剣の切っ先を宛がった。

　ちょうどその時、背後から人々の声が上がる。

「あんたが俺を作り直してくれたおかげで、リリスを愛することができた。ついでにいえば、もうこの城砦は俺の軍で包囲させてもらっている。これで全て終わりだ」

「……ここまでか……」

　宰相がガクリと膝をついた。

　しばらく彼はその場で沈黙する。

「ガイウス!!」

　私が駆け寄ると、ガイウスが私の身体をひしと抱きしめてきた。

「リリス、悪かった……心配かけたな」

「ガイウス……良かった、死んだかと思いました」

　嗚咽をもらす私の髪を何度か梳いた後、指を沈み込めると、彼が耳朶を柔らかく食んだ。

「ああ、やっと俺の姫にこうして触れられる」

「ねえ、ガイウス……なんだか貴方が今までの貴方とは違う気がするのですが……」

　なぜだろう？

　ガイウスのはずなのに、どことなく、シュヴァインを彷彿とさせるのは──。

「俺は……そうだな、ある意味、新しい俺になった。まだ不完全だがな」

「新しい、ガイウス……？　まだ不完全？」

「そうだ」

　一体全体彼が何を言っているのか分からず、困惑してしまう。

「俺は眠っていた間、シュヴァインの記憶と語り合った」

「シュヴァインの記憶……？」

「そうだ。ずっとお前の身体の中に潜み、そうして、お前を護り続けていたシュヴァインの魂。その魂が、眠る俺に語りかけてきたんだ」

「私の身体に潜んでいた……？」

　どういうことかと問いかけようとしたのだが──。

　ちょうど、宰相がくつくつと笑いはじめた。

「ふ……もう今までの計画が全て水の泡だ。見ただろう？　戦場で私もあの爆発に巻き込まれてしまっていてね」

　宰相の胸、破れた衣服からは機械仕掛けの心臓が覗いており、彼がそれに手をかけようとする。

「もう限界ギリギリなんだ。だから、ここで……」

「宰相閣下が自殺かよ。そんな簡単に楽はさせてやらねえぞ……!!　お前が!!　俺を殺したせいで!!　今の俺が生まれるはめになったんだよ!!　だから!!　俺の結末を見届けろ!!」

　ガイウスが宰相に駆ける。

　だが、一歩、遅かった。

　宰相が自身の機械仕掛けの心臓を取り出した。

「オルドレイク様……!!」

　宰相の身体から淡い光が零れはじめる。

　そこで、私ははっとなった。

「まずい!!　このままじゃ、せっかく兵たちの崩壊を抑えたのに──爆発が起こるわ!!」

　ガイウスが即座に反応する。

「なんだって!?」

　すると、オルドレイクが不敵に笑った。

「見届けてやるよ。同じ家畜の名を持って生まれたシュヴァイン。お前は俺と一緒にここで死ぬんだ」

　このままでは閃光が起こる。

　どうにかして防御しないと──!!

　光が宰相に向かって結集しはじめる。

　爆ぜる──!!

　そう思った、その時──。

「シェーブル」

　しわがれた声が聴こえた。

　宰相がはっと顔を上げると、彼の瞳が忙しなく揺れる。

　その場に現れたのは──。

「ばあや!!」

　ガイウスが思わず声を上げた。

　だが、ばあやさんは宰相の元へとゆっくりと歩んだ。

　彼女の周囲に金髪碧眼の美少年の姿がぼんやりと浮かぶ。

　宰相は唇を戦慄かせた。

「姉さん、どうして……？　だって、姉さんは……僕が……」

　姉さん？

　私の中に衝撃が駆け抜ける。

（だとしたら、ばあやさんが聖女シルヴィアなの？）

　癒しの術の使い手だとガイウスが言っていたことを思い出す。

　思わず、私とガイウスは顔を見合わせた。

「じゃあ、ばあやは俺の……」

「だけど、聖女シルヴィアは生きていたのなら、五十歳ほどのはずで」

　すると、ばあやさんがこちらを振り向いた。

「ラルフの研究の結果、癒しの力を生命力に変換することで寿命は延びたものの、急速に老いてしまいました」

　そうして、彼女は告げる。

「坊ちゃん、いいえ、ガイウス。この十年、貴方と共に過ごせて本当に幸せでした」

「俺は……だが、シュヴァインの身体を使っただけで、ばあやの子どもなわけじゃあ」

　だが、ばあやさんは首を横に振った。

「あなたは紛れもなく、ばあやの息子です。リリス姫、あなたの光がガイウスの身体を繋ぎとめるための力になるはずです。どうかガイウスを頼みます」

　私の光がガイウスの身体を繋ぎとめるための力に。

「はい」

　力強く頷くと、能面のようだったばあやさんの表情が穏やかなものに変貌した。

　そうして、彼女は宰相のそばにしゃがみ込む。

「待て!!　ばあや、一緒に逃げるぞ!!」

「いいえ、ばあやももう寿命です。不肖の弟を残して死ぬことはできません。最後の力を使って、この閃光を抑えます」

　そういうと、事切れかけている宰相を彼女は抱きしめた。

「姉……さん」

「貴方一人に罪は背負わせないわ、シェーブル」

　そういったばあやさんの顔が──若かりし頃の聖女シルヴィアの姿に見えた。

　彼女のそばには金髪碧眼の美少年が寄り添う。

（船上で見た男の子……）

　すると、ばあやが声をかける。

「ラルフ」

　聖女シルヴィアがラルフと呼んだ少年が、私たちに向かって告げる。

「どうか、幸せに」

　光が当たり一帯を包み込む。

「ガイウス、彼らが幸せに天に迎えられるように──祈りの歌を捧げます。どうか──私のそばにいて」

「リリス、分かった」

　そうして──。

　祈りの歌を捧げていく内に、眩い光が周囲を覆いはじめたのだった。








第六章　二人を繋ぐもの









　真っ白な光がランドルフ王国宰相と聖女シルヴィアの周囲を舞う。

　私が祈りの歌を捧げると白金色の光が舞い踊り、彼らを包み込んだ。

　その周囲を黒い焔が取り囲む。

　それら全てが渦巻きはじめ、彼らの姿はまるで陽炎のように消えていく。

「どうか彼らも幸福でありますように」

「リリス」

　感慨に耽っていた、ちょうど、その時──中心に向かって強い引力が働きはじめる。

「これは……!?」

　吸い込まれそうな私の身体をガイウスがひしと抱きしめてきた。

　なかなか光は収束せずにくすぶっていたのだが、突然眩い光を放ちはじめると、光が私たちの身体を飲み込んだ。

「ガイウス」

「リリス」

　互いの身体を抱きしめ合った後、光が急激に発散して、私たちの身体は城から弾き飛ばされてしまったのだった。
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　バシャン!!

「きゃあっ……!!」

「うお!!」

　ものすごい圧を感じた瞬間、ドレスがどっぷりと水を含んで溺れそうになる。

　水の中に放り込まれ、水を肺にうっかり取り込んで溺れ死んでしまうと思ったが、すぐに抱きあげられた。

「ほら、リリス、無事か？」

「げほっ、げほっ……ガイウス……」

　まだ肺は痛むがしばらく咳き込んでいたら落ち着いてくる。

　幾度となく落ちた河にしては、やけに温かい。

　どうやら落ちた場所は──。

「温泉？」

　先ほどまでの緊迫した場面はどこへやら、自分たちが飛ばされたのは、大人が十数名は浸かれそうな温泉だった。

「ここは……いったい……どこの？」

「星の位置や空気の感じからして、アルパイン山の中腹だな」

「ロクス帝国領の？」

「そうだ、下の方にしばらく降りたら辺境都市グルーシアだが、もうじき夜明けだ。だが、まだ近くには魔獣たちがいるはずだから、あと少しだけこの付近で過ごそう。伝心用の魔術を放っておくから。陽が出はじめたら下山できるはずだ」

　予想外の出来事が起こり、戸惑いを隠せないものの、状況を受け入れるしかない。

「わかりました。それでは上がります」

　そういって岩に手をかけて出ようとしたところ──。

　しゅるり。

　ガイウスの手が私のドレスの紐を解いてきた。

「待ってください!!　ちょっと……!!　何をやってるんですか!?」

「ああ、ほら、戦闘で汚れただろう？　脱がせるぞ」

「ちょっとやめなさい、ガイウス!!」

　だが、そもそも薄着だったので、いとも簡単に衣服を剝ぎ取られてしまった。

　水中でバタバタもがいている内に、生まれたままの姿にされてしまう。

「きゃあっ……!!」

　あまりにも急な事態に困惑を隠せない。

（え？　え？　まさか、ガイウスも脱ぐ!?）

　てっきり、彼も脱ぎ始めるのかと思いきや──。

「じゃあ、汗を流してきてくれよ。ドレスと下着を干したら、俺はその辺りを見てくるから」

　ザパリと彼が湯の中から上がると、あっさりそう告げられてしまい、拍子抜けしてしまった。

　びしょ濡れのガイウスがこちらをきょとんと見ている。

「ん？　どうした、リリス。俺にも入ってほしいんだったら、今から脱ぐぞ」

「って、違う、違います!!　おかしなことを想像していたわけじゃないんです!!」

　私は彼に向かって必死に言い訳をした。

「へえ、まあ、そういうことにしておくか。じゃあ、そっちの方で待ってるぜ」

　そういうと、彼はその場から立ち去ってしまった。

「久しぶりのお風呂、気持ちがいいわね」

　とろりと蕩ける湯に浸かり、心身ともに清められていくような感覚になる。

「お風呂はやっぱり落ち着くわね」

　久しぶりに一人になったことで、目まぐるしく過ぎた数日間のことを振り返った。

「まだ、ガイウスにどうして右目が戻ったのか聞けてない……新しく生まれ変わったって、どういう意味なの？　正直目が戻っただけにしか見えないんだけど……」

　湯船に体を沈め、自身の体をぎゅっと抱きしめながら考え込んだ。

　その時──。

　さっと影が差したため、そちらを振り仰いだ。

　思いがけない出来事に目をまん丸に見開いてしまった。

「な……!!」

　現れたのは衣服を脱ぎ捨てたガイウスだったのだ。

「な、な、な……!!」

「誰も入ってこないとは言ってないと思ったがな」

「そんな……!!　だってさっきの言い回しじゃあ、入ってこない風だったじゃないですか!?」

「そうだったかな？」

　素知らぬフリをした彼が温泉の中に入ってくると、ザパリと音を立て湯が外に出て行った。

「きゃっ……」

　そうして、彼が私の体の上に馬乗りになってくる。

　裸の体を密着させられると、岩肌の端に逃げて体を背けた。だが、彼はますます鍛えぬいた肉体を密着させてくるだけだ。

　追い詰められてしまうと、両肩の上に彼の手が乗っかってきて、彼の唇が私の耳元に近づいてきたかと思うと、色香を孕んだ声音で告げてくる。

「なあ、リリス、知っているか？」

「何を……っ……」

　その時、彼の唇が私の耳朶を甘く食んだ。

「俺が得意なのは、めっぽう、奇襲戦法だってことを、な」

「え？　ひゃあっ……」

　そう言いながら、彼の両手が私の乳房を包み込んでくると、ゆっくりと乳房を揉みしだきはじめた。

「あっ、待ってっ……そんなっ……心の準備が……あっ……」

「準備なんていつでもしておいてくれよ。戦闘の後は妙に神経が高ぶってて、今日はあんたが裸で目の前にいるもんだから、結構限界が来てる」

「げ、限界って、ああっ……」

　白磁の乳房に長く節くれだった指が沈み込み、ゆっくりと蠢きはじめる。

「っあっ……あっ……ああ……」

「やっぱり、声が可愛いな、もっと聞かせてくれよ」

　彼が指を動かすたびに、湯面がザバザバと揺れ動く。同時に彼の厚い舌が耳介に出し入れをはじめた。

「あっ、やあっ、あっ……ガイウス」

「気持ちよさそうに俺の手の内で弾んでくれるな」

　淫らな手つきに翻弄されるがまま、彼の体に引き寄せられると、彼女の臀部に何か熱くて大きなものが触れる。

（なに……？）

「ああ、ほら、リリス、お前のせいでこんなになっちまった……なあ、責任とってくれよ」

「責任……？　何を言ってっ……あっ……」

　少しだけ体を傾けられたかと思いきや、両脚の間に、硬くて大きな熱塊が挿入された。

　私は目の前の岩の縁をぎゅっと掴んだ。

「ああ、本当は今晩が婚儀だったってのに……。さあ、動くぞ」

「あっ……ひゃあっ……あっ……あっ……」

　勝手なことをしないでほしい。

　そう訴えたかったが、相手の俊敏で獰猛な動きにあらがえそうになかった。

　奇襲戦法が得意だというのは、あながち嘘ではないらしい。

　器用なことに、ガイウスは私の乳房を揉みしだきながら、腰を前後に揺り動かしている。濡れた肌同士がぶつかりあい、ぱちゅんぱちゅんと音を鳴らす。

「あぅ……あっ、あっ……」

　肉棒によって芽と秘所とが擦り上げられ、何も考えられなくなる。

「な……に……？　体が変っ……」

「ああ、気持ち良くなってきただろう？　ほら、湯以外に、ぬるぬるする蜜が俺のものに絡んできてるぞ」

「やあっ……おかしなこと……言わないでっ……」

　彼の腰の揺さぶりがさらに増大し、どんどん腰を打ち付けられ、秘めた花を擦り上げられると、頭の中がふわふわしてくる。

「あっ、もう……ダメっ……ああっ……──!!」

　この間、彼に秘所を舐められていた時のような快感が全身を駆けあがり、リリスは背をしならせながら果てた。同時に足の間に熱くてどろりとした何かが絡みついてくる。

「悪い……湯の中に……出しちまった……」

「ふあっ、あ……」

　全身から力が抜けていく中、ガイウスのたくましい両腕に抱きしめられた。

「ああ、久しぶりに気持ちが良かった……これは、あんたの中にまた入れたら、よっぽど気持ちが良さそうだ……」

「……は……あ……」

　何か反論したかったが、そんな余裕はなかった。

「ああ、こんな場所で、あんたの綺麗な体をほかの男に見られたら大変だ。ちょうど良いぐあいに、夜が明けてきたな。さて、服もある程度乾いてきただろうから、俺の城に戻るぞ」

　そうして、ぐったりしたまま城にいったん戻ることになったのだった。
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　太陽が山の裾から顔を出し始めた頃、どこからか現れた馬に乗って私たちは山を駆け下りていた。

「リリス、馬の揺れがつらくないか？」

「馬車の揺れよりも貴方の対応が気になります、ガイウス」

　私は彼の膝の間にちょこんと乗せられていた。

　それはいつものことなのだが、やたらとちゅっちゅっと頬に口づけてこられるものだから落ち着かない。

「まだ式は挙げていないが、晴れて結ばれたんだし、これぐらい許してくれよ」

　そう言いながら、彼は私の身体を両腕でぎゅっと抱きしめてくるため、少しだけ窮屈に感じた。

　だけど、嫌な束縛感ではなく、ほどよい締め付けだ。

「…………わかりました」

「良かった、俺のリリス」

　そういうと、私の背後にいる彼が首筋に何度も口づけを落としはじめる。

　なんだか気恥ずかしくて、それ以上何も言えなくなった。

（元々優しくはあったけれど、彼のスキンシップが激しすぎて、身が持ちそうにないわ……）

　好きになった人に好かれて、贅沢な悩みかもしれないが、そんなことを思ってしまった。

　結ばれた後から、ガイウスがやけに優しい気がするが、どうやら気のせいではないようだった。

「ああ、着くぞ」

　堅牢な石造りの門扉を抜け、我々は辺境都市へと辿り着いたのだった。
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　ガイウスの部下たちは伝心の魔術で色々と聞かされていたようで、特に尋ねられることなく、私はガイウスの寝室に連れ込まれていた。

「リリス……」

「ガイウス……」

　二人の熱い吐息が絡み合う。

　くちゅりくちゅりと淫靡な水音が鳴り響く。

　体を絡ませ合ったまま、白いベッドの上に転がると、緩く長い白金色の髪が広がった。彼の指が髪を何度も梳いてくる。

　仰向けに寝転がった私の身体の上に彼が跨ってくると、何度も頬を撫でてきた。

「リリス……ずっとこうしていたい」

「私も……ガイウス……」

「ずっと俺のことを待っていてくれた。もうこれから先も離すことはしない」

　私のドレスをゆっくりと脱がせた後、彼も纏っていた騎士団の衣服を全て脱ぎ捨てた。

　密着する肌同士はすでに火照り切っていて、さらに熱塊が秘所の上を何度か動いてくると、鼓動がどんどん高鳴っていく。

「挿れるぞ」

「ああっ……」

　熱杭が蜜口を穿つ。

　肉壁に肉棒をこすりつけながら、獣が侵入してきた。

　今までも十分幸せだったが、ずっと愛していた彼と結ばれたことで、これまで以上の幸せが胸の内を支配していく。

　下腹全体が彼に圧迫されると同時に、幸福感で全身が満ちていく。

　互いの顔を見合わせると、そっとお互いを確かめるかのように抱きしめ合った。

「リリス、またあんたの中に入れて、俺は幸せだ」

「ガイウス、私もです。こんなに幸せで良いのかなって思って……」

　零れる涙を、彼の唇が吸い上げた。

　何度か頬に口づけをされた後、彼が腰を揺すりはじめる。

　女性の芯の奥深くを何度も抉られ、快感が全身を駆け抜けていく。

「ふああっ、ああっ、あっ、あっ……」

「リリス……」

　何度か獣に奥深くを貪られた後、彼が体勢を変えてきて、ぐんと視界が上がった。

　互いに座って向き合う格好になったかと思うと、下から彼が何度も突き上げてくる。

「ああっ、あっ、あっ、ガイウスっ……」

「リリス、こっちの方があんたの顔がよく見える」

　そうして何度も何度も突き上げられ、身体が上下に跳ね上がっている内に、びりびりとした快感が脳髄に駆け上がっていく。

　ぐちゅぐちゅんと淫らな水音と、シーツとベッドが軋む音が響いた。

　相手の熱杭もどんどん膨張していく。

「リリス、どうかあんたに俺を刻ませてほしい」

「ガイウス……はい……!!」

　そうして、一際強く打ちつけられた後、下腹全体に熱の奔流が渦巻いた。

「ああっ……!!」

　びくびくと全身が跳ね上がり、四肢が戦慄く。

　彼が愛おし気に何度も何度も髪と背とを撫でてくるものだから、彼への愛おしさがまた増していった。

　座って繋がり合ったまま互いの存在を確かめ合う。

　ガイウスがふるりと金の睫毛を震わせる。

「リリス、これで、もう俺に──」

　その時──。

「待って」

　ガイウスが両目をぱっちり見開く。

「なんだよ？」

「ガイウスはガイウスなのよね？」

「そうだが？」

　私はこくりと唾を飲み込むと、ガイウスに問いかける。

「私に会いに来た時に言っていたでしょう？　新しい自分に生まれ変わったって、あれはどういうことなのでしょうか？　そもそもどうして右目が戻ってきたのですか？」

　ガイウスは質問の意図を考えあぐねているようだったが、一度頷くと回答しはじめた。

「そうだな。俺はガイウスだ。シュヴァインではない」

「そう……ですよね」

　頭の中ではわかっていたが、改めて伝えられると、やはり少しだけ悲しかった。

　そんな私の顔を見て、ガイウスが微笑んだ。

「リリスと初めて結ばれた時に、リリスの身体の中に潜んでいたシュヴァインの記憶が、俺の中に流れ込んできたんだ。元々シュヴァインの身体のものがリリスの身体の中にあったわけだ。元の主の中に帰ってこようとしたんだろうな」

　ガイウスが続ける。

「シュヴァインだった頃の記憶が戻って、宰相がシュヴァインを殺して、皇兄ラルフが俺をガイウスとして蘇らせたことや、宰相がリリスの身体を狙っているっていうのが分かった。そうして、俺も身体に綻びが生じはじめていて、時間がないと思って宰相の元に向かったんだ。途中、あの河に飛び込んでリリスに助けられたわけだが」

「ええ、そうでしたね。そうして、塔に閉じ込められた」

「ああ。あの時、瀕死だった俺のところにシュヴァインの記憶が、魂と言ってもいいかもしれない。そいつが光となって現れて対話をしたんだ」

「シュヴァインと対話を？」

「ああ」

　思いがけない話に私は目を真ん丸に見開いてしまった。

（そう言われれば、光が私の身体から飛んでいったような？）

「あれがシュヴァインだったというの……？」

「ああ、ずっとシュヴァインはリリスの身体の中にいたんだ」

「どうして……？」

　だって、シュヴァインは──。

　とめどなく涙が溢れてきた。

「私が勝手に彼のことを好いていただけで、シュヴァインは私のことを……」

　いつも優しい顔をしていたけれど、どこか底冷えのするような碧い瞳を私の方に向けてきていたシュヴァイン。

　涙の流れる頬にガイウスがそっと唇を宛がってくる。

「ガイウス……」

　その時──。

　ガイウスの身体の周囲を白金色の光が舞う。

「な……に……？」

　すると、ガイウスが耳元で囁いてきた。

「『リリー、貴女をずっとお護りします』」

　まるでシュヴァインのような言い回しだ。

　そう思っていると、光は宙を舞う。

　思わず指を伸ばす。

「シュヴァイン……!!」

　指先が震える。

　だが、浮遊する光が自分のところに戻ってくることはなかった。

　そうして──。

「ああ、これから先、あんたを離すことはしない。そう思っていたが……」

　彼の身体が粒子となって崩れはじめた。

「やばいなって思っちゃいたが、想像よりも早かったみたいだな」

「そんな……ガイウス……貴方、約束を破るの……？」

「すまない、リリス、約束を護れなかったみたいだ」

「私は……約束を護れない男の人は嫌いです」

「はは、そういわれると思ったよ。そうだな……」

　ガイウスの身体が全て光の粒子へと変わっていく。

（ばあやさんが言っていたわ。私にはガイウスを繋ぎとめる力があると。考えるのよ、リリス）

　そうして、彼は姿を消そうとしたのだが──。

「これから先、シュヴァインみたいに光になって、お前のことをずっと護り続けようかな、約束する、愛している、リリス」

「待ちなさい、ガイウス」

　光の粒子になって消えようとするガイウスの頬に手を添える。

　そうして、私はゆっくりと口づけたのだった。








最終章　めぐりあい









　真っ暗闇の中、意識だけが宙を泳ぐような感覚に陥っていたのだが──。

（なんだ、これは……この記憶は……？）

　自分の中で何かが弾けた後、不完全な自分が本当の自分になるような、分裂していた自分が一人の人物に統一されたような、そんな感覚が波のように押し寄せてくる。

　そう思いきや、目の前に光が現れたかと思うと、自分によく似た男を形作った。

「お前は……まさか」

　ガイウスが問いかけると、相手が口を開く。

「僕はシュヴァイン。君であって君ではないもの。だけど、確かに君である存在」

　小難しい言い回しをする男だ。

（こいつとは絶対に性格が合わねえな）

　ガイウスは直感的にそう思った。

「二十歳まで生きた僕をもとに作られた君。だけど、以降は君だけの人生だった。だから、もうすでに君は僕ではなく、別の君という存在なんだ」

「そんなことは分かってるさ。それで？　今の今まで、お前はどこで何をしてたっていうんだよ？　リリスを放っておいて、今更出てきやがって……っていうか、あれだろう？　お前の記憶が流れこんできたから知っているが、そんなにリリスのこと好きじゃなかっただろう？　ああ、色々と俺とは合わねえ男だな」

　すると、目の前のシュヴァインは淡々と語りはじめた。

「戦場で僕の遺体を探しにきたリリスの身体に、僕はずっと潜んでいたんだ」

「……はあ？　じゃあ、お前、ずっと俺たちのやりとりを見てたのかよ？」

「ああ。なんでだろう。戦場で叔父上に殺されることも分かっていたんだ。やっと死ねるって思ったんだけど、なぜか死に際に嫌いだったはずのリリスの顔が浮かんでは消えてさ。せっかくだし、叔父上に一矢報いるチャンスかもって思って、運ばれて死ぬ寸前に自分で右目を抉ったんだ」

　ガイウスは問いかけた。

「なんで、そんなに好きでもないリリスの身体に潜もうと思ったんだよ？」

　しばらく考えたシュヴァインが返す。

「さっきも言ったじゃないか、リリスの顔が浮かんでは消えたんだって」

「じゃあ。やっぱりお前もリリスのことが好きなんじゃないか」

「そう……なのかな？　そうかもしれないね？」

　愛を知らずに育ったシュヴァインは、自身が本当はリリスを愛していたことにも気づけていなかったのかもしれない。

「僕であって僕ではないガイウス。君はリリスの身の内に宿っていた僕を取り込んだことで、君と僕が融合した新しい何かになるのかもしれない。僕の記憶を全て手に入れたのだとしたら、ガイウスとは呼べない存在になるかもしれない。そうだったとしても、君は君のままいられるのかい？」

　そうして、ガイウスは覚悟を決めたように返した。

「お前は俺であり、俺はお前でもある。だが、確かに俺はガイウスという一人の人間だ。お前の記憶を手に入れたのだとしても、結局は俺でしかない。いいや、これから先、リリスと共に生きることで──今日からまた新たなガイウスとして生きていくんだ」

　すると、ふっと目の前のシュヴァインが笑った。

「そうか……君は強いね、ガイウス。リリスに愛されているからかな。僕なんかろくでもない人生を歩んじゃったけどさ。そうそう、君に戻るといっても、所詮僕は君の記憶でしかない。魂は閃光とともに消失してしまった」

「リリスに愛されているのは、それはお前もだろう。シュヴァイン。これから先、俺の中で生き続けて、彼女の幸せを見守り続けろ。魂だっていつかは復元するさ、身体が再構築されるくらいだからな」

「君の楽観的なところは、僕も欲しかったな」

「そうかい、俺はお前の生真面目さが欲しかったって嫉妬してリリスに嫌われそうだけどな」

「ふふ、君が嫌われたら、それはそれで僕は困らないや」

「シュヴァイン、やっぱり俺はお前とは合わねえ」

「そうかい、それは良かった。ガイウス。もう一人の僕、リリスを頼んだよ」

「ああ、任せろ、シュヴァイン」

　そうして、シュヴァインはガイウスの右目に宿った。

　シュヴァインの記憶を引き継いだガイウスは、新たな人間として生きると誓ったのだった。
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　光の粒子となって消えゆくガイウスを繋ぎとめようと頑張ったけれども、結局はうまくいかずに彼を失ってしまった。

　そうして、あれから二年近い月日が経った。

　二度愛する人を失った私だったが、愛する人に愛された記憶が支えとなったおかげで、少女時代にシュヴァインを失った時よりも、早期に回復することができた。

　今では、ロクス帝国と王国との懸け橋として、白百合の聖女と呼ばれた頃のように、多くの民たちを救いながら生きている。

　また昔のような生活を送る私だったが、一つだけ大きな変化があった。

「は、は、え……」

　小さな赤ん坊が、木の椅子に掴まり立ちをして、私のことを呼ぶ。

「まあ!!　もう歩けるようになったのね!!」

　そうして、私は赤ん坊を抱きあげると、柔らかくて弾力のある頬に頬をすり寄せる。赤ん坊もきゃっきゃっと笑って微笑んでいた。

「さて、お父様のところに会いに行きましょうか」

　愛息を抱きかかえた私は、赤ん坊の父親であるガイウスの眠る墓へと向かうことにしたのだ。

　墓はちょうど思い出の砂浜の外れにある。

　波の音を聞きながら、私は砂浜に足跡を残しながら歩む。

「あなたのお父様、私に白百合の花をくれたのよ。お父様とお母様の思い出の花なのよ」

　赤ん坊にそんな風に声を掛けながら、百合の花を持ち直す。

　その時、陽炎の向こう、長身痩躯の男の姿が見えた。

（何、こんな私しか知らないような場所で……いったい誰が……）

　少しだけ警戒しながら近づくと、相手の顔がこちらを向いた。

　逆光で相手の顔が見えない中、鋭い碧の瞳が、私を射抜く。

　黄金の髪がさらさらとたなびく。黒い眼帯は装着していなかったが、腰の帯の付近に、翡翠の散りばめられた細工があった。

（そんな……まさか……）

　ざわざわと血が滾る。

　まるで、あの日、死んだと思っていたシュヴァインによく似たガイウスが、私の前に初めて現れた時のような──。

「すまない。あの日、あんたの力のおかげで別の場所で俺はまた生まれて──そうして、二人分の記憶を取り戻して、ここに戻ってくるまでに時間がかかってしまった」

「シュヴァイン……？　ガイウス……？」

　困惑する私に向かって、青年は嬉しそうに微笑んだ。

「ああ、そうか……その子は、あの時の子か……俺によく似ている。一人でよく育ててくれたな」

　私と赤ん坊の姿を見ると、とても懐かしそうに、そうして嬉しそうに青年の声が弾んだ。

　脚が震え、その場で動けなくなった私のそばに、青年はゆっくりと歩み寄ってくる。

　彼の長くて綺麗な指が私の髪を耳にかけると、そっと私の空いた左手を握ってくる。

「リリス、まずは本物を貴女に渡すと誓っていたシュヴァインの遺志からだ」

「あ……」

　オモチャの指輪によく似た指輪。

　美青年の隣──幻の幼馴染シュヴァインがふっと現れて微笑んでいる気がした。

『リリー、ずっと君を護るよ、幸せな未来を』

　そんな風に彼が告げているような、そんな……。

　白金色の光が彼の周囲を舞った後、夜空へと舞い上がっていった。

　ふと、少女時代に自分のことを護り、慈しんでくれた幼馴染に思いを馳せ、一筋の涙が零れ落ちる。

「そうして、俺からはこれだ」

　百合の花を捧げられた後、美青年が指輪を通す。

　今度は美しく煌めく黄金の台座に神々しいダイヤが煌めく指輪。

　彼の大きな掌が私の両手を包み込むと、そっと口づけてきた。

「気高き純潔の白百合の聖女。これからは、右目に宿ったシュヴァインと俺が、あんたのことを護り続ける。これから先、もう二度と離れることはない。愛している、リリス」

「はい、──」

　私は彼の名を呼んだ。

　まばゆい光が二人──いいや三人を包み込む。

　海の潮風が吹き、波が穏やかに打ち寄せる。

　春の訪れが、三人の幸せを祝福していたのだった。
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　初代皇帝がロクス帝国を平定した後、しばらくは平和を享受していた大陸北部。

　だが、帝国内部で起きた内乱を契機とし、一時的に混乱した暗黒の時代があった。

　その時代に活躍したのが、「隻眼の騎士狩り」の異名を持つガイウスだった。

　ロクス帝国の初代将軍の再来と呼ばれ、その名だたる実力と目立つ容姿から、民衆からの人気も高い人物である。

　今は亡きランドルフ王国の第一王女であり、「白百合の聖女」の二つ名を持つリリス・ランドルフが、彼の妻だったことでも有名である。

　聖女リリスは、戦時中に起きた謎の閃光の原因を追究し、後世に光の魔術と医療の発展をもたらした人物であり、女児たちに彼女の名をつけるのが流行った時代もあったという。

　彼女の活躍は、帝国だけでなく近隣諸国まで名を轟かせることとなった。

　将軍ガイウスの働きにより、大陸北部のほぼ全土まで領土が拡大されることとなり、帝国の基盤は盤石なものとなった。

　領土拡大の折、妻の生家のあるランドルフ王国は、帝国に平和的に併合されている。

　そうして、大陸北部に平和が訪れた際、亡き皇兄ラルフ・ロクスと聖女シルヴィアとの間の遺児が将軍ガイウスだったことが発覚する。

　当時の皇帝マルク・ロクスに世継ぎが出来なかったため、帝位継承権第一だったガイウスは、妻リリスと辺境の地に留まることを望み、二人の間にできた子が皇帝の座に就くこととなった。

　以降、ガイウス将軍は辺境の地を守りながら、皇帝となった我が子の支援と妻リリスの聖女としての活動を助け続けたという。

　夫婦仲はとても良く、帝国及び近隣諸国の者たちからも評判が高い夫婦だったと、後の歴史書にはそう記されている。








忘れられたら、幸せだったのに


政略結婚の相手は、死んだ婚約者にそっくりな敵将でした
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